


















































ゲート１．接触編〈下〉
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　西へと向かう街道を、イタリカへと急ぐ騎兵集団があった。

　赤、黄、白の三色の薔薇で彩られた旌せい旗きをたなびかせ、馬ば蹄ていの音を轟かせている。

　金銀に輝く胸きょう甲こうと装飾鮮やかな武装。バナーの翻ひるがえる騎き槍そうの林が怒濤のごとく突き進んでいた。

　特に先頭をいく騎士。

　金色の長髪を風になびかせて、壮麗な武装で身を固めた女騎士が、鞭むちで黒馬を激しく責め立てていた。彼女の愛馬は、その責め苦を軽く受け止め、躍動する筋肉は力強く大地を蹴っていた。

　彼女の見る風景は流れるように過ぎていた。だがまだ遅い、まだ足りない。そんな思いで握る手綱に力がこもる。鞭打つ手にも力が入ってしまう。

「ボーゼス！　急ぎすぎだ」

　女声ながら落ち着いた重みのある響きが、先頭の騎兵にかけられる。

　背後を駆ける短栗髪の女騎士。馬は白馬。彼女らから大きく引き離される形で、騎兵集団が続いている。

　ボーゼスと呼ばれた女騎士は、振り返ると鈴のような声色で言い返した。

「これでも遅いくらいよっ！　パナシュ」

「だが、君の馬がもたない。兵もどんどん落伍している。これでは現地にたどり着いても戦えないぞ」

「いいのよっ。落伍しようと最終的にイタリカへたどり着けばいい。今は時間が敵よっ！」

「しかしっ！」

「最終的に少数しかたどり着け無ければ、少数での戦い方をすればいい。今は少しでも早くたどり着くこと。それが第一よ」

　こうも言い切られれば、パナシュとて引き留めようがない。ボーゼスの後を追いつつ、例えそうであっても少し速度をゆるめるようにと言い聞かせるのがやっとであった。

　ボーゼスは不ふ承しょう不ぶ承しょうながらわずかに手綱を引く。すると馬も走る速度をゆるめ、多少は後続との距離が縮まった。

「パナシュ……わたくしたち、間に合うかしら？」

「大丈夫。姫様はきっともたせるさ」

「でも……」

　ボーゼスは、逸る気持ちを抑え込むので精一杯のようであった。遠く地平線の先へと延びる街道。その遙か先、イタリカの方角一点のみを見つめていた。

　だから、最初にそれに気付いたのはパナシュであった。

「ん？」

　前方から何か近づいてくる。

　帝国の幹線街道とはいえ、古代に作られたものを荒れるに任せているため道幅は狭く、向かい合った荷馬車がすれ違えるほどでしかない。騎馬隊がこのまま全力で進めば、前方から近づく何かと激突することは必至だった。

　しかもその前方の何かは、意外なほどの速さでこちらに近づいてくる。箱形で、遠目ではよくわからないが、荷車のようにも見える。

「ボーゼスっ!!」

「分かってるわ」

「分かってないっ！　前を見ろ」

　パナシュに指摘されてようやく気付いたのか、ボーゼスは舌打ちしつつ身を起こし、馬の手綱を引いた。

　パナシュは左腕を挙げて後方に停止を知らせつつ、手綱をひく。

　続いていた騎馬隊の騎士達は安あん堵どしたかのように、息を切らせいきり立った馬をなだめながら速度を落とした。馬も人も誰も彼もが、ぜいぜいと肩で息をしており、汗でびっしょりとなっている。

「ええいっ邪魔くさい。道をあけさせなさいっ！」

　後方の兵に排除を命じるが、それをパナシュが「待てっ」と、止める。

「あれは、イタリカの方角から来る。臨検してみよう。何かを知ってるかもしれないだろ？」とボーゼスをなだめつつ、ゆっくりと先へ進むのだった。
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「なんて事をしてくれたんだっ!!」

　烈火のごとく怒り、手にしていた銀製酒杯を投げつけるピニャ。

　意気揚々と捕虜を引見し、自らの功績を誇ろうとしたボーゼスは、突然のことに何が起きたのか理解できなかった。額の激痛とピニャの怒気にすくみ上がってしまう。顔に落ちてくる温かな感触に手を触れ、その手をぬらした血液を見て、初めて右眉の上が深々と割れているという事態に気付いたのである。

　美しい顔をつたい落ちる血液が、顎の先からポツポッ、ポタポタと絨じゅう毯たんに落ちてシミを広げる。

「ひ、姫様。どうしたと言うのですか!?　我々が何をしたと言うのです？」

　ショックに座り込むボーゼスの額に手しゅ巾きんをあてながら、懸命に寛かん恕じょを求めるパナシュ。だが、ピニャも、傍らに立つハミルトンも怒るというよりは最早、あきれ果てたという様子で二人を見下ろすのだった。




　夕刻。

　騎士団を引き連れてイタリカに到着し、街が無事であったことに安堵したボーゼスとパナシュは、ピニャに対して到着を報告するとともに戦闘に間に合わなかったことを詫びた。これについてピニャは責めるようなことは言わず、逆に予定よりも早くの到着を誉めたのである。

　これに気をよくしたボーゼス達は、ピニャの初陣と戦勝を祝賀する言葉を述べ、さらにここに来る途中で遭遇した異国の者、おそらくアルヌスを占拠する敵の斥せっ候こうであろうと思われる……を捕虜としたので、ご引見下さいと連れて来させた途端にこの仕打ちがなされた。

　二人は自分らが何故に責められるのか、詰問され、酒杯を投げつけられねばならないのか、理解できなかった。

「こともあろうに、その日の内の協定破り。しかも、よりによって彼とは」

　ハミルトンは、謁見の間となった広間の隅へ連れ込まれた捕虜へと歩み寄った。

　床に力無く座り込んでいるのは伊丹であった。

　その肩に手を置いて「イタミ殿、イタミ殿」と揺すりながら声をかけてみる。だが伊丹いたみは、全身ドロまみれの擦り傷だらけ、さらには、あちこちを打撲したのか身体の各所にアザをつくっており、体力気力とも尽き果てているという姿で、まともな返事も出来ない。

　ここに来るまでにどれだけの酷い目に遭あったかが、想像できる有様であった。

「ハミルトン、どうだ？　イタミ殿の様子は」

「相当に、消耗されているご様子です。すぐにでも休ませませんと」

　ピニャは、フォルマル家の老メイド長を振り返ると「済まないが、頼む」と告げた。老メイドと執事は「かしこまりました」と、壁の華となっていたメイド達をかき集め、伊丹を取り囲むようにして、運んでいった。

　それを見送った後で、振り返るピニャ。

　その時の彼女の表情はまさに般若そのものであった。自分よりやや背の高いパナシュの頬に対して平手というより、掌底でぶん殴って尋問するかのごとく詰め寄った。

「貴様等、イタミ殿に何をしたっ!?」

「わ、私たちは、ごく当たり前の捕虜として扱ったまでです」

　ごく当たり前、とは……帝国では捕虜を虐待することであった。例えば連行途上、ひたすら馬で追い立てて走らせる。疲れ果てて座り込むなどすれば、槍先でつついたり、刀の峯みねや鞭で打ったりして無理矢理立たせる。それでも立たなければ、殴る蹴るなどの暴力でいたぶるという具合である。こうして抵抗する気力、逃亡する体力をそぎ落とすことが、奴隷として売る際、素直に従わせる上で必要なことだと考えられていたのである。

　ピニャは「なんて事を、なんて事を……」とつぶやきながら体中を駆けめぐる怒気に、わななく拳を握りしめながら耐えていた。

　理性的に考えてみれば、ボーゼスやパナシュのした行為を非難することは出来ない。なにしろ彼女たちは、アルヌスを占拠する者を敵とは思っても、そんな相手とピニャが協定を結ぶなど想像すら出来なかったのだから。

　だが現実は、時として理不尽なまでに理屈を超越する。実際に、協定は結ばれ自衛隊はその協定に基づいてイタリカを退去した。故に知らなかった、通知が遅れていたの類の言い訳は一切通用しない。何しろ、協約の即時発効はピニャが求めたものなのだから。そして伊丹が捕らえられたのは協約発効の後、しかもその往来の自由を保障するとしたフォルマル伯領内である。

　これは協約破り以外の何物でもない。

　協約違反を口実に戦争をしかけ、有無を言わさず敵を滅ぼすという手口は、実は帝国がよく用いる手法だった。通信網の整ってないこの世界では、連絡の不行き届きで和平協定締結後も末端の部隊間で戦闘が行われてしまうということは、よくあるのだ。

　自分達が愛用した手口であるが故に、相手がそれをすると思ってしまう。

　ピニャは、背筋がゾッとした。

　天空を覆った楽曲の音が、ワルキューレの嘲笑が耳にこびり付いて離れない。彼女の騎士団が、イタリカが、そして帝国のあらゆる全てが業火に焼かれて滅んでいく様が目に浮かぶようであった。

　ハミルトンから、ピニャと自衛隊の間で協約を結ばれたことを説明されたボーゼスとパナシュも、自分達が何をしたか、そして伊丹等が「話せばわかる」などと言いながら、何故抵抗せずに捕らえられたのかを理解した。

「い、イタミ殿の部下がいたであろう。その者らはどうした？」

「あの者等は、逃げおおせました」

　自分達の隊長が捕らえられたというのに、取り返そうともせず脱兎のごとく逃げ出した伊丹の部下を、彼女達はさんざん嘲笑したのである。だが、彼らからすれば反撃すら許されない状況では、逃げ去るしか選択肢がなかったということを、また知るのである。

　もし、全員を捕らえることが出来ていれば、全員を始末して行方不明になってしまったとしらを切る方法もあるのだが、逃げられてしまったとなってはその手は使えない。そもそも使徒ロゥリィ・マーキュリーが相手方にはいるのだ。考えるだけ意味のない選択肢であった。

「姫様、幸いなことに此度は死人が出ておりません。ここは策を弄されるよりも、素直に謝罪をされてはいかがかと、小官は愚考するところであります」

　広間の隅でことの次第を聞いていただけの、グレイ・アルドが口を開いた。

「だがしかし、あ奴らは盗賊にすら『ジンドウテキ』などと称して、過酷に扱うなと言いだす連中。イタミ殿の受けた仕打ちを知れば、烈火のごとく怒り狂って攻めて来るのではないか？」

「そこも含めて、謝罪するしかないのではありませんか？」

「妾わらわに頭を下げろと言うのか？　謝罪せよと？……だが、関係者の引き渡しや処刑を求められたら応ぜざるを得なくなるぞ」

「では戦いますか？　あの鋼鉄の天馬と、大地を焼き払う魔導、そして死神ロゥリィ・マーキュリーを相手に……。小官としては、それだけはゴメンこうむりますぞ」

　グレイのような歴戦の兵士にすら、あの光景は恐怖という名の楔くさびを打ち込んだのである。ピニャも、どれほど屈辱的なことでもしてしまうと覚悟したほどだ。それを考えれば謝罪なんて大したことではないはず。

　とは言え、ここにいる誰もピニャにそれを強いることは出来ない。関係者たるボーゼスやパナシュも、罪を認めれば自らが窮地に立たされることとなるためにそれは避けたいのである。

　冷酷で重苦しい空気がその場を支配した。

　しばしの沈黙の後、グレイは緊張した雰囲気を解きほぐすように、おどけた口調で語った。

「ま、そのあたりはイタミ殿のご機嫌次第なのでしょうがね」

　それは、暗にこの場に居合わせているご婦人方に、伊丹のご機嫌とりを頑張って下さいと、告げたものだった。
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　我が国には、宝たから塚づか歌か劇げき団だんというものがある。

　女性のみで編成され、歌と踊り、そして演劇を楽しませてくれる、戦前から存在する伝統のある由緒正しい劇団だ。オタクたる伊丹にはいささか敷居の高い世界だが、『ベルばら』以外に好みの漫画原作のストーリーを演目に加えてくれるなら、見に行っても良いかもしれないと思っていた。

　さて、イタリカからアルヌスへの帰還途中、目前に現れた騎兵集団を見た瞬間、伊丹は宝塚が野外公演でもしているのかな？　と思ってしまった。

　ものの見事に女性ばっかり。しかもみんな美人・麗人・佳人・かわいい娘。

　もしかしたら正真正銘の男性もいるかも知れないが、約半分が男装の麗人で、残りの半数は女性っぽい女性と来ては、どうしても女性のみの集団と認識せざるを得ないのである。

　さらに、徹底的なまでに華美に彩られた武装だの旗だの、華きゃ奢しゃな飾りでピカピカしている馬ば鎧がい。金糸銀糸の刺し繍しゅうのはいった軍装等などを見ると、やっぱり中世から近世のフランス宮廷を舞台とした漫画原作の恋愛活劇っぽく見えてしまう。

　手を挙げてこちらに停止を命じながら、馬を寄せてくる女性。

　白馬に跨りショートの髪は栗色。白を基調として銀糸の刺繍や飾りをつけた衣装に銀の胸甲をつけ、黒い裏地の白のマント姿。腰にはサーベルというか、レイピアというか装飾のついた細身の剣を下げているが、これがまたピカピカに磨かれていて曇り一つ無い。

　凛とした表情も突き刺すような視線も、妙にキメポーズっぽく見えてしまう。男役の女優さんっと言った雰囲気で、こういうのが好きな女子高生あたりが見たら、さぞかし黄色い悲鳴をあげて喜ぶんだろうなぁと思ったりする。

　倉くら田たはポカンとした表情で、「俺、縦巻きロールの実物なんて初めて見ましたよ」と感慨深く呟いていた。

　倉田の視線の方角……白い女性の背後から、少し敵意っぽいものの混ざったような視線をこちらに突きつけている女性が居た。黒馬にまたがり、豪ごう奢しゃな金色巻き毛は腰まで伸びている。なるほど、いわゆる縦巻きロールと言われる髪型であった。それに物理的機能があるの？　と尋ねたくなるほどに巨大なリボンがくっついている。

　見た目からしても、お嬢様タイプの美女で、ツンッと高みから見下してくる（実際、馬上から見下してきている）視線は「私の脚をお舐め、豚野郎」とか、いかにも言ってくれそうである。言われたら「はい、畏かしこまりました」とか言って素直にやっちゃいそうだ。

　伊丹はこの女性騎馬集団の旗印になっている三色の薔薇から、前述のショートヘアの女性を白薔薇様、こちらの金髪お嬢様を黄薔薇様と、脳内であだ名付けた。

　桑くわ原ばら曹長が無線で注意喚起を命じ、隊員達は一様に銃を引き寄せて警戒のレベルを高めるが、伊丹としては厳に発砲を戒めた。協定違反に成りかねないからだ。この時点で、ロゥリィやレレイ達は、昨夜からの徹夜が堪えたのか後席でぐっすり眠っていた。

　伊丹等、第三偵察隊の車列は、現時点で先頭が七三式トラック、次が高機動車、しんがりが軽装甲機動車なので、この女性騎士軍団は最初に接触した七三式トラックへと近づいた。

　白薔薇が馬を歩み寄らせ、富田に声をかける。

　富とみ田たは、二十七歳の二等陸曹。ちなみにレンジャー徽き章しょう持ち。こちらの世界の言葉は、単語ノートを片手になんとか意思疎通できるという程度である。そんな状態であったから、富田はなんとか片言と身振り手振りを交えつつ、白薔薇の誰すい何かに応じようとしていた。

　白薔薇曰いわく、「どこから来た？」

　富田曰く、「我々、イタリカから帰る」

　言葉が不自由ながらも、なんとか片言でも答えようとしてる努力を認めたのだろう、白薔薇は彼に分かるように、できるだけ言葉を短く句切りながら話しかけようとした。これに対して、黄薔薇は言葉の不自由な富田を小馬鹿にしたように鼻を鳴らし、三台の車両へ胡う乱ろんそうな眼差しを向けるのだった。

　白薔薇曰く、「どこへ？」

　富田が単語帳をぺらぺらっと捲りながら告げる。「アルヌス・ウルゥ」と。

　これを聞いた白薔薇は「なんだとっ!?」と声を荒あららげた。

　正体不明の敵に占領されている場所に、いかにも異邦人とおぼしき連中が帰るなどと言っている。

　しかも馬が牽くわけでもないのに動く荷馬車に乗り、見慣れない武器らしきものを抱えている。この集団を見て、怪しく思わない方がどうかしている。

　女性騎馬軍団はこの一言で殺気立った。「何！　すると敵かっ！」天に向けられていた騎槍がさっと下ろされ、その鋭い切っ先が伊丹達を指向した。

　素早く、騎馬の列が整えられていく。このあたりの統率は見事にとれており、彼女たちが歌劇団の類ではなく、きっちりとした戦闘訓練を受けた兵士の集団であることを伊丹等に知らしめた。なにしろ馬の足並みすら、きっちりとそろっているのだから。

　見ると伊丹の部下連中も小銃を構え、笹ささ川がわに至っては、軽装甲機動車搭載のキャリバーを手にして、重い金属音をたてて槓こう桿かんを引いた。

　黄薔薇が、冷たい眼差しをして黒馬から下りて、つかつかつかと歩み寄って富田の襟首を掴みあげ、「もう一度、言ってごらんなさい」と、お上品に凄すごむ。

　白薔薇は、この異邦人が言葉を間違っていると思って、再度繰り返してもう一度、「貴様等はどこから来て、どこへ行こうとしている？」と尋ねた。

　黄薔薇に襟首を掴みあげられた富田は、息が苦しいのかあるいは別の理由か、その顔を紅くしつつ、「イタリカから来て、アルヌス・ウルゥへ向かう」を意味する単語を列べたのである。

　富田が苦労しているのを見て、さすがにほっておくわけにもいかず、伊丹は桑原曹長に、「おやっさん、絶対にこっちから手を出させないでよ」と告げながら、小銃や拳銃、銃剣といった武器っぽく見えるものを外して、車を降りた。

　そして白薔薇・黄薔薇の二人の注意を惹くように声をかける。

「えっと、失礼。部下が何かいたしましたかね？」

　だが、ヒステリックになった女性には、そのノンビリとした声かけは、いささか癇に障ったようである。

　身に覚えのない罪で攻め立てられるような気分を味わいつつ、伊丹は「おちついて、話せばわかる」という言葉を繰り返すしかなかった。

　だが、女性達は聞く耳を持たない。

　彼女たちからすれば、これが初うい陣じんだ。しかも慌てていたが故に精神的な余裕もない。こういう時に頼りになる歴戦の下士官連中は歩兵であったり、騎士であっても歩兵部隊を率いる立場なので、後方はるか彼方。

　言葉もうまく通じない。そんな状態で何をもって疑わしく、何をもって安全と判断するのかの基準が与えられてないのだ。あらゆるものが怪しく感じられた。疑念が疑念を生んで増殖していき、剣を抜くしかなくなってしまうのは、ある意味必然であった。

　のこのこと出てきた代表格らしい男に対して、白薔薇ことパナシュは、剣を突きつけて降伏するように命じた。

　ここにいる怪しい連中全員を捕縛し、武装を解除しなければ安全と安心を得ることが出来ないと思いこんでしまったのだ。

　ここにいる敵は何をしでかすか分からないから、油断は決して出来ない。少しでも怪しい素振りを見せたら攻撃するしかない。そのように気を張った状態の彼女たちにとって、訥とつ々とつと「話せばわかる」を繰り返す男は苛立たしく、邪魔なだけである。

　黄薔薇は「ええぃっ！　お黙りなさいっ」と激昂して、伊丹を平手で殴りつけてしまった。

　これを見て殺気立つ自衛官。だが桑原が「待てっ!!」と命じ、伊丹が「今は逃げろ、逃げろっ、行けっ!!」と叫んだ。

　途端、エンジンの轟音があがり、第三偵察隊の車両が土煙をあげる。

　突然のことで騎馬隊は驚いた馬を抑えるので精一杯となってしまった。そして、ようやく後を追おうとした時には、土埃を巻き上げて走り去っていく自衛隊の車両は、もうはるか彼方へと消え去ろうとしていた。

　数騎の騎兵が慌てて後を追ったが、とうてい追いつくことは出来ないだろう。

　こうして、伊丹は独り取り残されたのである。




「いててて」

　首の痛み、背中の痛み、足の痛み、頬の痛み、右目の周りの痛み……痛くない所なんてないほど、体中が痛みを訴えていた。

　意識を取り戻すというか、苦痛で目が醒めてしまった伊丹の視界は、妙に薄暗かった。

















　夜なのか、それとも雨戸を閉め切った部屋なのか……。とにかく薄暗い。

　これまで味わったことのないような、軟らかい羽毛と絹による掛け布団の感触に違和感を覚えつつ、自分が寝ている場所を知ろうとして周囲を見渡す。首が痛いので、そろそろと身を起こそうとした。

　だが、やんわりと触れてくる手がそれを止めた。

　その手は伊丹を再びベッドに横たわらせ、掛け布団をきちんとかけなおす。

　そして、部屋の隅から燭台が招き寄せられ、柔らかな灯りが伊丹の周囲に広がった。

　その灯りに浮かび上がったのは、「お目覚めになられましたか？　ご主人様」と微笑む、いわゆる、メイドさん達であった。

「こ、ここ、ここは!?」

　ついうっかり日本語で話しかけて、彼女たちの困ったような表情を見せられてしまう。伊丹は秋葉原に来た覚えなどないし、メイド喫茶ならぬメイドホテルなんぞにチェックインした記憶もない。

　伊丹は、「ここはどこ？」と現地の言葉で話し直した。

「こちらは、フォルマル伯爵家のお屋敷です」

　伊丹は、そうか……と頷くと、脳内で状況の整理を始めた。

　周囲を見たところ、ここは監獄に類する施設では無いようである。

　伊丹はイタリカに向けて走らされたから、おそらくここはイタリカの街だろう。ならば傅かしずいてくれているメイドはフォルマル伯爵家のメイドではないか？

　こうして待遇が改善されたところを見ると、ピニャには協定を破る意図はないのだろうと思える。とすれば、無事に帰れる可能性もある。無理に逃亡をはかる必要もないかも知れない。

「水を、もらえないか？」

　メイドは、温かな微笑みを見せると、「かしこまりました」とちょこんとお辞儀をして、去っていった。代わりに、別のメガネをかけた長身のメイドさんが、伊丹の側に進み出て跪ひざまずいて控える。

　伊丹は、この娘の顔を見て思わず眼を擦こすった。

「どうされましたかニャ？」

「いや、なんでもない」と言いつつ、こういう世界だしこういうこともあるのだろうと無理矢理納得しようとした。というのも、メガネのメイドさんの頭に猫耳がはえていたからだ。しかも、ピクッピクッと微妙に動いていて作り物とは思えない。

「状況は？」

「はい？」

「いや、街の様子とか、お屋敷とか、それと俺の取り扱いとか、いろいろ……」

　猫耳メガネのメイドさんは、困ったような表情をした。

　すると、脇から「ただいま、夜半過ぎでございます。街の者は寝入り、すっかり静かになった頃合いでございます」と、老メイド長が現れて話し始めた。

　老メイド長の話によれば、街は平穏を取り戻しつつあると言う。明後日、犠牲者を合同で弔とむらう予定。ただ、周辺の村落の被害がどれほどなのかまだわかっていない。領内が元の活気を取り戻せるまで、どれほどの時間がかかるか想像も出来ない。

　ピニャ率いる騎士団の本隊や、落伍していた騎兵、歩兵が五月雨さみだれ式に到着しつつある。ほぼ八割近くが集結を済ませたので、ピニャは領内の各所へ出動を命じ、治安確保のために働き始めている。

「それとイタミ様におかれましては、ピニャ様は、賓客としての礼遇を命ぜられました。そしてこの度の無礼を働かれました騎士団の隊長様は……」

　白・黄二人の隊長はピニャに烈火のごとく怒鳴られ、黄薔薇ことボーゼスは女性なのに額に銀杯をぶつけられて、深い傷を負った。傷が残るかも知れず、騎士団の女性からは同情を集めていると言う。

　非常に丁寧且つ詳細な説明を終えると、老メイド長は伊丹に対して、腰をおとして頭こうべを垂れた。

「この度は、この街をお救い下さり、真に有り難うございました」

　この席にいた、メイド達五～六人もメイド長に倣って深々と頭を下げた。猫耳だけでなく、ウサ耳らしきものも見える。

「このイタリカをお救い下さったのはイタミ様とその御一党であることは我らフォルマル家の郎党、街の者も全てが承知申し上げていることでございます。そのイタミ様に対して、このような仕打ちをするなど、許されることではございません。もし、イタミ様のお怒りが収まらず、この街を攻め滅ぼすと申されるようでしたら、我ら一同みなイタミ様にご協力申し上げる所存。ただ、ただ、フォルマル家のミュイ様に対してだけはそのお怒りの矛先を向けられることなきよう、伏してお願い申し上げます」

　さらに深々と頭を下げられると、伊丹としても心配するなと告げるしかなかった。と同時に、この家の者が帝国の皇女だの、帝国だのに忠誠心を抱いているわけでは無いことを知った。ここにいるメイド達の忠誠心は、あくまでもミュイに対するものであり、主人に対して不利益であると判断すればピニャを背中から刺すことだってあり得るのだ。そして、それは伊丹とて例外ではないだろう。

　メイド長やメイド達が伊丹に頭を垂れるのは、あくまでもフォルマル伯家の利益を図るためなのだ。それを知らずに調子に乗れば、えらい目にあう。

　伊丹が水を頼んだメイドが、コップを差し出した。

　寝たままでは飲みづらいので、伊丹が身体を起こそうとすると、猫耳メガネのメイドが手を出して身体を起こすのを手伝ってくれる。全身が打撲と筋肉痛で辛いので、とても助かった。

「イタミ様。モーム、アウレア、ペルシア、マミーナの四名をイタミ様専属と致します。どうぞ心やすく、何事であってもご命じ下さい」

　水を運んでくれたメイド……これはヒトのようだ。そして長身の猫耳メガネのメイド。さらにその後ろのウサ耳と、外見的にはヒトっぽく見えるが緋色の長い髪が妙に太くて無数の蛇みたいになっている少女……併せて四名が伊丹に跪いて、頭を垂れた。

「ご主人様、宜しくお願い申し上げます」

　愛らしい少女・女性達に声をそろえて言われると、なんとも言えない浮ついた気分になってしまう。調子に乗ったらまずいだろうと思いつつも、ちょっとは調子に乗ってもいいんじゃないかなぁ、と思わずにいられない伊丹であった。




　さて、少し時間を巻き戻して、夕刻のイタリカ。

　その城市の外に、隊長を捕虜とされた第三偵察隊の面々が、大地に伏せ隠いん蔽ぺいし、暗くなるのをじっと待ちかまえていた。

「隊長、今頃死んでるんじゃない？」

　双眼鏡で街の様子を監視しつつ、栗林がぼやいた。捕虜になった伊丹が女性騎士連中にこづかれ、追い立てられ、走らされていたのを遠くから見ていたのだ。彼女の口振りにはどこか願望めいた響きもあった。

　栗くり林ばやしはよく知りもしない癖に「オタク傾向あり」というだけで「キモオタ死ね」と、脊椎反射反応を示すタイプである。もちろん、ホントに死んで欲しいと願っての「死ね」ではない。目の前で伊丹が殺されそうになれば、きっと助けるし積極的に後ろから頭に照準を合わせようとも思わない。ただ、深く考えることなくそう言っているだけなのだ。伊丹に「脳筋爆乳馬鹿女」と言われる所以だ。

　そのことをわかってる富田二曹は「あの程度なら、大丈夫だろ？」と、顔をドーランで迷彩に塗装しつつ答えた。

　傍らで時が来るのを待っているレレイやテュカ、ロゥリィでさえも、頬や鼻筋、額といった光が当たったときに反射する部位に、栗林の手によって緑や茶色の化粧が施されていた。まぁ、着ている衣装はいつもと変わらないが。

「あれでもレンジャー持ちだからな」

「誰が？」

「だから伊丹二尉」

「うそ？」

「いや、本当」

「冗談？」

「マジ」

「そのマジ、ありえない～勘弁してよ～」

　レンジャー徽き章しょうにあこがれを持っている栗林は、この瞬間、自分の気持ちがなんだか汚されたような気がした。

　日本語による会話がまだ十分に理解できていないテュカとロゥリィはきょとんと聞いているだけであったが、かなりのレベルで理解できるようになっているレレイは持ち前の好奇心を発はつ露ろし、栗林にイタミがレンジャーとやらを持っていてはいけないのかと、質問した。

　困る栗林。苦笑しつつ「伊丹隊長の、キャラじゃないのよねぇ」と呟くのだった。そして、鋼にも比肩されるほどの強靱な精神、過酷な環境にも耐え抜いて任務を遂行するという美化率二四〇パーセントのレンジャー像を語って聞かせたのである。

　これには、無表情冷静キャラのレレイもわずかに頬をほころばせた。

　どっちかと言うとスライム並に軟らかい（故に、砕くことも断ち切ることも不可能）精神と、過酷な環境は可能な限り避けまくり、なんとなく任務を済ませてお茶を濁すという、美化すれば『余裕のある』、普通に評すれば『不真面目』な人物像を、伊丹に対して抱いていたからだ。

　もちろん、レレイ達に関わるようになった第三偵察隊が、コダ村の避難民達を救い、炎龍を撃退し、避難民の住処をつくり、イタリカを襲った盗賊を撃退しているのもその眼で見ている。だが、それはあくまでも第三偵察隊全体、あるいは自衛隊の行ったことだ。

　事実、レレイが通訳して聞かせたことで、ロゥリィもテュカも、ころころと笑った。栗林の語るような精強なイメージは桑原や富田に対して、女性としては栗林に対してこそふさわしく、暇さえあれば……暇がなければ無理矢理つくって、本（実際には漫画）を読みふけっている伊丹には似つかわしくないのだ。

　実際に、アルヌスはずれの森につくられた難民キャンプの、木陰のベンチで昼寝をしつつ本（実際にはコミケでなければ入手できないような同人誌）を読んでいる伊丹の姿を、彼女たちは何度も目撃している。

「さて、そろそろ行こうか？」

　富田の声でみな腰を上げた。

　楽しく会話をしているうちに、あたりは夕闇に包まれ、丁度良い頃合いとなっていたのだ。

　栗林はやれやれと唇をとがらせる。

「また徹夜かぁ……これって、絶対お肌によくない」

　とかなんとか言いながらも、昨晩の立ち回りで腰のあたりが大いに充実した感じになって、しかも肌がいい感じに艶々になっているのは、栗林とロゥリィの二人である。

　こうして昨夜の激戦に引き続き、今宵は潜入救出ミッションとなったのである。




　……と、言ってもイタリカの警戒はザルを通り越して無警戒であった。

　古くから居る警備兵は実戦の直後で気は抜けてるし、疲れてもいる。

　その上、威張りくさった騎士団のお嬢様集団が到着して「案内しろ」とか「宿舎はどこだ？」とか頭越しに指図する。厩舎に馬を運べ、飼い葉はこうしろああしろ……と実にやかましい。さらには顔も知らない歩兵達が、あとからあとからと到着して来るから、いちいち誰すい何かするのも馬鹿らしくなってしまうのだ。

　騎士団の兵士達も、知らない顔は地元の警備兵とか住民ぐらいにしか思わないから、見ず知らずの人間がふらっと入り込んでも、誰も気にしないという状態だった。

　そんなわけで、ロゥリィやらテュカやらレレイは、堂々と開いていた城門をくぐり抜けることに成功してしまったのである。この三人なら、万が一見とがめられても、あれ？　まだ街を出ていなかったのかな？……ぐらいにしか思われない。

「顔にペイントを施す必要なんてなかったわねぇ」

　などとテュカは呟きつつも、城壁を上がって見張りの兵隊の耳に、精霊魔法「眠りの精の歌声」を注ぎ込んで、朝までぐっすりと眠らせる。

　で、外に合図をすると栗林や富田、倉田、勝かつ本もとといった面々が上ってくるという算段であった。

　夜の街は静かになっていて人の気配もなく、富田達は誰に見とがめられることもなく、あっけないほど簡単にフォルマル伯爵邸へと到着した。

　さすがに、ここは警戒の兵が立っていたが、富田達にとってはどうということもない。

　個人用暗視装置を使えば、暗闇の中でも誰かが居ることはすぐにわかる。巡回警備が通り過ぎてから、静かに野分け草分け進めばよいのだ。

　こうして建物までたどり着くと、富田は鎧よろい戸ど（しころ板という幅の狭い薄板を一定の間隔で平行に取りつけた扉）の下りた窓の一つを選んで、しころ板の一枚をそっと破壊した。




「ご主人様、宜しくお願い申し上げます」

　と、下げられた四つの頭。その一つから伸びるウサ耳がピクッと立った。

　その耳の挙動たるやまさしく、警戒する兎のごとしである。ついで、別の頭のネコ耳も小刻みに動いている。

「マミーナ、どうしました？」

　老メイド長の冷厳な視線に、マミーナと呼ばれたウサ耳娘が告げる。

「階下にてしころ板の折れる音がいたしました。どうやら、何者かが鎧戸をこじあけようとしています」

　ウサ耳メイドといっても、彼女の発する雰囲気は暗殺者のそれであった。猫耳メガネメイドの瞳も、剣けん呑のんに輝きはじめ愛玩猫というよりは、豹のような雰囲気になる。

「この街の者であれば、お屋敷に不法に立ち入ってどのようなことになるか知らぬはずもなく、ピニャ様の騎士団の者であれば正面玄関から入ればよく、あえて不調法なことをする必要もない。盗賊は滅したばかり……おそらくイタミ様の手の者であろう」

　老メイド長はそう断じると、「ペルシア、マミーナ。二人でイタミ様のご配下をこちらまで案内してきなさい」と指示した。

「もし、他の者であったら？」

「いつもの通りです」

「かしこまりました」

　ネコ耳娘とウサ耳娘が立ち上がった。その敏捷な挙動は、野生の肉食動物を思わせるが、二人は音もなく部屋から出ていった。

　伊丹はオタク的好奇心から、老メイド長に尋ねることにした。

「あの二人は、どういうメイドさんですか？　種族とか……」

「マミーナは、ヴォーリアバニー（首狩ウサギ）、ペルシアはキャットピープルでございます。こちらに控えるアウレアはメデュサ。モームはヒトです」

「はぁ、随分とたくさんの種族がいるのですね。こうして多種族が一緒の職場で働くということは当たり前なのですか？」

「いいえ、滅多にないことでございます。先代のお屋形様は開明的な方で、種族間におこる摩擦の殆どは貧困によるという信念を抱いておいででした。その為にヒト以外の者を積極的に雇い入れるようにされていたのです……まぁ、…………『ご趣味』ということもおありでしたが」

「なかなか親しみの持てそうな方ですね」

「イタミさま、センダイさまにニたニオイ、アル」

　アウレアが、伊丹に向けてウニョウニョと長い緋色の髪を伸ばそうとするのを、モームが横からピシャ！　と、つっこみを入れるかのごとくはたき落とした。

「アイタタ」

「ご主人様への、失礼は許しませんよ」

「ハイ」

　アウレアが、餌を取り上げられた子猫のような表情をしたために哀れみを誘うが、老メイド長から、メデュサは吸精種でこの髪で他者の『精気』を吸い取る、十分に躾しつけはしてあるが、時に本能に負けそうになるので「ご注意を」と言われてしまった。

　ほどなくして、部屋の戸が開く。

　すると、マミーナとペルシアに案内された、栗林や富田、倉田、勝本、ロゥリィ、レレイ、テュカらが姿を現した。

　ロゥリィの姿を見るや、老メイド長やメイド達は「まぁ！　聖下御自ら脚をお運びいただけるとは……」と彼女の周囲に集まった。

　敬けい虔けんな信徒達が跪礼して祝福を求めると、ロゥリィも柔らかな表情になって静かに掌を向けた。イメージとしては掌から温かい気だか光線だかが出て、信徒達がそれを浴びて喜んでいるという雰囲気だろうか？

　とは言っても、死と断罪と狂気、そして戦いの神、エムロイの信者ってどんなものなんだろうとも思ってしまう伊丹である。まあ、世には教祖がサリン殺人で死刑判決を受けるような信仰すら後生大事にしている連中もいるのだから、それにくらべたらはるかにマシなのかも知れない。

　厳粛な雰囲気の漂うなか、倉田は場を壊さないように静かに伊丹のベッドの傍らまで来ると、「随分と羨ましい待遇のようですね、二尉」などとひそひそ語った。

　倉田がケモナーでもあることを知る伊丹としては「どうだ、羨ましいか？」である。まぁ、伊丹自身にはケモノ属性もメイド属性もないので、そういうのが趣味の奴を喜ばせてやるほうが楽しい。

「あとで紹介してやろう」

　そう告げる伊丹であった。
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　既に夜半であったが、ピニャは床にも入らず執務室で独り思索していた。

　このままではまんじりともせず、寝入ることもできないだろうから。

　自分が犯したことになってしまう失敗を糊こ塗とする方法を定めない内は、安らぐことが出来ないのだ。どうすればいい。どうすれば……。そんなことばかりを考えていた。

　ピニャが執務に借りているこの部屋は、フォルマル伯爵家先代当主の書斎であったと言う。上品な調度品が並び、重厚な一枚板からなる机と、座り心地の良い椅子が中央に据えられている。そして羊よう皮ひ紙しとインクの香りが仄ほのかにただよっていた。

　先代の持ち物だろうか？　蟲獣の甲皮から削りだしてつくられた単眼鏡と、羽ペン、それとメイドを呼ぶための小鈴が文もん盆ぼんの上に無造作に載せられている。そして机の傍らには、分厚い表紙をした収税報告の綴りと、土地管理台帳、そして関税の受納記録が置かれていた。……そうだ、後見をする以上、フォルマル伯家の実務を管理する代官を選任しなくてはならないだろう。こうしたことも、ピニャが考えなくてはならないことであった。

　羽ペンを弄もてあそびながら、羊皮紙の切れ端にアイデアを書き込んでは乱線でかき消し、再び書いては消す。

　羊皮紙の上には「協定違反行為を無かったことに出来ないか？」と記されていた。

　しかし、伊丹の部下連中は逃げ失せてしまった。

　中途で事故でも起こして全滅でもしない限り、彼らはアルヌスに帰り着いて、何があったのか報告するだろう。報告をしない理由がない。

　報告をさせないためには、捕らえるか殺すしかなかったのだ。

　設問　今から後を追って、彼らを捕縛することは可能か？

　答え　不可能。

　そもそも炎龍すら撃退する連中を、現有戦力でどうやって殲せん滅めつする？

　考えてみれば、自分らの隊長を見捨てて逃げ出すなど、なんと不甲斐ない連中なのだろうと思う。連中の能力なら、ピニャの騎士団など一瞬で殲滅できたはずなのだ。にもかかわらず、そうしなかった。そうしなかったのは何故だ……おかげで自分がこうして苦しむ羽目になる。いささか被害妄想気味だが、悪あく辣らつな奸かん計けいに嵌められたのではと思えて来たほどであった。

　羊皮紙にボーゼスとパナシュの二人の似顔絵を描く。そしてバカとか阿呆といった罵詈雑言で二人を飾りあげていく。そして最後にはぐしゃぐしゃと羊皮紙を握りつぶして、ピニャは思考を先に進めた。

　協定違反行為が知れてしまうことは、最早防ぎようがない。時を巻き戻すことが出来ない以上、仕方ないと諦めるしかないのだ。

　頭を押さえて「諦める、諦める……」と念じる。

　ピニャの考えるべきは、実現不能な課題に悩むことではなく、この失点による損害を、どのように軽減するかなのだ。

　戦争は外交の延長。外交はカードゲームに似ている。強力な鬼札を手にした敵と戦うには、三つの方法が考えられる。その鬼札を重要な局面で使わせない。あるいは無意味な局面で使わせる。そしてその鬼札に匹敵するカードを入手すること。

　とはいえ、テーブルの向こう側にどんな相手が座るか分からないうちにこちらの出方を決めるのは不可能だろう。今は、相手側を利する手札を極力減らすことが重要なのだ。

　こちらの失点は二つある。そのうちの一つは、往来を保障するとしたはずの自衛隊を襲ってしまったことだ。もう一つが虜囚とした伊丹を、彼らの言うところのジンドウテキでない扱いをしてしまったこと。

　前者については、グレイの言う通り速やかに謝罪してしまうのも選択肢の一つだ。いや、一番良い方法かも知れない。

　自衛隊はジンドウテキと称して、捕虜の扱いにすら気をつかう相手だ。「いい人」であることは間違いない。となれば、連絡の不行き届きであることを説明して頭を下げれば、交戦中の敵にだって容赦してくれるかも知れない。なにしろ実質的に損害は出ていないのだから。

　だが、謝罪は逆に付け入る隙を与えることにもなる。代償としてどのような要求がつきつけられるのか……それが恐怖であり不安の種となった。自衛隊の圧倒的な戦闘力、破壊力を直に目にしてしまえば、どのような要求をされても拒絶は出来そうもない。

　敵は、圧倒的な戦闘力をピニャに見せつけた。そして交渉しようと言ってきた。

　ピニャは仲介役だ。帝国の外交担当者は敵の恐ろしさを理解しているのか？　皇帝は？　宰相は？

　今この時点で、敵をいささかなりとも知っているのは、まさにピニャだけなのである。

　帝国の強気で居丈高な外交交渉、武力を背景にした恫どう喝かつを、ピニャはこれまで頼もしく思っていた。若手の外交官僚達が巧みな弁舌で論戦を挑み、拒絶できない要求を積み重ねていき、敵が膝を屈して許しを請う姿を想像しては、悦に入っていたのである。

　だが、今回それをやらかしたらどんなことになるか……。

「胃が痛くなってくる」

　ピニャは引き出しから新しい羊皮紙を取り出すと、インクにペンを浸して皇帝宛の報告書を綴り始めた。いかに敵が強大で、恐るべき戦闘力を持っているか、見たままを記述していく。ところが……中途まで書き連ねていくと次第にペン先が重くなってきた。最後にはガシガシと紙面を乱線で塗りつぶし、ペン軸そのものを折ってしまった。

「こんな内容、夢でも見たのか？　と馬鹿にされるだけだ」

　自分でも信じられないのだから。

　報告の件は、後回しにすることにした。ハミルトンにも相談したい。

「まずは、イタミの件を何とかしよう」

　伊丹は今この館やかたで休んでいる。

　彼さえ口を噤んでくれれば、失点を減らすことも出来るのだ。いや、上手くすればこちらの手札にすら出来るかも知れない。

　問題は、どうやって伊丹を説得するか。よくあるのが贈賄、あるいは伊丹が男であることを利用しての籠ろう絡らく、そしてその両方である。

　だが、誰がその任を遂行するにふさわしいだろうか？

　もちろん、自分自身が……と考えた。しかし、相手は十人程度の小隊の隊長程度に過ぎない。特別任務の小隊だとしても、イタミという男の地位は、帝国で言えば百人隊長程度だろう。そんな格下の相手に、自分自身というカードを切るわけにはいかない。皇女というカードは、もっと重大な局面でこそ使われるのだから。

　となれば、誰がいいか。

　ハミルトンならばいいかも知れない。男にも慣れているらしいし。だが彼女は現段階ではピニャにとって重要な参謀役であり、万が一の交渉役としても力をふるってもらいたかった。だから、除外する。

　ここまで考えて、ふとボーゼスとパナシュの二人の名前が浮かんだ。

　自分のしでかしたことは自分で責任をとれということで、罰にもなるから丁度良いように思えた。

　それに、あの二人ならば適任である。なにしろその容姿はなかなかのものだ。ボーゼスは、金細工のような繊細な美しさと豪奢な金髪を誇る美形で、しかもパレスティー侯爵家の次女と家柄もよい。

　パナシュはカルギー男爵家と家柄こそボーゼスに劣るがその凛然たる眼差しと才気立った容貌で比類がない。あの二人に言い寄られて、堕おちない男などいないはずだ。

　イタミ程度の男には惜しい限りだが、今回の役割の重要性からすれば、これぐらいのカードは切っても良いと思えた。

　そもそも、性格的にそういう任務が二人に遂行可能か……と、までは考えが及ばず、ピニャはこれが名案とばかりに早速実行に移すことにした。というより指示を下してしまわないといつまでも落ち着けなかったのだ。

　机に置かれた鈴に手を伸ばして、鳴らす。

　心を落ち着かせるために用意された、濃いめの香茶を口に運ぶ。すると、蝋燭の炎が風に揺らいだ。

　視線をあげると、メイドの一人が姿を現す。エプロンドレスを両手で摘み、膝を軽く屈し頭を垂れるという作法に基づいた挨拶にピニャは頷いて応じた。

「お呼びでございましょうか？　殿下」

「うん。ボーゼスとパナシュの二人を呼んでくれ」

「お二人とも、もうお休みかと存じますが」

「かまわない。起こしてくれ」

「かしこまりました」

　メイドはそう言うと部屋を後にした。ピニャは部下を迎えるために机回りを簡単に整える。特に二人の悪口を記した羊皮紙はビリビリに破って棄てた。
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　倉田は、この世の春を謳おう歌かしていた。

　エルフの娘とか、無口無表情の知性派魔法少女とか、暗黒神官の少女的姐さんとか、どうにも伊丹の好むタイプばかり現れるのはなんでだっ！　やり直しを要求するぅ！　と、かねてから心の底でずうっと念じていたのである。

　そして、ようやく自分好みのキャラが現れたのである。となれば、興奮を抑えることは難しい。いや、喜びは素直に表に出してこそ、喜びである。これを押しとどめることなどかえって害悪であると、声を大にして言いたい。

　特に、猫耳メガネメイドのペルシアの存在は、ツボにはまった。

　可愛い系ではなく、黒豹とかライオンみたいな肉食獣タイプのおねぇさんである。

　それが、まん丸のメガネをかけているのだが、その双そう眸ぼうは当然のごとく猫目で冷たく切れそうな印象であった。長身でスポーティで、出るとこは出てひっこむところはひっこんでる体躯を、無理矢理メイド服というふんわりとした衣装でラッピングした感じがまたたまらない。

　しかもアキバのメイド喫茶とかパチンコ屋にいるような露出型コスプレ店員と違って、裾も袖もぴっちり肌を覆っていて、これ見よがしなチラリズムなど全くの無縁。働くための制服としてのメイド服である。これぞ本物というところが味噌である。

　そんな、猫耳メイドさんに傅かしずかれている伊丹に「羨ましいぞ、コノヤロ。紹介してくれないと後うしろ弾（味方を後ろから撃つという凶悪な行為）だぞ」という念を込めて、声をかけた。すると伊丹は苦笑しつつ、取り持ってくれた。

「おい、倉田……こちらのご婦人がペルシアさんだ。ペルシアさん、こいつは倉田だ。よろしくしてやってくれ」

　伊丹に紹介されたのをゴーサインと受け取って、早速挨拶。

「じ、自分は、倉田武雄ともうします」と、ピシッと敬礼してしまう。だが、そのかちかちな姿は彼女の「はぁ？」という表情を「くすっ」と綻ほころばせることに成功した。

　ペルシアからするとヒト種の男が、単なる憧どう憬けい心で向かってくるのは初めてのことであったのだ。

　ペルシアとて雌。容姿にだってそれなりに自信があるし、なによりも潔癖性の子猫と一線を画した大人の雌め豹ひょうだから、雄の視線を集めるのは嫌いじゃない。だが、ヒト種の雄が向けてくるのは大抵は、下世話な欲望にまみれた視線か、あるいは彼女の獣性に怯えたものなのである。

　ところが、倉田はちょっと違っていた。

「猫も女も、男が自分に好意を持つかどうか直感的に理解する」と、ある女性作家は語る。猫であり女であるペルシアは、このクラタと名乗った男がどういう心づもりで自分に対しているか理解できてしまった。

　よっぽど捻くれていない限り、純粋な好意には、純粋な好意が湧き上がって来るのが人間の情というものである。こうして倉田は猫耳メガネのメイドさんとの間に、良い雰囲気を醸し出すことに成功したのである。




　倉田とペルシアの例を挙げたが、こんな感じで、フォルマル伯爵家のメイドさん達と、自衛官達は、なごやかにうち解けていた。

　深夜なのにお茶まで出てくる。こういう貴族の館では、当主の気まぐれや我が儘に応えるため、夜だろうと軽食やお茶の支度がしてある。それを不意の来客のためにと、メイド達は流用して、たどたどしいながらも会話を楽しんだのだ。

　武闘派の栗林は、ヴォーリアバニーのマミーナと、妙に気が合ったようである。バディ・ムービーの主人公達のように、はまった雰囲気をつくっていた。特に、マミーナは昨日の栗林の活躍を見ていたようで、賞賛の言葉が尽きない。

　レレイは、メデュサ種のアウレアに興味があるのか、まじまじ観察したり、ウニョウニョ蠢く触手にも似た緋色の髪を指先でつついたりしている。レレイが言うには、メデュサはその悲しき習性から虐待されることが多く、その数が減って今では絶滅危惧種らしい。レレイも文献でしかその存在を知らなかったと言う。

　ロゥリィは、敬虔なエムロイ信徒らしい老メイド長に対して、どことなく辟易とした雰囲気を醸しながらも慇いん懃ぎんに応対し、神の御み言こと葉ばを伝えていた。

　テュカは、ヒト種メイドのモームに、その身にまとっているローライズのジーンズにシャツという日本のファッションについて尋ねられて、自分で購あがなってきたわけでないからと困りつつも、わかる範囲で着心地などについて答えていた。彼女達からすると、伸縮性のある生地は驚きょう嘆たん以外の何物でもないのだ。おかげで体の線がくっきり現れすぎて、困っているとはテュカの弁である。

　伊丹は、富田と勝本相手に、状況の説明を受けて今後の対応について相談している。せっぱ詰まった状況ではないということも分かって、無理に脱出する必要もないだろうという結論に達していた。

　こんな有様だったので、ピニャの密命を受けたボーゼス嬢が思い詰めた表情で伊丹の部屋をノックしたとしても誰も気付くことが出来なかった。

　ボーゼス嬢が、緊張のあまりノックと言うより、戸を撫でる程度にしか叩かなかったというのも、大きな理由となるだろう。

　ボーゼスは、暗闇に等しい廊下にたたずんでいた。

　返事のないドアの前で待つこと暫し。

　人目を気にしているのか、右を見て左を見る。大きく息を吸って、緊張を解きほぐすようにしながら息を吐く。そしてドアの取っ手に手をかけるが、どうしても押し開くことが出来ないのである。

「イタミを籠ろう絡らくせよ」と言う命令は、彼女にとって死んで来いと言われるようなものだった。

　家の利益や、政治的な目的から配偶者が決まるのは、貴族の家に生まれた者の運命として、とっくの昔に受け容れている。

　政略的な目的を達するために内外の賓客を接待し、時に籠絡する手管も、貴族の娘としては当然の嗜たしなみだ。

　夢見がちな殿方には絶望的なことかも知れないが、帝国における貴族の娘に清楚な者など一人としていない。どんなにあえかな外見をもっていようと、世事に疎うとく見えようとも、それは擬態であり、内面はしたたかであるように育てられている。それが、飢える者がいる一方で、何不自由のない生活を送ることを許された、高貴な者に求められる資質だからである。

　だが、よりにもよって相手はイタミである。

　出来ることなら、サロンで優雅な雰囲気をまとった貴公子然とした装いの青年将校を相手に対等な立場で、洒脱で、智ち慧えに富んだ言葉での戦いを楽しみたかった。

　最高の武器（宝石）と戦闘服（ドレス）と香水で武装した自分を見せびらかし、恋愛遊戯という名の演習で磨き上げた技を実戦で試す。

　甘美なる肢体で誘惑し、香粉の香りに酔わせ、これが欲しい？　欲しいでしょう？　与えてあげてもいいわよ。でも、欲しければ私に隷属なさい……と視線で語り、男の精神的な全面降伏と引き替えに、瀟しょう洒しゃな花壇を褥しとねとするのだ。

　ところが、どうだ。イタミとの出会いは戦場ですらない。剣を交えることもなく、感情のおもむくままに嬲なぶって、罵倒して蹴倒して、踏みつけて……。後で真相を知って愕然としている有様。

　最早戦いにすらならない。さらに今の我が身の無様さはどうだ。ありあわせの夜着。しどけなく垂らした髪。額の傷を隠すための厚く塗り重ねた白粉。まるで安宿の淫売のようではないか。

　精神的にも物理的にも最初から敗北している。どの面さげてイタミと相対しろと言うのか。このままこの部屋に入れば、ただの人身御供、懺ざん悔げし許しを請うための捧げものとして、我が身は男にむさぼられておしまいである。

　男という生き物は、与えた後で「優しくしてね？」と願っても、決して適えてくれない生き物なのだ。絶対に、与える前に「好意」という名の担保をとりつけなくてはいけない。だが何を引き替えに？

　イタミを誘惑し制圧する役割は、おそらくパナシュのものとなるだろう。自分はそのための前座だ。自分が供く犠ぎとなることで罪を帳消しにして貰う。罪という汚れを拭き取るために使った雑巾はそれが例え絹であっても、用なしなのだ。

　くやしさの余り、涙が出てきそうになった。だが泣いてはいけない。泣いたら、瞼まぶたが腫はれてしまう。そうなったら美貌が損なわれてしまう。世には、泣いている女が好きという男もいるが、そういう男の前でも流す涙は決して悔し涙であってはならない。魅せるための真珠涙は、こんな心境ではけっして流れてはくれないのだから。

　廊下は静かであった。厚い扉の向こうは寝室。寝室の扉というものは、中でちょっとやそっと声をあげた程度で廊下に音声が漏れだしては来ないように作られている。

　いよいよ意を決して戸を開いてみる。期待したのは暗い部屋の奥に、イタミが寝台に横たわっていることである。

　ボーゼスは音もなく歩み寄って、寝台に忍び入る。イタミが違和感に目を醒ます前に、官能を以てその口を塞がなくてはならない。

　だが、扉を開いてみると部屋の中は和気藹々とした雰囲気であった。

　贅沢なまでにふんだんに蝋燭を灯し、メイドや異世界の兵士達が、お茶など傾けている。

　しかも、誰一人ボーゼスに気付かない。

「……………」

　無視である。

「…………………………」

　シカトである。

「………………………………………」

　はっきり言って空気扱いであった。

「くっ……」

　ようやく覚悟を完了させたというのに、この扱いはどうだ？

　パレスティー侯爵家の次女ボーゼスを無視である。

　いい度胸である。

　自分という存在は、雑巾にすらならないと言うのか？

　誰もそう語ったわけではないし、ヒステリーとか被害妄想に類する発想だが、ボーゼスのこころの中では自分の置かれた状況がそのように解釈されてしまった。女は、自分の存在が無視されることは絶対に許さない。

　腹の底から沸騰してくる怒りに、彼女の両手はわなないた。

　擬音表現は漫画的で稚拙だが、この際あえて使わせて貰いたい。この時の、彼女の振るまいは以下のようなものとなった。

　つかつかつかつかつかつか、バシッ！！！





　　　　＊　　＊






　右目の回りの黒々としたアザと、左の頬に真っ赤な手形紅葉。さらに、つかみかかられたので猫に引っ掻かれたような五本線の傷までほっぺたにある。被害者の顔は、そのような状態であった。

「で、なんでこんなことに？」

　夜半に、屋敷中の眠りを破った大騒動の果てに、ピニャの前にそろったのは、伊丹ら自衛隊の面々であり、ピニャの送り込んだボーゼス嬢、そしてメイドさん達である。

　帝国皇女たるピニャ・コ・ラーダ殿下は、焼けた石ころでも飲み込んだような、腹部の熱痛を感じながら、伊丹の顔面の損傷がどのような理由によるものかの説明を求めた。聞くのがとても恐ろしかったが、立場上尋ねざるをえない。

「べつにあたいらが引っ掻いたわけではないニャ」

「いや、わかってますよ。ペルシアさん」

　倉田のフォローを受けて、ペルシア達メイドさんズは退場。

「右目回りのアザは元々ついていたものよ。『今回の』騒動とは関係ないわ」

　ロゥリィ・マーキュリーとレレイ、テュカは証言して、部屋の片隅へ下がる。

　残されたのは、自衛官達に両脇から取り押さえられていた、ボーゼス嬢である。

　彼女を残す形で、倉田や栗林達は後ろに下がった。

　ボーゼスは、俯いたまま「わ、わたくしが、やりました」と蚊の鳴くような声で言った。

　この時のピニャのため息は、とても深々としていて、広間中の誰の耳にも聞こえたほどである。

　こめかみがズキズキと痛くなって、ピニャは頭を押さえてしまった。

「この始末、どうつけよう……」

「あのぉ、自分らは隊長を連れて帰りますので。それについてはどうぞそちらで決めて下さい。そろそろ明るくなって来ましたし……」

　と答えたのは富田である。ピニャが何に悩み苦しんでいるか知らないから、安易なものである。なにしろ彼にとっては、彼好みの美人がイタミをぶん殴った。それだけのことでしかないのだ。

　だがその言い方は、ピニャには突き放すような最さい後ご通つう牒ちょう的響きを持って「そっちで勝手に決めて下さい」という意味で受け取られた。

　レレイが、いつものように抑よく揚ように欠けた口調で通訳したからさらに効果倍増である。

「それは困るっ！」

　ピニャは、このまま帰すわけには……と、引き留める理由を探して、朝食を摂って行ってはどうか、とか、接待を受けて欲しいとか、様々なことを言い引き留めにかかった。

　倉田は、とても申し訳なさそうな態度を示しながらも言い訳を続けた。

「実は、伊丹隊長は、国会から参考人招しょう致ちがかかってまして、今日には帰らないとまずいんです」

　この時、レレイの翻訳は、語ご彙いの関係上次のようなものとなった。

「イタミ隊長は、元老院から報告を求められている。今日には戻らなければならない」

　これを聞いたピニャの顔は、『ムンクの叫び』の如きものとなる。

　帝国では、出世コースにのっている超エリートを、名誉あるキャリアと呼んでいる。将来の指導者層となる人材と目されると、現段階での位階が低くても元老院での戦況報告や、皇帝に意見具申をしたりする機会が与えられるのである。

　そんなこともあって、元老院から報告を求められているイタミを、名誉あるキャリアに立つ重要な人材であると勘違いしてしまったのだ。

　そんな重要人物になんてことを……、このまま行かせてはならない。なんとしても取り繕わなくては。

　この時、ピニャ、決断の瞬間である。

　拳を固めると立ち上がって決意表明した。

「では、妾も同道させて貰う!!」
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「国境の長いトンネルを抜けると雪国だった」

　アルヌスの丘と銀座を繋ぐ『門ゲート』。これを初めて越えようとした時、伊丹は川端康成の書いた『雪国』の一節を思い起こした。

　暗いトンネルから雪景色へと風景が一変する様相を見事に書き表したそれは、読者を作品世界へと一気に引き込んだ名文中の名文だと思う。

　実際、銀座の街中から、突如広がる自然の風景へと出て来るのは、それなりの感動があった。

　ところが、今や『門』の特地側も銀座側も、地面はアスファルトで固められてしまった。しかもその周囲は前後左右、天に至るまでを堅牢なコンクリート製ドームで覆われていて『門』を行き来する際に目に入る風景は無機質極まりないのである。

　さらに、ドームそのものへの立ち入りも厳しく管理され、ＩＣタグ付きの身分証・指紋・掌しょう紋もん・皮ひ静じょう脈みゃく・網膜パターンといった何重ものチェックを経なければ近づくことすら適わない。

















　資材や物資を運び込む自衛隊のトラックさえ、厳重な検疫とチェックを経て初めて通過を許されるのである。

　こうして、ようやくドームの外へ出るとコンクリートも乾ききって無いような真新しい建築物が何棟も立ち並んでいるし、さらにその建物群も六芒形の防塁と壕によって周囲を堅く守られている。

　その外側つまりアルヌス丘の裾野は、野戦築城の教範そのままにお手本のような交通壕と各種掩えん体たいが掘られ、鉄条網や鹿ろく砦さいが偏執狂的にまで列ならべられ、近づく者を拒むのである。

　そして……丘の南側には森がある。

　こちらにはレレイらコダ村からの避難民達が住まう難民キャンプがあるが、風景としてみれば森というのは、日本も特地もあまり大差がなくて、植物学者あたりが見なければその差異を指摘することは難しい。

　丘の東側は滑走路と格納庫の建設作業が続く土木工事現場である。

　その一角では既に空自地区も設けられて、数機のＦ４ファントムの組み立て作業が並行して行われている。

　こんな有様であるため世界を渡る『門』に期待される感動は、今ではすっかり失われていた。

　強しいて言えば大規模娯楽施設、例えばファンタジー世界を演じようとしているアメリカネズミーランドの出入りゲート並に成り下がったのかも知れない。

　いや、娯楽性という意味に欠けているから、一般人にとっての駐屯地の営門と言い換えた方がより適切であろう。すなわち、この雰囲気に住み慣れた自衛官達にとっては日常と大差のない連続した風景の続きであり、一般人からするとほんのちょっと雰囲気の違う世界がそこにある。

『門』の手前と向こう。『門』を挟んだこの両者の風景は、今やその程度の落差でしかなくなっていた。

　従って、ピニャ・コ・ラーダと、ボーゼス・コ・パレスティーにとってはアルヌスの丘こそが異世界の始まりであった。

　今回の協定違反について、健けん軍ぐんあるいは、彼よりも上位の指揮官に、きちんと謝罪をしておきたいというピニャの申し出を、伊丹はしぶしぶながら受け容れると彼女の同行を許可した。

　ただし、伊丹も時間がないため、騎馬の護衛だの側仕えの従者とかをゾロゾロ連れて行くわけにはいかない。だから、「高機動車に同乗できるピニャと、あと一人の合わせて二人まで」が、伊丹のつけた条件であった。ホンネで言えば、それでは同行できないと断って来ることを期待したのであるが……。

　ところが、すっかり性根を据わらせていたピニャは、イタリカの治安についてはボーゼスとパナシュに、またフォルマル伯爵領の維持管理と代官選任をハミルトンに押しつけると、「単身で行く」と宣言して、同行の支度を始めてしまった。

　さすがに、殿下一人で行かせるわけにはいきませんっと、ボーゼスやパナシュが取りすがって同行を志願。ピニャはボーゼスを指名し、ぱぱっと荷物を整えると、無理矢理という感じで高機動車に乗り込んだのである。

　そして、高機動車のあまりの速度に目を回しつつ、アルヌスへと到着した。

　アルヌスの風景は、彼女の知るものとは一変していた。

　ただの土が盛り上がっただけの丘だったはずが、今や城塞がそびえている。

　しかも、何をするつもりなのかその麓の土を掘り返して、平らに整地している様子が遠景からもはっきりと見えたのだった。

　ピニャ達を出迎えるかのように上空を訓練飛行中のヘリコプターが三機編隊でＮＯＥ（匍ほ匐ふく飛行）して急旋回する。エンジンの力ずくで空中に静止し、大地を嵐にも似たローター風で掃き清めていく。

　そんな中を、第三偵察隊の車列は砂利で整備された道路へとはいった。

　ＯＰＬ（前哨監視線）を越えると、いよいよ自衛隊の支配地域である。

　ここからＦＥＢＡ（戦闘陣地の前縁）までの広大な地域は、無人のうえに荒野が広がっているだけなので現在は演習・訓練場として使われている。ちなみに、翼竜の死骸もこのあたりに転がっているため、コダ村避難民の子ども達もこのあたりに出没して仕事場としている。

　まず見えてきたのは、隊伍を組んだ自衛官達が、旗手を先頭にハイポート走をしている姿だった。前方からすれ違うように走ってくる。

「いちっ、いちっ、いちにっ！」

「そーれっ！」

「いちっ、いちっ、いちにっ！」

「そーれっ」

「連続呼唱ーっ、しょーっ、しょーっ、しょーっ、数えっ！」

　……てな感じで、隊員達の練れん武ぶの声が聞こえ、小さくなっていった。

　その隊伍が後方へと消え去っていくのを見送ると、今度は路ろ傍ぼうに骨組みしかない建物が見えて来た。

　帝都へ進撃すれば市街戦の可能性もあるため、この場所ではカトー先生監修のもと、この世界における一般的な民家の構造を真似た街並みを再現しようと試みられているのである。

　そして民家を模した小屋やスケルトンハウスで、ゲリラ・コマンドウ対処の訓練をしているのだ。

　最初、ピニャには自衛官達が何をしているのか理解できなかった。

　この世界における戦闘とは、騎士や兵士達が武器を構えて「わぁぁぁ」と喊かん声せいをあげながら吶とっ喊かんすることだったからだ。

　彼ひ我がが接触すれば、あとは個人の武技の出番である。目前に現れた敵を、剣や槍、楯を駆使して倒していくだけ。野蛮な辺境部族との違いは、そんな戦いであっても戦意に任せてやたらめったら戦うのではなく、隊列を維持し百人隊長の指揮の下システマチックに前列と後列が交代しながら進むことにある。敵は疲れた者から倒れる。こちらは、常に新鮮な体力と戦意を有する者が前に出て、疲れた者は後ろに下がって休むという仕組みをもっているのだ。

　あとは、野っ原だろうと市街地だろうと本質的にかわらない。現場指揮官のすべきことは兵士の戦意を上手に統御して敵に嗾けしかけることにあり、兵の為すべき訓練と言えば武技を磨くことなのだ。

　ところが、ここでは違う。楯を装備しているわけでもないのに、あたかも亀甲隊形のように身を寄せ合っている。時に散らばって走り、立ち止まり、身をかがめ、指先でなにか合図しながら、静と動のメリハリのある機敏なふるまいで、動いていく。

　さらには、四方八方に『杖先』を向けている。あたかもハリネズミのごとく。

　いったい、何をしているのだろう？……と首を傾げざるを得ない。

「彼らの持っている杖は、イタミらの持つものと同じ物のようだが、ジエイタイとは全ての兵が魔導師ということなのか。もしそうならば、それが彼らの強さの秘密ということか」

「魔導師は稀少な存在ですわ。魔導とは特殊能力だからです。ですが、これを大量に養成する方法がジエイタイにはあるのかもしれませんわ」

　ボーゼスは、ピニャの感想をうけてそう解釈して見せた。

　あの杖が火を噴き、敵を倒す様子が想像できた。そしてこれが、どこに隠れているか分からない敵を警戒し、探し出し、殲滅するという目的で為されている訓練であることが理解できる。

　物陰で待ち伏せて襲いかかろうとしても、二階の窓から矢を射かけようとしても、前後左右から挟み撃ちしようとしても……帝国の騎士も、兵士も、その槍先が剣が届くよりも先にあの火を噴く杖によってばたばたと倒されていくだろう。

「ちがう。あれは、『ジュウ』あるいは『ショウジュウ』と呼ばれる武器。魔導ではない」

　ボーゼスの解釈を、傍らにいたレレイが否定した。

「あれこそが、ジエイタイが使う武器の根幹。彼らは、ジュウによる戦いを上手く進める方法を工夫して現在の姿に至っている」

「武器だと？　あれが、剣や弓と同じく武器と言うのか？」

「そう。原理は至って簡単。鉛の塊を炸裂の魔法を封じた筒ではじき飛ばしている」

　この地に転がる翼竜の死骸をあさっていれば、嫌でも穴の空いた鱗や鉛の塊、破片を目にすることになる。レレイの知性は教えて貰わずとも、見て、聞いて、考えた末に鉄砲の原理を導き出していた。

　ピニャは目が眩むような思いだった。魔導ではなく、武器と言うことか？　もしそのようなものを作ることが可能なら、兵士全てに装備させることも可能ではないか？

「そう。そして彼らはそれをなした」

　もし、そんなことになったら戦争の仕方ががらっと変わってしまう。これまでのような剣や槍をそなえた兵を多数そろえて敵に向かっていくような戦い方はまったくの無意味になってしまう。

「そう。故に、帝国軍は敗退した。連合諸王国軍は敗退した」

　突如、九六式装輪装甲車が驀ばく進しんしてきて停車した。後方のランプドアが開くと、なかから隊員が吐き出される。

　飛び出してきた隊員達は、見事なまでの疾さで瞬く間に横一線に展開すると、仮想敵に銃を向けた。

　この瞬間に、ばたばたとうち倒される騎兵や歩兵の姿が想像できて、ピニャは眉を寄せた。

「遅い!!　もっと早く、速く、疾くだ。もう一度っ!!」

　指揮者の罵ば声せいをうけて自衛官達が、ふたたび元の位置へと戻っていく。その姿を見ながらピニャは「根本的に戦い方が違う……」と思い知らされたのである。それは、イタリカにおいて魂に刻み込まれた得体の知れないものへの恐怖とは違う、理性的に敵を理解するが故の恐怖感とでも言うべきものであった。

　高機動車の車内にいる伊丹、桑原、倉田……彼らの抱える「ジュウ」は魔導ではなく武器。武器ならばピニャでも、ボーゼスでも手にしただけで使えるはずだ。

　この武器について知ること、可能なら入手すること、それだけがこの戦いを少なくとも一方的な負け戦としないために必要なことだと思うピニャ達である。奪うか、あるいは職人の尻を蹴飛ばしてでも同じ物を作らせる必要がある。

　そんなピニャ達の決意を表情から読みとったのか、レレイは告げた。

「それは無意味」

　レレイは、反対側の車窓を指さした。

　反対側の荒れ地では、暴れ狂う巨象にも比肩するほどの巨大な鉄の塊……七四式戦車が轟音をあげて走っていくのが見えた。

「『ショウジュウ』の『ショウ』とは小さいを意味する言葉。ならば対義の『大きい』に相当するものがある」

　七四式戦車の鼻先から突き出ている一〇五㎜ライフル砲が目に入った。

「あ、あれが火を噴くと言うのですか？」

　ボーゼスが呻くように言ったが、ピニャには思い当たるところがある。コダ村の避難民達が、鉄てつの逸物イチモツと呼ぶ強力な武器があったはず。

「まだ、直接見たことはない。だけど想定の範囲」

　同じような物を作れる職人は帝国にはいない。帝国どころか大陸中探してもどこにも居ないだろう。妖精界の地下城にいるというドワーフの匠精に尋ねたところで同じに違いない。これは、まさしく異世界の怪物である。炎龍を撃退したという話も今となれば信じられる。

　鉄の天馬。鉄の象。あんなものを大量に作り上げるジエイタイとはいったい何者なのか？

　何故、こんな相手が攻めてきたのか？

　ピニャの愚問とも言える呟きに、レレイは嘯うそぶくように応じた。

「帝国は、鷲獅子グリフォンの尾を踏んだ」

「あ、あなたたち、他人事のように言いますわね。帝国が危機に瀕しているというのに、その物言いはなんなのですか!?」

　ボーゼスの怒りを、レレイは肩をすくめてやり過ごすと言った。

「私はルルドの一族。帝国とは関係がない」

　ルルドとは定住地を持たない漂ひょう泊はく流る浪ろうの民である。現在でこそ定住を強いられているが、もともとの彼らには国という概念はなかったと言う。

　聞き耳を立てるつもりがなくとも聞こえるところにいたテュカも、手を挙げた。

「はい、あたしはエルフです」

「………」

　ロゥリィは、あえて言うまでもないと薄く笑うだけ。

　帝国とは、諸国の王を服属させ、数多あまたの民族を統すべる存在。

　皇帝は、武威を以て畏おそれられることをよしとし、愛されることや親しまれることを民に期待しなかった。

　力ずくの征服、抑圧、暴力による支配。その結果がこれである。いかに帝国が支配していると言っても、地方の諸部族や亜人達が心から服しているわけではないのだ。

　今更ながら、国のあり方というものを思い知らされるピニャであった。




　ピニャは、アルヌスの丘頂上近くに建設された特地方面派遣部隊本部の看板が掲げられた建物に案内された。

　ここで、伊丹達と別れる。

　ピニャとボーゼスの二人は制服で身を固めた女性自衛官に誘われ、階段を上り建物の奥へと迎えられた。

　そして応接室で、待つこと暫し。

　応接間は殺風景と言いたくなるほどに小ざっぱりとして、飾り気に欠けていたが、長椅子の座り心地は最高。置かれているテーブルもよく見ればしっかりとした造りをしていて、その天板は波が静まった水面のように平らに輝いている。さぞ、名高い名工の手による物だろうと思われた。

　そんな室内のもの珍しさに慣れて退屈しようとし始める頃、戸がノックされた。

　ピニャとボーゼスの二人は、跳ね起きるようにして立ち上がった。

　見ると初老の域に達しようとしている男が入って来る。

　黒に白を混ぜたがために灰色に見える髪をもつ。その髪を精せい悍かんなまでに短く刈り上げているが、健軍と違って穏和な笑顔が、芯にある堅苦しさを包み込んで印象的だった。

　ピニャの感性からすると着ている緑の制服の飾り気はとても少ない。

　胸に彩りの略章が列んでいるだけ。これが一軍の指揮者のものとはとても思えなかった。軍の高位に立つ者なら、胸と言わず肩と言わず、体中を絢けん爛らん煌びやかな徽章、宝飾そして、金の刺繍で彩っている。それにくらべて、この貧相さは一兵卒のそれにも劣るように思えるのだ。

　だが、ここに来るまでにこの軍が、虚飾を排し実を重視していることが理解できたために、そう戸惑うこともなかった。

　おそらくこの男がこの軍の最高位かあるいはそれに準ずる地位に立つ者だろうと理解した。

　後から入ってきた健軍が傍らに立ち、彼に耳打ちするかのように何かを囁いているし、闊達とした振る舞いに、貫禄めいたものも感じられるからだ。

　健軍に続いて、陰湿そうな笑みの男や、女の兵士達（女性自衛官）も入ってくる。皆外で見かけたそれと違う、緑色の制服をまとっていた。おそらく戦闘用のまだら緑と、典礼儀式の際に着るものとを分けているのだろうとピニャは推察した。

　最後に、レレイが招かれたように入ってきて、初老の男の隣に立った。

　初老の男が、笑顔でレレイを労うかのように何かを告げた。

　レレイは首を振って、それからピニャの方へと向き直ると、初老の男について「こちらはジエイタイの将軍、ハザマ閣下」と紹介した。そうしておいて、ハザマに向けて、ピニャのことを紹介している。言葉そのものは理解できないが、固有名詞はそのままなので自分の名前が紹介されたことは分かるのである。

「こちらは……帝国皇女ピニャ・コ・ラーダ……ニホン語での尊称がわからない」

「『殿下』がよいと思うよ。こちらの言葉で、皇族につける尊称はどのようなものがあるのかね？」

「男女の使い分けがあり、女性に対しては『francea』が適切」

　レレイに言葉をならった狭間は、ピニャに対して腰掛けるよう勧めた。

「どうぞおかけ下さい、フランセィア殿下。そして、ボーゼスさん」

　その後、狭間達もそれぞれに腰掛けると、レレイの通訳を間に挟んで会話が始まった。

「協定を結んで早々に、しかも殿下自らお越しに成られたのは、どういったご理由からでしょうか？」

「我が方にいささか不手際がありましたので、そのお詫びに参った次第です。それと、若干お願いしたいことがございまして」

「報告は伺っています。現場で何か行き違いがあったとか？」

「はい。汗かん顔がんの至りです」

「そうですか？　ま、帝国政府との仲介の労をとって頂ける殿下のお心を患わせるのも、自分としては本意ではありませんからな……必要なら協定そのものの扱いも考え直す必要もありましょう」

　日本人は交渉相手の些細なミスには、寛容さで応じてしまうところがある。故に外交下手と言われるのであるが、協定の存在がイタリカとフォルマル伯爵領を守っていると解釈しているピニャにとって、協定の否定は自衛隊によって侵攻されることを意味していた。従って、狭間のこの言葉は「協定が守れないなら、侵攻するよ」と聞こえた。「仲介の労をとってくれる殿下の云々」の件くだりは、その意味で解せば強烈な嫌みでしかない。

「いや、それは」

　すると、傍らに座っていた陰湿そうな男が、口元をニンマリとゆがめると、口を開いた。

「イタミから聞きましたよ。なんでもこちらのご婦人に手ひどくあしらわれたそうですね」

　これがレレイに通訳された途端、ピニャとボーゼスの背筋は冷たい汗が噴き出し始めた。

　結局、伊丹の口を封じることはできなかったのだ。二人っきりで話したいと何度か誘ったのに、あの朴ぼく念ねん仁じんは全く受け容れてくれなかったのである。まぁ、伊丹としては自分を理不尽にもぶん殴った女性やその親分に、二人きりで話したいと艶っぽく微笑まれても「おまえ、ちょっと顔カセや」と凄まれているようにしか思えなかっただけなのだが。

「あのアザとひっかき傷。見た途端、笑っちゃいましたよ。イタミは公傷扱いにしてくれって言ってましたが、どう見ても痴話喧嘩の痕にしか見えませんよね。あの男が、そちらのご婦人に何か失礼なことを言ったんじゃないですか？」

　ニヤニヤ笑いながら「……イタミが暴力を誘発するような言動をしたか？」と手厳しいことを言うこの男に、ピニャは蛇みたいで嫌な奴という印象を強く抱いた。

　こちらの隙や落ち度を見逃さないばかりか、「何で彼に暴行をしたのか？」「暴行されなければいけない理由とは何だ？」と、しつこく、抉えぐるように追及してくる。

　彼は、何もしてないのだ。何もしてないのに暴行を受けたのだ。この男の言葉は、その理不尽さ、凶悪さを際だたせ、ピニャらの罪を弾だん劾がいする言葉として聞こえた。

「………」

　ピニャが答えに窮していると、レレイが何かを『陰湿そうな笑みの男』に告げた。すると男は、陰湿そうな笑みを、皮肉そうな笑みに切り替えて、名を告げた。

「これは失敬。自己紹介が遅れました。自分は柳やなぎ田だと申します。どうぞ、お見知りおき下さい」

　ピニャには、「私の名前は、ヤナギダと言う。よく憶えておけよ」という意味に聞こえたのであった。




「さ～て、飯を食って寝るぞぉ」

　残った弾薬を弾薬交付所に返納して、銃を整備して武器庫に収め（栗林の小銃は、この度廃銃となった。剣を受け止めた時の損傷が銃身そのものまで及んでいることが確認されたからだ）、車両の泥を落として……などとやっていたら食事をする時間もなく、既に陽は落ちて夜になっていた。

　さらに報告書とかも書いて、提出して、明日の参考人招致と、それが終わったあとの行動についての指示を受けたりして……さすがに疲れた伊丹である。

　とりあえず、どっかりとデスク前に座って引き出しに図ず嚢のうから取り出した書類などを片っ端から放り込んでいると、机の中に入れて置いた携帯がチカチカと点滅して、メールが届いていることを知らせていた。

　誰だ？　と思って開いてみたら、梨り紗さと、太た郎ろう閣下であった。

　この両者は、いずれも伊丹のオタク仲間である。太郎の場合は、彼自身が名乗った名前に周囲がとある理由で勝手に「閣下」をつけて呼ぶようになり、それが用いられるようになったのである。

　梨紗は、近況報告に類することと、単刀直入に「金を貸して♡」と書いていた。二通目や三通目になると、「至急援軍を請う」とか「我、メシなし、ガスなし、水道代なし」と悲痛な叫びへ変わっていた。わずか一～二日でこの内容に至るとは、どうなっているのかと思うところである。

　この女は公務員としての安定収入をもつ伊丹を、カードローン代わりに使うことが度々あった。どうせどこかのドルパで異様に高価なアイテムを衝動買いして、生活費に影響し始めたのだろう。どちらにしても放っておく訳にもいかないので、助けてやらねばならない。

　太郎からのメールには、伊丹が近日戻ることを知ってか一度顔を出すようにと書いてあった。

　季節がずれているので忘れてしまうが、『門』の向こうはもう冬である。年末も近いし、そろそろ休暇を申請しておこうと思う。夏の同人誌即売会中止から半年、冬の同人誌即売会はその分盛況になることが期待された。太郎閣下からの呼び出しも、気軽に人の多いところに出られない彼に代わってゲットするアイテムについての依頼だろう。

　参考人招致で本土に戻ったら、まずは「カタログ」を入手しなければならない。

　そんなことを考えていると、窓の外から消灯ラッパが聞こえ出す。あちこちの隊舎から灯りが消えていった。

　もう、そんな時間であった。いくらなんでも糧食班も食堂を閉じている。

　仕方なく机の中に隠いん匿とくしておいた缶メシ（戦闘糧食１型／とり飯／たくあん漬／ます野菜煮）をデスクの上に置いて、缶切りをあてた。

　すると、廊下のほうから戸を叩く音が聞こえた。

　思わず幽霊でも出たかと思って振り返ると、暗い廊下にレレイがたたずんでいた。

「こんな時間に、どうした？」

　レレイは各種資料の翻訳のためということで、特例措置として臨時雇いの『技官』の身分が与えられている（もちろん働いた分の給料も出る。ただし日本円）。そのためにかなり自由に歩き回ることが出来るのである。巡察や不ふ寝しん番ばんに誰すい何かされた時のために、首から身分証を入れたパスケースも提げている。

「イタミ。キャンプまで送って……疲れた」

　そう言って、杖を投げ出すと女の子座りでしゃがみ込んでしまった。

　レレイは感情などを顔に出さない上にかなり我慢強い。それだけに「疲れた」などと弱音を吐き出す時は、真剣に疲れ切っていると見るべきだった。ピニャと狭間との間で通訳として働き、相当に神経をすり減らしたのだろう。

「メシは喰ったのか？」

　最早言葉を発するのも辛いのか、ウンウンと二回ほど頷く。彼女の伊丹を見る目は、捨てられた子犬のようでもあった。

「あー、もう車を出すのもなんだし、ここで寝ていったらどうだ？　空いてる部屋は結構あるんだぜ」

　彼女の住むキャンプまで地図上は二キロだが、道のりだと結構ある。

　しかも、夜間は営外に出るには武装しなければならない規則だ。単独でなどもっての他なのだ。従って今から難民キャンプに下りていくなら偵察隊の誰かを叩き起こさないといけない。武器を出すのに書類を出して、それから車を出して……面倒くさいことこのうえない。だったら、空き部屋のベッドにレレイの寝床をしつらえてやった方が楽なのである。

　レレイはイタミに任せるとばかりに、ウンウンと二回ほど頷くと崩れるようにして眠りの世界へと旅立ってしまった。




　さて、ベッドである。

　隊員にはベッドにマットレス一つ、枕一つ、毛布五枚（飾り毛布一枚）、枕カバー一枚、シーツ二枚、掛け布団一枚が与えられる（今は新ベッドが導入されつつありこの限りではない）。

　陸上自衛隊ではこれらを用いて、厳密に定められた形にベッドを作ることとなっている。

　まず、毛布を三枚敷く。大抵の毛布は横幅がベッド幅二つほどなので、たたんで重ねることになる（この時のたたみ方が、寝心地と形の基礎になる）。

　この上に二枚のフラットシーツをかける。その際、角に三角形の折り込みがきちんと出来ていることが大切だ。一枚が敷き布団側、一枚が掛け布団側で、眠る時はその間に潜り込む形になるわけだ。

　そして、これらの上から毛布を身体側と枕側の双方に被せるように包み込むのだが、やはり角の折り込みはきちんと三角形が描けていなければならない。あたかもプレゼントの包装紙のごとくである。皺もたるみもなく、角はぴしっと折れている。この状態を延べ床と言う。

　どちらかと言うと温暖なこの世界では掛け布団は使わないので省かれていた。

　こうしてベッドを作ると、伊丹は床に転がして置いたレレイを抱え上げて、ベッドへと放り込んだ。

　レレイの真っ白な髪。真っ白な肌は陶器のようで思わず髪の乱れを整えてあげてしまった。

　その方面の趣味は伊丹にはなかったはずだが、彼女をベッドに載せて毛布とシーツで包みあげていると、人形遊びの類に喜びを見いだす人々の気持ちが、共感できそうになってしまう今日この頃である。

　思わず、ブルブルと首を振って「違う！」と呟いて。そう、俺の歳になれば、このぐらいの娘がいても可笑しくないし、と、心理学的防衛規制のひとつである合理化をはかった。まぁ、高校卒業した年の十月に子どもを出産した同級生女子がいたから、ありえないとも言えない。

　レレイは十五歳だと言うが、日本で十五歳と言えばもう少し体つきに凹凸があってもよい年頃だ。だが、レレイはその年齢に比すれば、幼い上に小さく細くて軽いのである。年齢に比べて外見が圧倒的に若い実例が、他に二人もいるが。

　ふと、気づくとレレイを見守る形で朦もう朧ろうとしていた。

　どうやら睡魔に捕らわれたようである。

　いけない。こんなところ人に見られたら絶対に誤解されてしまう。すぐに部屋に戻って寝なければ、と思った。

　ただでさえ、倉田あたりから「二尉は、ツルペタ系が好みでしょ」と揶揄されてるのである。

　確かに『いかにも女』というタイプは苦手だ。しかし、ツルペタ系が好みというのも誤解なのである。はっきり言って胸はあった方がよいし、腰はくびれているほうが良いと心の底から思っている。

　その意味では、レレイには食しょく指しが動かないのである。とは言え、レレイが眠っている傍らに不必要に滞在していたら、あとでどんな噂を立てられるかが心配である。直ちに立ち去らなくてはならなかった。

　だが、その頃には身体がじっとりと重くなっていた。

　考えてみれば徹夜で戦闘、帰還途中で捕虜になって、小突かれて走らされて、そのまま夜もゆっくり休めないという不眠不休が続いていた。蓄積した疲労から来る睡魔も、相当に強烈である。

　こうして、伊丹の意識は途切れる。

　結局の所、その意に反してレレイのお腹を枕にして眠ることとなってしまうのだった。





　　　　＊　　＊






　翌日。午前十一時、中央ドーム前。

　この日は朝から晴天で陽射しが強かった。そんな中、伊丹は虚ろな表情をしてぼやっと突っ立っていた。

　服装は日本側の気候に合わせて九一式の冬服を着ている。温暖なこちら側ではこれが暑くてしょうがないのだ。だから上着は袖を通さずに抱えている。ワイシャツの袖までもまくっていた。

　その姿がなんともだらしなく見えて、通りかかった階級の高い人達は大抵眉をしかめる。だが、彼の抱えているのが冬服であることに気付くと、一転して気の毒そうに笑って通り過ぎていった。

　こちらにいる限りは夏服で済むのだが、冬の日本へ行くとなれば冬服を着るしかない。季節のずれがもたらす小さな喜劇と言えるだろう。

　さらに伊丹を苦しめるのが待ち人がいつまで経っても来ないことである。

「遅い……」

　時間という概念にいささかルーズなのが、この世界の人の特徴かも知れない。時計というものが普及していないから、時間に合わせて行動するという習慣がないのである。

　待つこと暫し。額に流れる汗を二回ほどふき取って、ようやく待ち人達が現れた。

「栗林ぃ～、富田ぁ～遅いぞぉ」

「済みません二尉。支度に手間取っちゃって」

　制服姿の伊丹に対して、現れた栗林や富田『達』は私服であった。

「この暑さなのに、なんで厚着が必要なのよ……」

　と、ぼやいてるテュカとか、「………………」と何も言わずに、意味深げにじっと伊丹を見るレレイとか、いつもの黒ゴスのロゥリィとかもいる。

　ロゥリィはいつも持っている巨大ハルバートを帆はん布ぷで包装しているが、それが気に入らないのか、なにやらブツブツ言っていた。

「しょうがないでしょ。そんなものむき出しで持ち歩いてたら、銃砲刀剣類所持等取締法違反とか、凶器準備集合罪とか、各種の法令条例で捕まっちゃうのよ。ただでさえ、最近は冗談じゃ済まないんだから。ホントなら置いて行かせたいくらいよ」

「神意の徴しるしを手放せるわけないでしょう？」

「だったら、我慢してよね」

　ロゥリィには、『門』の向こうに行かないという選択肢はないようである。

　実際の所、参考人招致で呼ばれているのは、炎龍との交戦時において、現場の指揮官であった伊丹と避難民数名である。

　そこで「避難民数名を、どうするか」なのだが、こうなると言葉の通じるレレイははずせない。最近便利使いされて彼女に負担がかかっているが、現状では我慢して貰うしかない。今回の参考人招致では、終わったあと慰労も兼ねて彼女をゆっくりさせるようにと狭間陸将直々の指示が出ている。

　テュカを選んだのは、こちらに住むのはヒトという種だけではないという良い例になるからである。見た目で分かる程度の違いを持つ彼女の存在は、映像メディアにおいては強力な説得力を持つだろう。

　ロゥリィの場合は見た目はヒトと同じ。しかも外見は子どもだし、着ている神官服と合わせたらどこのコスプレ少女を連れてきた？　と言われかねない。

　亜神たる証拠の奇跡を示せなどとは畏れ多くて言えないし（その手のことを口にして滅ぼされた者の数は神話を紐ひも解といてみると少なくないことがよくわかる）、その強さを国会で証明されても困る。だから、あんまりメリットがないのである。

　それでも行くことになったのは、彼女の「そんな面白いことにわたしぃを仲間はずれにするつもりぃ？」の一言であった。

　栗林と倉田は、彼女らのエスコートである。

「おーし、そろったな。そろそろ、行くぞぉ」

　伊丹がそう言いかけた時、公用車が伊丹の前に滑り込んできた。

　助手席から、柳田が手を挙げながら降りてきた。

「悪い悪い、手続きに手間取っちまった」

　思わず何の？　と尋ねたくなるほどの気安さであるが、柳田はそう言うと後部座席のドアを開いて客人を降ろした。

「ピニャ・コ・ラーダ殿下と、ボーゼス・コ・パレスティー侯爵公女閣下のお二方が、お忍びで同行されることになった。よろしくしてくれ」

　ピニャとボーゼスの二人は降り立つと、伊丹等の前に進み出た。

「おい、柳田。聞いてない」

「あ？　言ってなかったか？　まぁ、いいだろ？　市ヶ谷園（防衛省共済組合直営のホテル）の方には、宿泊客追加の連絡はしといた。それと伊豆の方にも連絡済みだ。二泊三日の臨時休暇だ。しっかり楽しんでこい」

「あのな。このお姫様達に俺がどんな目にあったと思ってる」

「ああ、誤解だろ？　笑って水に流せよ」

「笑えねぇって」

「いちいち気にするな。なにしろピニャ・コ・ラーダ殿下には、帝国との交渉を仲介をしてもらわないとならんからな。その為には我が国のことも少しは学んでおきたいという、ご要望も当然と言えば当然だ」

「それが、なんで俺たちと一緒なんだよ」

「しょうがねぇだろ。案内しようにも、通訳出来そうな人材がまだ育ってないんだから」

　そこまで言って柳田は伊丹に近づくと、声をひそめる。そして一通の白封筒を伊丹のポケットへと押し込んだ。

「狭間陸将からだ。娘っ子達の慰い労ろうに使えとさ」
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　帝国皇女ピニャ・コ・ラーダは、その日の日記にこう書いている。

「世界の境たる『門』をくぐりぬけると、そこは摩ま天てん楼ろうだった。かつてこの地を踏みしめた帝国の将兵は何を思ったのだろうか。自らの運命を予測し得ただろうか？　私は、今この巨大な建物の谷間にあって、自らの矮小さを味わっている。これほどの建造物群を作り上げる国家を相手に戦争をしている帝国の将来を憂えている」

　いくらなんでも銀座程度で摩天楼はないだろう。と思うのは、日常的に新宿などの高層ビル群や、テレビなどの映像でニューヨークのような高層ビルの大集団を知るからだ。

　巨大な建物といえば帝都の宮殿とか、元老院議事堂、あとは軍事用の城塞しか知らないピニャとボーゼスにとって、銀座の街並みでも十分に摩天楼なのである。

　巨大な建造物は、そうでない建物の中でひときわ目立つ。

　だから周囲を睥へい睨げいする存在感をもって風景の中心軸として鎮座している、というのがピニャの常識である。だが、ここは違う。都市を構成する全ての建物が巨大であった。

　一本の巨木の存在は、拠り所となって見る者の心を安らかにさせる。だが、巨木の大集団たる樹海は人々の心を圧倒して飲み込んでしまうのだ。

　この街並みも、ピニャとボーゼスの心を打ちのめした。

　もちろん、二人だけではない。レレイやテュカ、そしてロゥリィすら、目を丸くして呆然と立ちつくしていた。冬の銀座の真っ直中で、寒さも忘れてずうっとたたずんでいた。

「ま、おとなしくて丁度良いか」

　そんな五人を後しり目めに、警衛所で営外へと出る手続きを終えた伊丹に声をかける者がいた。

　見た目には、『いかにも』という黒服の集団である。その代表者らしき人物は、一見する限りではどこにでもいそうな中年っぽいオヤジ風の男だった。

「伊丹二尉ですね」

「はい。そうですが」

「情報本部から参りました、駒こま門かどです。今回のご案内役とエスコートを仰せつかっています」

　満面の笑みを浮かべているように見せつつも、眼が鋭く光って全く笑ってない。それはレンジャー教育を終えたばかりの隊員が発する、迫力のある雰囲気に似ているが、自衛官の場合剥き身の蛮刀に似るものだ。

　この男の場合は、隠されたカミソリっぽい雰囲気があった。それが、生きっ粋すいの自衛官のものとは違うように感じられた。もしかしたら警察官……特に公安畑の出身者とか、情報関係の職種の人ではないかと思った。自衛隊は、警察との人材交流（つまり自衛官が一定期間警察で警察官として働く。警察官が自衛官として、自衛隊で一定期間働く）が盛んであることの成果かも知れない。

「おたく、ホントに自衛隊？」

「やっぱり、わかりますか？」

「空気が違う感じがするからね。もし生粋の自衛官でそんな雰囲気を身にまとえるような職場があったら、今時情報漏洩とか起きないだろうし」

　駒門は、口元をニヤリとゆがめた。

「あんた、やっぱりタダ者じゃないねぇ。流石は二重橋で名をはせたお人だわ。実は、あんたの経歴を調べさせて貰ったんだよ」

「何にもなかったでしょ？」

「そうでもないな。結構楽しませてもらったよ。平凡な大学を平凡な成績で卒業。一般幹部候補生課程を経てビリから二番目の成績で三尉に任官。その時のビリの学生だって、途中で怪我をしたからで、そいつがいなけりゃあんたがビリだった。ああ、ちがうか。（メモの頁を捲る）あんたが合格するのに、そいつが不合格になるんじゃ理不尽だという意見が出たんだ。……その後部動隊配備。勤務成績は、可もなく不可もなく……じゃなくて、不可にならない程度に可。業を煮やした上官から、幹部レンジャーに放り込まれて、何度か脱落しかけながらも尻尾にぶら下がるようにして修了……あんたその時のバディから蛇だ蝎かつのごとく嫌われてるよ……その後で何でかわからないけど、習志野へ異動。万年三尉のはずが、例の事件のおかげで昇進した……と」

　黒革の手帳をめくりながら、駒門は伊丹の概略を読み上げた。

「隊内での評価は……『オタク』、『ホントの意味での月給泥ぼー』、『反戦自衛官の方が主張したいことが分かるだけマシ』……くっくっくっ、こてんぱんだねぇ」

　伊丹はカリカリと頭を掻いた。

「そんなあんたが、なんで『Ｓ』なんぞに？」

　あちゃ～と思いつつ伊丹は肩を竦めた。その質問をされると痛いのである。

「ちょっと前にね、こんな論文が発表されたそうです。働き蟻のうち一～二割は、怠け者ってね。その二割を取り除くとどうなったと思います」

「？」

「それまで働き者だった蟻のうち二割が怠け者になったそうです」

「なるほど。つまり優秀で働き者な蟻が、優秀なままでいるためには、同じ集団の中で怠け者が存在することが必要だという訳か」

「なんでお前はそうも怠け者なんだって叱られた時に、思わずそういう屁理屈を口走りましてね。それがどういう訳か変なところに伝わって、優秀な人間ばかり集めると二割が怠け者になってしまうなら、最初から怠け者を混ぜておけば少なくとも優秀な人間が堕落せずに済むだろう……という話になりまして。西せい普ふ連れん結成時に自殺者が頻発したということもあって、自殺予防とか心理学的な理由からも、その提案が真剣に取り上げられちまって」

「くっくっくっ、それで、あんたが特殊作戦群へ行くことになったと？　ま、あんたみたいなのがのんびりやってれば、壁にぶち当たって伸び悩んでる奴だって、自分を追い込むほど焦ったりしないだろうからなぁ」

　駒門の言葉に、とても深いため息が出てくる伊丹である。

　その時。

「ひぃぃぃぃぃぃぃぃ」

　恋人に、別れの言葉を突きつけられた少女のような、切なく悲しい悲鳴が傍らから聞こえた。

　見ると、栗林であった。

　顔面を蒼白にして、冗談でもネタでもなく、本気でこころがちぎれそうな表情をしていた。彼女にして見れば、伊丹がレンジャーというだけでも許せないのに、こともあろうに特殊作戦群。このオタクが、怠け者が、憧れの特殊作戦群の一員と聞いてどう思うか。それは絶望であった。この世の全てを呪い、敵とするほどの怒りと悲しみであったのだぁ。

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！！！」

　脱だっ兎とのごとく走り去っていった。と言っても、『門』を中心にして周囲を取り囲むフェンスまでであるが。

　富田が後を追いかけて、しゃがみ込み泣いている性犯罪の犠牲者を慰なぐさめるかのように、背中を優しく叩いている。

　それを見て駒門は腹を抱えて笑った。どうにか笑いを堪えようとしてるが、それでも抑えきれずに笑っていた。それも時間を経ることで何とか収まってきて正常な呼吸が出来るようになると、駒門は伊丹の前で背筋を整え、ピシッと実に色気に満ちた敬礼をして次のように言い放った。

「あんたやっぱりタダ者じゃないよ。優秀な働き蟻の中で、怠け者を演じてられるその神経が、凄い。俺は冗談じゃなくあんたを尊敬する」




「嘘よ、誰か嘘だと言って……そうよ、きっと夢なんだわっ。これは夢」

　顔を両手で覆って、現実逃避している栗林。そんな彼女の発するどよっとした重暗い空気を避けるには、情報本部差し回しのマイクロバスという乗り物は大変重宝であった。

　なんと言っても、車内が広い。

　栗林を最後部に座らせて、伊丹らは運転席側に詰めてしまえば、彼女の発する雰囲気に汚染されずに済む。ロゥリィや、ピニャ達も、栗林が嫌いではない。どちらかというと好感が持てるのだが、今の彼女からは距離を置きたがっている。

　このように栗林が前後不覚の状態にあるため、若干の問題が発生した。

「伊丹二尉、どこに行きましょう」

　情報本部がつけてくれた黒服の運転士が、伊丹を振り返った。

「まずは、服だな。仕立ててる暇もないし、適当に吊しのスーツを売ってる店へ。あの娘の服装をなんとかしないと」

　国会に向かう前に、テュカの服装を整える必要があった。何しろ公式の場に出るのだ。それ相応の格好というものがある。

　彼女の着ているジーンズにセーターという服装は、日本製であるが故に国会の参考人招致という場にはふさわしくない。

　本来なら、こういった配慮は栗林が担当するはずだった。だが、今のところ彼女は機能停止中であったため、こういう事に最もセンスのない伊丹が決定を下すこととなってしまったのである。黒川あたりがいたらきっと止めただろう。

　運転の黒服が、無線であちこちに行き先を連絡して、マイクロバスが動き出す。

　銀座の『門』周辺につくられた、自衛隊の管理区域、後に銀座駐屯地と呼ばれる場所を出ると、いよいよ銀座の街中へと進み始めた。すると幼稚園児か小学校低学年の子どもがするように、女性達は車窓にかぶりつきになってしまった。

　それも仕方のない話である。何しろ、復興の始まっている銀座のデパート街は、クリスマス商戦のためか煌びやかなイルミネーションと飾り付けで客を集めようとしているし、ショーウィンドウに飾られたマネキンが着飾るブランド物のコート、アクセサリーなど等、女性にとっては目を惹ひくものばっかりなのだから。

　銀座の街は、夏に酷い事件があったと思えないほどに、たくさんの自動車が行き交い、多くの買い物客で賑わっていた。

　もちろん、シャッターが下りて再開の目処の立たない店舗もある。店主が亡くなってしまったからだ。

　運営そのものが立ち行かなくなってしまった会社もある。社員の殆どがいなくなってしまったからだ。

　それでも、多くの人が銀座を復活させ、客を呼び戻そうとしている。これが、日本人の逞たくましさなのかも知れない。

「随分とたくさんの人間で賑わっているな。ここが市場なのか？」

「あ、あのドレス」

　ピニャとボーゼスの会話は微妙に噛み合っていなかった。

　そんな中でマイクロバスは、紳士服などを取り扱っている量販店の前に停まった。

　店の女性スタッフに「こいつにちゃんとした服装一式、今すぐ着せてください。できれば一番安いのをお願いします。あと領収書下さい」と言ってテュカを押しつける。特に「安い」を強調したため、店側は品数の多いリクルートスーツを取り扱うフロアへとテュカを連れて行った。

「ロゥリィやレレイはどうする？」

　ロゥリィは店に列ならんでいる女性用スーツや紳士服を見て歩いたが、「いいわ」と断ってきた。「見た感じ、趣味に合いそうなものないから。それにこれは神官としての正装よ」

　レレイは一言「不要」と答えてくるだけだった。彼女も興味はあっても、自分が着るとなれば趣味ではないという態度である。

　まぁ、レレイのポンチョに似たローブは民族衣装で押し通せるだろう。問題はロゥリィの黒ゴスだが、彼女が正装だと言う以上、無理に代えろとも言いがたい。これもゴスロリに非常によく似ている民族衣装です……で押し通すしかない。

　一方、ピニャとボーゼスの二人は、店内の男物や女物を問わず物色して、スーツの生地や縫製について目を見張っていた。

　今の彼女達の服装は、帝国の貴族社会ではセミフォーマルとして位置づけられる服装であった。

　非常に高級な生地と仕立てのパンツルックで、例えば園遊会とかで馬に乗ったり遊んだりする際に着るような活動的なデザインである。ある意味、昔の乗馬服に似ているとも言えた。

　本当ならこれに、腰に剣をつるすのが、騎士団としての略装である。だが、武装を持ち込むことは、柳田から堅く断られていたので今日の彼女たちの腰は軽い。

　問題は生地が薄いため、冬着としてはいささか心許ないことだが、移動は暖房の効いたマイクロバスであるし、店の中は温かいので困っていない。だから、店の中を見て歩いているのは純然たる興味であった。

「これほどの仕立てと生地。帝国で手に入れようとしたら、相当に高価なものになる」

　これらの商品を無数に、所狭しと列べている店の主は、さぞ大商人なのだろうなぁと感心していた。

「二尉……次の予定は？」

　運転手の言葉に、伊丹は「どっかで飯を食って、それから国会に行きましょう。参考人質疑は三時からだから、余裕を見て二時に入ればいいでしょう」と応じた。

「食事はどうしますか？」

　伊丹は、苦笑して店の名前を指定した。




「で、どうして牛丼なんすか？」

　富田が唸った。折角こっちに来たんだから、もうちょっと良いものを食べたいというのが人のこころとして正直なところであろう。

　だが伊丹は、銀座から国会議事堂に出るのに、ちょっとばかり新橋へと足を延ばして牛丼屋に入った。牛丼セットの並チケットを八人分買って（半券が領収書となっている）、全員でカウンターに席を取る。

「今日は、参考人招致までは出張扱いになってる。だから交通費と食糧費は公費でまかなわれるんだが、残念なことに今回は一食五百円までしか出ない」

「ご、五百円？」

「で、ここらはちょっとした喫茶店でもコーヒーの一杯で五百円以上とられる土地だよ。そんなところで昼飯を食べようと思ったら、立ち食い蕎そ麦ばか、牛丼以外ないでしょ。まさか立ち食いさせるわけにもいかないし、牛丼しかないと思うわけだ。……ま、みんな幸せそうに喰ってるからよしとしようよ」

　レレイ達も、不満はないようで牛丼を掻き込んでいた。ちなみに彼女らは、箸の使い方を難民キャンプで覚えている。戦闘糧食を食べ慣れているレレイ達にとって、牛丼の味は意外としっくりと来るようである。

「でも、良いんですか？　お姫様達に牛丼なんて喰わせて」

「こちらの庶民の生活というのを知って貰うのも勉強になるんじゃない？」

　高貴な出自のお姫様達も、スプーンを出して貰い牛丼の並盛りに卵をかけて食べていた。『丼もの』という初めてのジャンルにも物怖じしないのは、やはり騎士団のような軍営生活で雑な食事に慣れているからだろう。それどころか、結構美味しいという評価を下していた。




















　食事を済ませると、一行は一路、国会議事堂へと向かう。

　伊丹、レレイ、ロゥリィそしてテュカの四人は議事堂の係員によって、控え室へと案内されていった。

　ここでピニャとボーゼスの二人は伊丹等と別れる。

　栗林と富田の二人と共に、国会の正門前からマイクロバスで都内某所の高級ホテルへと向かうのである。

　彼女らは公式の使節ではないから、公的な施設に迎え入れるわけにはいかないのである。それどころか外務省も、総理官邸も、表向きは彼女たちが日本にいることは知らないことになっている。防衛省も、文書的には彼女らを招致された参考人に不都合があった時の補欠要員として扱っている。

　現段階での彼女らが存在するという事実には、不都合なことが多いからだ。

　交渉の窓口を得たとなれば、軍事行動よりも交渉を優先させるべきだという意見が出てくるだろう。

　だが、外交交渉というものは、特にこういった武力紛争の後始末は、軍事力そのものを背景にしなければうまく行かないのである。ところがそれを知らない、あるいは知っていても無視してしまう頭のおめでたい連中も少なくないのだ。

　日本政府は現在の段階で、自衛隊の活動に制限を加えられたくなかったし、外国からの雑音も避けたかった。故に彼女らの存在を、公式には無視することとしたのである。

　とは言っても、やはりＶＩＰである。また帝国との秘密交渉において、仲介役を得たことは国益にも適うことであるから、裏では他の名目で予算と人員が出て、このような対応がなされたとも言える。

　ホテルのスイートルームに案内されると、二人をひと組の男女が待ちかまえていた。

「歓迎申し上げます、殿下、そして閣下」

　本位内閣において首相補佐官に任命された白しら百ゆ合り玲れい子こ議員と、外務省から出向している事務担当秘書官の菅すが原わら浩こう治じである。

　ここで、栗林と富田の二人も自衛隊の制服を纏ってあらわれる。レレイや伊丹には及ばないが、二人が通訳役であった。




　ピニャもボーゼスも、緊迫の一時を過ごしていた。迂う闊かつな言動が、国を損ないかねないからだ。

　ピニャは、ここに講和をするために来た訳ではない。交渉の仲介を引き受けただけである。講和をするよう国に勧めるのと、交渉を仲介するのは根本的に違う。現段階、すなわち圧倒的な軍事的敗北の状況で、講和を勧めるとは降伏を勧めることに他ならないのだから。

　故に、仲介役に徹するのである。とは言ってもするべきことは多く、かなり突っ込んだ話も出てその度に額に汗した。

　ピニャは、「外交とは言葉による戦争だ」と思うに至った。こんなことならハミルトンにも来てもらえばよかったと思う。

　苦労しているのは栗林や富田も、である。

　レレイほどの解釈力・推測力や語ご彙いもないし、伊丹ほどちゃらんぽらんではないので、どうしても細かい表現に気をつかって時間がかかってしまうのである。だが、それでも単語帳をめくりながら、時に両者の協力を得て意思の疎通をはかりつつ、会談の通訳を行っていた。

　帝国政府首脳、特にキーパーソンとなりうる人材は誰か？　その人の帝国政権内の地位や立場はどのようなものか？

　その人材に、まず「日本という国と交渉をしてはどうか？」と持ちかけるのはピニャである。ピニャにそういった者とのパイプがなければ、仲介役そのものを果たすことができない。その意味で、これが確認されるのは当然と言えた。

　第一次交渉団の人数はどのくらいが適切か。

　交渉といっても、たった一人で乗り込んで、講和条件について話し合うわけではない。時間をかけて、それこそ様々な形で面談を積み重ね、互いの腹を読み、妥協できる条件を探り合って落とし所を見つけるという果てしない作業の積み重ねなのである。交渉のための要員が複数人になるのは当然のことである。

　滞在中の宿泊場所の手配、費用の支払い方法等々……。

　当然の事ながら、外交交渉というのは一日や二日ではまとまらない。

　数ヶ月、下手をすると年の単位が必要となることだってあり得る。「会議は踊る、されど決まらず」という言葉があるが、利害の調整というのはかくも手間取るものなのだ。ちなみに上述の言葉は、ウイーン会議のことを言い表したものであるが、この会議において妥協が成立したのはナポレオンがエルバ島を脱出したという報が届いたからである。要するに、危機的事態になるまでウイーン会議は何も決めることが出来なかったのである。この例から見ても、今回の交渉には時間が必要となる。従って、交渉中の宿泊場所から宴会の費用まで、現実的な問題を解決しておかなくてはならない。

　さらには、交渉を仲介するために、贈ぞう賄わいをどうするかという話も出てきた。贈ぞう賄わいと聞いて眉を寄せているようではまだまだ尻が青い。こういった交渉においては必要経費と思わなければならない。

　あからさまに、どのような立場の者に幾らくらい必要かという話すら出た。だが、これについては金銭についての価値観が一致してないことが分かったので、必要性の確認というところで話は止められている。

　要人の相互訪問の必要性も確認された。それと、ピニャからは何人かの人材にニホン語を習得させたいという希望が出て、菅原秘書官から検討するとの解答を得た。対等に外交交渉をするのであれば当然のことである。

　そして、最後にあがったのが捕虜の取り扱いであった。

　日本には、侵攻した帝国軍将兵の生存者、約六千名が犯罪者として逮捕されていた。人数もそうだが、取り扱いの大変さもあって、監置場所に困った政府は急きゅう遽きょ瀬戸内の無人島を整備して、そこに集めていた。

　この連中の食費が馬鹿にならない。負け戦は下っ端から死ぬから、生き残って捕虜となるのは高位の者が多いのである。故に気位ばかり高くて扱いに困っていた。得られる情報も、軍属ばかりで程度が知れている。そんなこともあって正直言えば、熨の斗しをつけてでも引き渡したかったのである。ただ、あからさまにそれを口にするわけにも行かない。あくまでも、捕虜を解放するのは人道上の理由であり、そして帝国側の求めに応じてという形でなければならない。

　ちなみに、六千という数字の中にはトロルやオークといった亜人……こちら側の感覚からするとゴリラ同然の連中も入っている。人間でない亜人という種族の意味が分からなかったし、一応言葉らしきものもあるようなので、後で人権問題になっても困るとヒト同様の扱いをしていたのだ。……ちなみに、その中のごく少数が、『国連による調査』という名目でアメリカに連れて行かれている。

「我が国としては、犯罪者として取り扱っていますので、そちらからの求めに応じて引き渡すという形を取りたいと思っています」

　ピニャは六千人という数に呆然としながら「み、身代金はいかほどに考えておられますか？」と彼女の常識に従って尋ねた。膨大な金額になるはずと、額に汗する。

　すると白百合玲子補佐官はころころと笑いながら、「現代の我が国には身代金という習慣はありません。奴隷として売買されることもありません。ですから金銭以外による交換条件、通常ならお互いの捕虜を交換するという形が良いのですが……今回の場合は『何らかの譲歩』という形で代償が得られることを期待してます」と、つけた。その上で補佐官は呟いた。

「仲介なさっていただけるピニャ様を後押しするために、ピニャ様が指定される若干名ならば、無条件での即時引き渡しが可能です。この条件はお役目を果たされるために上手くご利用下さい」

　こうしてピニャは、ニホンという国が捕虜というものをどう取り扱おうとしているかを学ぶとともに、元老院や貴族達に交渉を仲介するための武器を得たのである。

「私の掴んだ情報によると、貴方の息子は生きているらしい。彼を取り戻すために、彼の国の者と話し合ってみてはどうか？　必要なら会談の場を取り持ってもよい」

　そう言われて心の動かない親が、果たして居るだろうか？

　するとボーゼスが口を挟んだ。

「今回は無理かも知れませんが、一度『捕虜』にお会いしたいと思いますわ。お許し頂けますか？　あと名簿も必要になります」

　実は彼女の親友が、夫を戦地（銀座）に送り出していた。

　先の出征で戦死したと思っていたのが、生きているかも知れないという希望がもてたのである。ただ、あからさまに「誰それは生きてますか？」と聞くわけにはいかないので、このような物言いになったのだ。内心では、今すぐにでも帝都に戻って「貴女の夫が、生きてるかも知れないわっ！」と知らせてやりたかった。

　菅原秘書官が、「次にお越しの際には、捕虜の収容施設までご案内できるようにしておきましょう。それと名簿については、お帰りの際にはお渡しできるように手配しておきます」と述べた。

　こうして、歴史に記されることのない、秘密の会談第一回目が終了したのである。
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　さて、ＮＨＫの全国放送で視聴率が低く、人々の関心も薄いけど、公共放送という意味合いからも義務的に垂れ流されている番組と言えば、やはり選挙における立候補者の演説と、国会中継の二つが挙げられるだろう。

　だが、「有権者諸君っ！」の第一声で名高い自称革命家の登場以来、色物演説への視聴者の関心が国会中継をほんの少しばかり上回っている今日この頃である。

　かつて国会中継の視聴率が跳ね上がった証人喚問は今では中継そのものがないし（静止画像と音声のみ）、疑獄事件とか、官僚汚職、偽装事件も、参考人招致程度では嘘をついても罰せられないことから、招かれた参考人がしれっとした態度をとることが多くて、面白味に欠けるのだ。

　だが、この日の中継だけは違った。

　ネットの巨大掲示板に、国会中継に「特地の美形エルフが出とる」という書き込みがなされるや否や、瞬く間に視聴率曲線は急きゅう勾こう配ばいで上昇することになったのである。

　参議院予算委員会の議場は、レレイ、テュカ、ロゥリィの三人が現れると一斉にどよめいた。

　伊丹もいるのだが、彼は外見的にはインパクトに欠けているので、なんとなく無視されている感じである。

　やはり、短めの銀髪でポンチョにも似たローブをまとっているレレイとか、金髪碧眼笹穂長耳のテュカ、そしてなにやら長くて大きな包みを抱えた、黒ゴス少女のロゥリィ達は、よく目立つ。議員の皆様や、中継のカメラ、そして傍聴席からの視線を集めていた。

　最初の質問に立ったのは、少数野党の女性党首、幸こう原はらみずき議員である。

　幸原みずき議員は、意気揚々と、若干のカメラ写りを気にしつつ大きなボードを片手に質問を開始した。

「伊丹参考人に、単刀直入にお尋ねします。特地甲種害獣、通称ドラゴンによって、コダ村避難民の四分の一、約百五十名が犠牲になったのは何故でしょうか？」

　幸原みずきの手にしているボードには、「民間人犠牲者百五十名!!」と民間人を強調するかのように描かれていた。

「伊丹耀司、参考人」

　委員長に名前を呼ばれ、前に出る伊丹。

　制服をぴしっと着こなすと、さすがの伊丹もなんとなく、いや、どことなく……もしかしたら凛り々りしく見えるかも知れない……ような気がする今日この頃である。

「えー、それはドラゴンが強かったからじゃないですかねぇ」

　のっけからのこの回答に、幸原議員も絶句した。

「自分達に力が足りなかったからです」とか、日本人のよくする、真面目で自己批判的答弁を期待し、それを元に質問を展開していくつもりだったからである。二重橋濠の防衛戦で名をはせた伊丹という男は、そういう真面目な男だとマスコミで喧けん伝でんされていたこともある。だが、どうも、違ったようである。

「そ、それは、力量不足を転嫁しているだけなのではないでしょうか？　百五十名が亡くなっているんですよ。それについて責任は感じないのですか？」

　バンバンと百五十人と書かれたボードを叩きながらわめく。

「伊丹耀司、参考人」

　委員長に名前を呼ばれ、再び前に出る伊丹。

「えー、何の力量でしょう？　それと、ドラゴンが現れた責任が自分に有るとおっしゃられるのでしょうか？」

「私が言っているのは、あなたの指揮官としての能力とか、上官の能力とかっ、自衛隊の指揮運営方針とかっっ、政府の対応にっっ、問題はないのかと尋ねているのですっ！　それと、ドラゴンの出現が貴方のせいだとは言ってません。ただ、現場で関わった者として、犠牲者が出たことをどう受け止めているのですか？　と尋ねているのですっ！」

「はあはあっ」と息を荒くしている女性議員を前に、伊丹は後ろ頭をガリカリと掻きながら「力量不足と言えば、銃の威力不足は感じましたよ。はっきり言って豆鉄砲でした。もっと威力のある武器をよこせって思いましたね。プラズマ粒子砲とか、レーザーキャノンとか、実用化しないんですかねぇ。パワードスーツは実用化してるじゃないですか。早く導入して欲しいところです。基礎研究は国立の教育機関でやったんだから、介護用とか更生福祉用なんてこだわらず、祖国の国防目的に特許開放してくれたっていいと思うんですがねぇ。軍事は悪だ……なんてどこの発想なんだろう。自衛隊じゃなくったって警察や消防が導入したらどれだけの人が助かるか考えないんですかねぇ。あと大勢の人が亡くなったことは残念に思いますよ」などと愚痴混じりに答えた。

　伊丹の混ぜっ返すような態度に与党側からは苦笑が、野党側からは不謹慎だとかのヤジが飛んだ。

「本省の方から補足したいのですが宜しいでしょうか？」

　そう言って防衛副大臣は、内心の笑いを巧みに誤魔化しながら手を挙げた。

「ええ、伊丹二等陸尉から提出された、通称ドラゴンのサンプルを解析した結果、鱗の強度はなんとタングステン並の強さを有するということが分かりました。モース硬度ではダイヤモンドの『十』に次ぐ『九』。それでいて重さはなんと約七分の一です」

　そんな鱗をもつドラゴンとは、言わば空飛ぶ戦車です。こんなものと戦って犠牲者ゼロで勝てと言う方がどうかしているというニュアンスのことを告げた。

　幸原議員は、ため息をつくと伊丹に対する質問を早々にうち切り、その対象を代えた。

　まずは、レレイである。

　さすがに幸原議員も、見た目、中学生程度のレレイに大上段から質問しようとは思わず、当たり障りのないところから始めた。まずは挨拶がてら「えー参考人は、日本語はわかりますか？」と尋ねた。

「はい、少し」

　はっきりとした答えに安心したように頷くと、レレイに自己紹介を求めた。そして彼女から、レレイ・ラ・レレーナという名前を得た後、今はどのように生活しているかと尋ねた。

「今は、難民キャンプで共同生活している」

「不自由はありませんか？」

「不自由の定義が理解不能。自由でないという意味か？　それは当たり前のこと。ヒトは生まれながらにして自由ではないはず」

　迂闊な質問をして出てきた哲学的な解答に、あわてふためいて「生活する上で不足しているもの、こちらから出来る配慮等はないですか？」と尋ね直す。

「衣・食・住・職・霊の全てにおいて、必要は満たされている。質を求め始めるとキリがない」

　レレイの答えは幸原議員にとって、不満の残るものであった。だからでもないだろうが伊丹に対するものよりもさらに直ちょく截さいに、百五十名の人が亡くなった原因として、自衛隊側の対応に問題はなかったか？　と尋ねた。

　レレイは、驚いたように目を白黒させて暫しばし呆ぼう然ぜんとする。その上で、ポツリ「…………ない」とだけ答えた。

　次に呼ばれたのはテュカである。

「私は、エルフ、ロドの森部族マルソー氏族。ホドリュー・レイの娘、テュカ・ルナ・マルソー」

　名前を尋ねられて、テュカは胸を張って答えた。

　今日の服装は、リクルートスーツのような濃紺の上下をまとっている。紳士服店で女性店員に無難な吊るしものをと任せた結果がこれである。そのせいか、いつもは高校生ぐらいに見えるテュカも、就職活動中の大学生くらいには見えた。

「不躾な質問をするのであらかじめ謝罪しておきますね。その耳はホンモノですか？」

　レレイが通訳すると、テュカは「は？」という表情をした。そして訝いぶかしそうに、「それはどういう質問か？」と問い返す。

　レレイが、外見の相違に対する好奇心から出た質問と思われると解説した。

「はい、自前ですよ。触ってみますか？」

　テュカは、洒落っぽく微笑むと長い髪を細い指先でたくし上げてその耳を顕わにし、ピクピク動かして見せた。

　その一連の動きと、はにかんだ表情が小動物系ぽくって妙に可愛く見えた。それが原因かどうかは分からないが、一部議員と、傍聴席、マスコミ席からどよめきの声があがる。さらには、目を開けていられないほどのフラッシュが集中して瞬いた。

　さすがに幸原議員も「そ、それは結構です」と断って、難民キャンプでの生活などについて質問し、不足はないという答えを得た後、レレイにしたのと同じように、「百五十名の人が亡くなった原因として、自衛隊側の対応に問題はなかったか？」と尋ねた。

　返ってきたのは、表情を氷のように閉ざし俯いた姿である。テュカの答えは「よく分からない」であった。理由を尋ねると、「その時、意識がなかったから」とのことである。

　最後に登場したのがロゥリィである。

　今日もロゥリィは黒ゴスをまとっている。ただ、いつもは後ろに流してるベールを今日は前に下ろして顔を隠していた。まさに喪服をまとった小貴婦人の如き装いである。

　もちろん、薄い紗でできているベールだけに、その顔かんばせを完全に隠せるものではない。が、幼さと気品が入り混じった独特の雰囲気を発していた。わずかに見えるオトガイの線は幼い少女のふくよかなものとちがって、透き通るように細く滑らかだった。そんなところから、体躯は小さいが大人の女を感じさせる。そのアンバランスが妖艶さとなって、ロリ・ペドの趣味がない者にも十分な魅力として感じられた。

　手にしている帆布に包まれた重量感のある物体を片手に、ロゥリィは正面に立った。

　ロゥリィの黒ゴスを、喪服の一種と解釈した幸原議員は、この少女からなら政府を攻撃するのによい材料を得られるのではないかと期待した。喪服を着ているのは、家族か誰かを亡くしたのに違いないから……。

　だから、悲しんでいる少女の心に寄り添うかのように、優しく、親しげに話しかけようと試みた。

「お名前を聞かせてもらえる？」

「ロゥリィ・マーキュリー」

「難民キャンプでは、どんな生活をしている？」

「エムロイに仕える使徒として、信仰に従った生活よぉ」

「どのような？」

「わりと単純よぉ。朝、目を醒ましたら生きる。祈る。そして、命を頂くぅ。祈る。夜になったら眠るぅ。まだ、肉の身体を持つ身だから、それ以外の過ごし方をすることもあるけれどぉ」

「い、命を頂く？」

「そう。例えば、食べること。生き物を殺すこと。エムロイへの供く犠ぎとか……他にもいろいろねぇ」

　最初に「食べること」を持ってきたがために幸原議員を始め、他の議員達も、彼女の言う「命を頂く」という言葉を、食事をする行為に付ふ随ずいするものと受け取った。実際食事をするとはそういうことなのだから。おかげで、「殺す」という言葉を文字通りに解釈せずにやり過ごせたことは、議事堂にいた者の精神衛生にとって幸運なことだったかも知れない。

　こうして、一通りの質問を済ませると、幸原は「あなたのご家族が亡くなった原因に、自衛隊の対応は問題がなかった？」と尋ねた。

　これには首を傾げたレレイである。なんと翻訳しようと迷ってしまった。なぜなら、ロゥリィは使徒であり、もし彼女に家族がいたとしてもそれは遙か彼方、大昔に亡くなっているはずだからだ。少なくとも今回の出来事と関係はない。

　しばし質疑が中断され委員長から「どうしました？」という声が飛んだ。

　そこでレレイは、この質問の主旨は、ロゥリィ・マーキュリーの家族のことか？　コダ村の避難民の件か？　と尋ねた。

　どちらも同じ事だろうと思っている幸原議員は、自衛隊や政府にとって不都合なことを隠すため、翻訳過程で悪質な操作がなされているのではないかと邪推した。その為、強い口調でもう一度尋ねた。

「レレイさん、こちらの質問通りに尋ねてください。ロゥリィさんの家族が亡くなられた理由に、自衛隊の対応は問題がなかったか……と」

　仕方なく、レレイは幸原議員の言葉通りに質問を翻訳した。

　しばし、沈黙するロゥリィ。幸原みずきは「しめたっ！」と思った。彼女の琴きん線せんに触れた。某なにがしかの情緒的反応が望める。だがロゥリィが発したのは「貴女お馬鹿ぁ？」という日本語だった。

　しんと静まりかえる議場。

「し、失礼。今何と言ったの？」

　幸原みずきは、戸惑いながらも問い返した。

「あなたはお馬鹿さんですかぁ？　と尋ねたのよぉ、お嬢ちゃん」

　ロゥリィはレレイを介さず、日本語で話していた。

「おじょ……失礼ですね。馬鹿とは何ですか馬鹿とは？」

「お馬鹿な質問をするからよぉ」

　そう言いながらベールをたくし上げるロゥリィの眼は、馬鹿を見下す蔑べっ視しの視線であった。

「さっきから黙って聞いてると、まるでイタミ達が頑張らなかったと責めたいみたい。炎龍相手に戦って生き残ったことを誉めるべきでしょうにぃ。四分の一が亡くなった？　違う、それは違う。四分の三を救ったのよぉ。それが分からないなんて、それでも元老院議員？　ここにいるのがみんなそうなら、この国の兵士もさぞかし苦労してるでしょうねぇ」

「参考人は言葉を慎んでください」

　委員長から、窘たしなめる言葉が飛ぶ。ロゥリィは、これを受けると余裕の笑顔で肩を竦めた。

　これに腹が立ったのか、幸原は目を据すわらせると「お嬢ちゃん。こういった場は初めてだから分からないかも知れないけれど、悪い言葉を使ってはいけませんよ。それに、大人に対して生意気な態度をとってはいけません」と、幼子を躾しつけるかのように窘めた。

　それは、年齢の高い者が唯一それだけを拠よりどころとして、年若い者をねじ伏せようとする時の言動であった。

「お嬢ちゃん？　それってもしかしてわたしぃのこと？」

　ロゥリィは胸に手を当てて尋ねた。

「貴女以外の誰でもありません。まったく、なんて娘かしら？　年長者に対する礼儀がなっていませんね」

「これは驚いたわねぇ。たかが……」

　この時、やばいと思った伊丹は自ら手を挙げた。議員の先生方は、姿が同じならこちらの常識が通じると思っているのだ。彼女らが、こちらの常識外に生息する存在であることを示すには、もっとも効果的なこと……。

「委員長！」

「伊丹参考人、指名するまで発言を控えてください」

「幸原議員は、重大な勘違いをなさっておられるようなので、申し上げておかなければと……」

　ロゥリィと幸原の間が剣けん呑のんな気配を有しているのは確かである。委員長は、伊丹が発言することでそれが霧散することを期待した。

「伊丹参考人」

　ロゥリィが唇をゆがめて、伊丹を睨みつけつつ席に戻った。彼女の目線は「邪魔をしやがって……コノヤロ」と語っていた。

「えー、幸原議員、そして皆様。我々は、若い人に年齢を武器にして物を言うことがありますが、時としてそれが我が身に返って来ることがあると思うのです」

「参考人は、簡潔に説明してください」

「……あ、申し訳ありません。つまり、その……ぶっちゃけて言えば、ロゥリィ・マーキュリーさんはここにいる誰よりも年長でありまして……」

「それは、儂わしよりもか？」

　大臣経験もある保守党の重鎮……御歳八十七歳が一番後ろから不規則発言をした。

「……………はい」

　馬鹿なことを……という気配が議場内に満ちた。

　参考人の年を聞いて見ろというヤジが飛んだりする。

　ロゥリィは「女に年を尋ねるものではないわよぉ」と席にいながら応じるが、幸原としては尋ねないわけにもいかないことである。

「おいくつですか？」

「九百六十一歳になるわ」

　静まる議場……唖然とする女性議員。不老不死……？　という声が漏れた。

　女声による他の参考人の年齢も聞いてみて、というヤジが出たりした。

「百六十五歳」というテュカの答えに、ゾッとする男性議員と、ぐびっと唾を飲み込む女性議員。雪の結晶のような天然の美しさと永遠の若さ。テュカが圧倒的な存在感をもって放射するそれは女性達が追い求めるものであったからだ。それを体現したものが目の前にいる。

　ま、まさか……という思いを込めてレレイへと質問が及び、彼女が「十五歳」と答えた時、議場にいた男性議員の間にはホッとした雰囲気すら流れたほどである。美しさ＝若さという等式が成立している旧人類の男心というのは、斯くのごとく複雑なのである。

　ここで、レレイの解説が入った。

　レレイは、『門ゲート』の向こうにおいて「ヒト種」と呼ばれる種族であり、衛生状態にもよるがその寿命は六十～七十歳前後である。向こうに住む者の多くはヒトである。

　それは、まさしく『門』のこちら側における人間と同じであり、議員連中をホッとさせ、同時にがっかりさせた。

　テュカは、不老長命のエルフ。しかも、その中でも稀少な妖精種であり、寿命は一般のエルフを遙かに超えて永遠に近いという説もある。

　ロゥリィもヒトではなく、亜神である。肉の身体を持つ神である。やはり不老だが彼女に関して言えば元来はヒトで、亜神へと昇神した時の年齢で外見が固定されている。通常一千年ほどで肉の身体を捨てて霊体の使徒に、そして真なる神となる。従って、寿命という概念はない。

　幸原みずきは、内心頭を抱えた。

　先ほどの自身の言からすると、年長者に対する礼儀を示さなければならないのは幸原の側となってしまうからだ。だが日頃から政府に対して高齢者に対する礼儀や、思いやりが欠けていると主張しているその口は、言葉を失っていた。

　こういう時は忘れてしまう。それが政治家のメンタリティーである。都合の悪いことは忘れる。無視する。あるいは捏ねつ造ぞうする。白を黒と言い抜ける屁へ理り屈くつ論述能力と、それをして平気な面つらの皮がなければ与野党問わず政治活動なんてやってられないのである。

「質問を終わります」

　ホントに終わったのかよという不完全感が漂うが、質問者が終わったと言えば終わりである。幸原みずきは使用する予定だったボードの殆どを使わずじまいのまま小脇に抱えて自分の席へと戻っていった。

　つづいて与野党から何人かが質問に立ったが、これ以降は、『門』の向こうの生活や、それぞれの文化についての質問ばかりで、ロゥリィやテュカがへそを曲げるようなものはなかった。

　要するに炎龍撃退は、誉めこそしても非難するようなことではない。自衛隊は案外うまくやっている。彼女たちには不満はない。そういうことであった。

　最後の最後に日ひ暮ぐれ議員が立ち上がった。

　そして、特にロゥリィを指さすと「生きながら神とあがめられ九百年の長きにわたって生きているという貴女に尋ねたい。私たちは自由を大切にしているが、行きすぎた自由によって不当に貶おとしめられる人を守るためにそれを制限しなければとも考えている。例えば、幼い女性を描いた物語や絵画といったものの、とある方面の内容についてです。どうしたら良いでしょう？」という質問をした。

　それは、異世界の価値観を知りたかったのか、それともその答えの内容から彼女の精神的な成熟度を測ろうとしているかのいずれかのようであった。

　ロゥリィ参考人は次のように答えている。

「答えのない問いは、長年生きていても答えは出ないわあ。答えが出ないことがまさしく答えなのだから。それでもあえて答えるなら、自分に理解できないとか、合わないとか、気に入らない、あるいは誰かの権利が害されるのを防ぐため等の理由で、ある種の文化や芸術・表現方法を廃絶する姿勢は、結局差別に行き着くと知りなさい。『健全』とか『人間性』といった名目で文化を健全と退廃に分別することを大義名分にしたとしても、その一方を抑圧し廃絶しようとするならぁ、どこで線を引くかが必ず問題になるのだから。今日、中間で線を引いたつもりでも、一方が廃絶された明日には、それは端っことなるわぁ。また、その中間に線を引きたくなる。また端っこになる。……やがて人の魂を抑圧する考え方に行き着くことになる。行きすぎた清潔主義、健康主義は必ず極端化して、害悪に転じてしまうのよぉ」





　　　　＊　　＊






　伊丹等が、国会において参考人招致を終えた頃。

　マイクロバスは、伊丹達を迎えに国会議事堂へと向かっていた。その前と後ろを、情報本部から差し回された車がきっちりガードしているが、夕刻の首都だけに道路が混んでくれば、割り込みして来る車がいたりするのは、どうしても防ぎきれなかった。

　信号で、停まり再び走り出す。

　周囲の車が、追い抜いたり、あるいはマイクロバスの後ろに入る。その車が妙に遅くて、マイクロバスの後ろで、警護に就いていた駒門達の車は、マイクロバスから徐々に引き離されつつあった。

「う～ん、妙だな」

　呟く駒門。苛立つ運転手。

「ったく、足が遅い癖に割り込んでくるんじゃないよ」

　運転手が、ウインカーを出して前の車を追い抜こうとするが、追い越し車線にいる車が妙に遅くて、なかなか車線変更の機会が得られなかった。

　そうこうしてるうちに前方の信号が赤になって、ついにマイクロバスは先へと行ってしまった。

　次第に見えなくなっていくマイクロバスの後部を見つめながら、駒門はマイクを片手に呟くように言った。

「指揮車より全車、敵さんがお出でなすった……気を緩めるな」
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　地下鉄丸ノ内線が、滑るように国会議事堂前駅へ入ってきた。

　駅の立地条件もあって終業時刻となったお役人とおぼしき人々が、そろそろ帰宅の途につこうという頃合いでもある。

　この中には国会中継を見ていた者はいないようで、レレイやテュカ、ロゥリィの一際目立つ外見にさりげないチェックを入れても、ジロジロと見るようなことはなかった。

　どちらかと言うと、伊丹に対する視線の方が痛かった。

　今の服装は陸上自衛隊の制服を脱いで、地下鉄に乗るようにと知らせてきた駒門の部下から受け取ったグレーのスーツにコートという姿である。

　これを着ると見た感じうらぶれたサラリーマンのようになってしまう。こんなパッとしない男が、金・銀・黒の美女、美少女を合わせて三人もまとわりつかせていれば、あまりの不釣り合いさに誰だって「こいつ何者だ」という視線を投げかける。

　余りにも毛色が違うから「娘です」とか「親戚です」という雰囲気をまとうことも難しい。かと言って「恋人です。羨ましいでしょう？」と、砂を吐きたくなるような雰囲気を発することも、伊丹の男ぶりではちょっと無理であった。

　善良な第三者が伊丹を見て思うのは、酷い例だと海外の女性を騙すか脅すかして、誘拐してきた人身売買組織の悪人の「手下その三」……あたりである。

　わりとマシなのは、来日した外国人タレントの観光案内を仰せつかった怪しいタレント事務所の『スタッフ三号』だろうか。どちらにしても怪しさ満点である。それでいて、一番とは思ってもらえない、見た感じ三番目くらいというところがポイントかも知れない。

　こんな事なら、観光会社の小旗でも作っておけばよかったのである。それを振りながら「はい、こっちですよ～」とか言っていれば、世間は一流旅館や風光明媚な風景、そして高級料理の写真を広告にのっけておきながら、すみっこに『これはイメージ写真です』とか書いてあるような広告を出す、怪しい観光会社のツアコン程度に思ってくれたに違いない。

　指定されていた先頭の車両を待ちかまえていた伊丹は、列車のドアと、ホームのスクリーンドアが開くと、人々の視線から逃れるような気ぜわしさで素早く乗り込んだ。

　レレイやテュカも、伊丹に続いて電車の中を珍しげに見渡しつつ入ってくる。

　ロゥリィは、珍しいことに表情を少しばかり引きつらせていた。

　見ると、車内で待ちかまえていたピニャとボーゼスの二人も不安げだ。富田と栗林がそれぞれをエスコートしている。

「よう」

　伊丹が手を挙げる。富田が黙礼して話しかけてきた。

「ホテルから、バスで移動するとばかり思ってたら、急に四ツ谷駅へ行って地下鉄に乗れって言われましてびっくりしましたよ。時間もなかったし、慌てました」

「ま、問題なく乗れたようだし、いいんじゃないか？」

　伊丹は、富田の腕にしがみついてるボーゼス嬢へと視線を送った。

　富田がボーゼス嬢を心憎からず思っていたことは周囲の誰もが感づいていたから、「はいはい、おめでとさん」という気分である。見ていて腹が立つほどだ。

　革のパンツに、ジャケットという服装で背も高くワイルドな雰囲気の富田は、金細工でゴージャスなお嬢様であるボーゼスを隣に立たせても全く遜そん色しょくない。要するにお似合いなのだが、ボーゼス嬢の表情は不安から逃れようというものが感じられて、甘い雰囲気など微み塵じんも感じさせないところが、彼女のいない男達にとっての唯一の救いであろう。

　ピニャも、ボーゼス嬢ほどではないが、ぎこちない表情をして栗林につかず離れず立っている。今、大きな音が鳴ったり、電気が消えたりしたらピニャは悲鳴を上げて栗林にしがみつくんじゃないかなぁとさえ思える。

　思わず、わっ！　と脅かしてみたくなるが、顰ひん蹙しゅくを買いそうなのでやめておく伊丹であった。

「丸ノ内線が地下を走るようになってから、カタコルーベに連れ込んでどうするんだって怯え始めて。大丈夫だって言い聞かせてるんですけどね。天井は崩れてこないのかとか、灯りは消えたりしないかとか、このまま地の奥底へ連れて行くのか？　とか心配してます」

　四谷あたりだと、丸ノ内線は地上を走っている。それが途中から地下に入ったので、びっくりしたのだろう。そういうものだと分かっている我々は気にならないが、何につけても初めてのピニャ達にとっては、驚天動地の出来事かも知れない。車内は灯火が明るくとも、車窓の外は真っ暗な地下だ。この乗り物がどういうものかという予備知識もなく、どこに行くのかも知らされていない現状では、不安感を抱いたとしても無理からぬ話だ。

「カタコルーベ……お化け屋敷みたいなもんか？　（初出の単語なので、単語帳に記入しつつ）慣れないと地下鉄の走行音ってのも耳障りかも知れないし、恐いのもしょうがないさ。まぁ、でも今でよかった。一昔前の丸ノ内線って、走行中に電気が途中で切れて真っ暗になることもあったそうだ」

　そんな風に話していると発車の合図音がして、その後ドアが閉まった。

　ロゥリィは、音の一つ一つにその都つ度ど驚いてはビクビクとしていた。小さく震える手を伸ばし、伊丹へとしがみつく。

「ど、どうしたんだ？」

　ロゥリィも、ピニャ達と同じなのだろうか？　だが、ロゥリィの怯える様は、ピニャ達のものとは、いささか質が異なる感じである。

「じ、地面の下はハーディの領域なのよぉ」

「ハーディ？　知り合いか？」

「あいつヤバイのよぉ。もし、こんなところに居るのを見つかったら、無理矢理お嫁さんにされかねないのぉ。二百年くらい前に会った時もぉ、しつこくって、しつこくって、しつこくって、しつこくって、しつこくって、しつこくって……」

　そう言って、ロゥリィは伊丹の左腕に自身の左腕を絡めてがっしりと抱きかかえた。

　右腕は、例によって帆布に包まれたハルバートを抱えている。どんな存在なのかは良く分からないが、ハーディという神様（地下というイメージから魔王ということもありえるか？）をロゥリィは毛虫のごとく嫌っているようである。

「それで何で、俺に？」

「ハーディ除けよぉ。あいつ、男なんて見るのも厭って奴だから、例え見つかっても男の側にいれば近寄って来ないかも知れないでしょぉ」

　この時、伊丹は間違っている、と強く主張したかった。「か、勘違いしないでよねぇ。ただの虫除けぇ、カモフラージュなんだからぁ!!」といったセリフこそが、こういう場面ではふさわしいはずである。

　異世界の住人に『門』のこちら側の常識（？）に従うことを求めるのは、間違いであることはわきまえているが、やっぱりロゥリィがお約束のセリフを口にするのを聞いてみたいと思ってしまうのが、オタクとしての正直な気持ちなのである。これは教育の要があるかも知れないと心密かに決意する伊丹であった。

　次の停車駅霞ヶ関駅では、駒門が「よおっ」と手を挙げつつ乗り込んで来た。

「どうでした？」とは伊丹。

「見事にひっかかりました。市ヶ谷園から、レトロパシフィカに場所を変えたことを知っていて、地下鉄に移動手段を変えたことを知らなかった時点で、機密漏洩の容疑者を二人まで絞り込めた。湧き出てきた連中には、今切り返しをかけてる。ほどなく、素性が割れるでしょう」

　切り返しとは、追跡してきた連中を逆に尾行して、『どこの誰か』を確かめることである。

「その二人、どうするんで？」

「置いておく予定です」

「捕まえたりしない？」

「必要ありません。そこで水が漏れるということをこっちが承知していればよいのです。それに、敵さんもガセネタ掴まされたと分かった段階で、切り捨ててるよ。どうせ特定の主義思想団体と関わっているか、ハニートラップにはまっただけのどっちかだし。いちいち処分してたらキリがないもん。当然、フォローはいたしますがね」

「ハニートラップねぇ……」

「ハニートラップってのは、罠だと承知してかかれば、美味しい思いが出来ます。上司にハニートラップをかけられてるようですって申告しておけば、漏洩させても良い情報を用意してくれる。金、女を好きなだけ喰い散らかして、上の用意したガセネタをかませばいい。敵が怒り狂って暴露するぞと脅してきても、こっちは先刻承知。みんな知ってる、それがどうしたと笑えば良い。なのに、それが出来ないのだから困ったもんだよなぁ」

　そういうことが出来そうもない人間だからこそ、敵も狙って来るんだと思うところである。要は教育の問題なのだが、日本人は、防諜という概念は伝統的に薄いのである。そこに国防に熱心であることを悪のごとく扱う風潮が加わるから、どうにもならなかったりするのだ。

　どこの国か、俺にハニートラップを仕掛けてくれないかなぁと駒門は下品に笑った。

「伊丹さんには、ハニートラップの心配はないですね」

「そう？」

「だってねぇ」

　そう言いながら、伊丹の左腕をしっかと抱きかかえるロゥリィへと視線を向け、次に伊丹の右に立つレレイへと視線を向ける。斜め後ろのテュカも、ジーンズにセーターというアメリカの女子高生風外見に戻っている。

　駒門は、国会中継を見てなかったからロゥリィやテュカの実年齢を知らないのである。

「幾いくら某国だって、この年齢層の工作員は養成してないでしょ……ん……いや、待てよ」

　ロリな工作員を敵さんが養成し始めたら、我が国にとってかなりの脅威となるかも……などと呟きつつ、「いや、待て、待て、待て。最近噂されている少女コールガールの組織を、その方面から当たってみる必要もあるかな……」と、急に考え込み始めた。

「コールガールの組織がどうしたって？」

「いや、な……」

　駒門は、周囲を見渡して女性達の耳に入らないよう、小声で説明を始めた。

　この手の組織は、スキャンダルに敏感な高級官僚とか一流企業の経営者ばかりを顧客とする。送り出されてくる少女の方も超高級の上玉ばかりだ。ブランド物のドレスやスーツ、あるいは着物。そういった金のかかる格好をして超のつく一流ホテルに、まるで家族連れの如き雰囲気で投とう宿しゅくすれば誰も疑わない。

　もしその組織が某国の工作機関だったら、ターゲットが少女とのいかがわしい行為に及んでいる場面を隠し撮りして、後でこれをマスコミにばらまくと脅す。今なら、動画サイトにアップするのでもよい。

　対象が大人の女性なら自由恋愛とか言い逃れのしようもあるが、相手が見た目にも分かる少女とあってはハニートラップと分かっていても対処不能。後は破滅だけが残る。だからこそ、脅された側は絶対に拒絶できない。

「まさか、そんな年頃の女の子をどうやって」

「それが出来るのが、独裁国家なんですよ」

　少女を選抜し、時には拉致して洗脳教育を施し、送り込む。人は教育次第で何にでもなる。爆弾背負って自爆テロに走らせることも、銃を持たせて人殺しを厭わない少年兵に仕立てることだって人権という言葉を知らない国なら非常に簡単なことなのだ。そして歴史には、妲だっ己きや西せい施し、あるいは貂ちょう蝉せん……年とし端はもいかない少女が国家を傾ける武器として使われて来た記述もある。

　伊丹を眺めながらその事に気付いた駒門は、携帯電話を取り出すと知り合いの捜査担当者宛にメールを打ち込み始めた。走行中の地下鉄内だから、アンテナこそ立っていないが文面を打っておいて、後で発信すればいい。

「このあとだが予定を早めて、箱根へと向かいます」

　駒門は、携帯に文字を打ち込みながらも、伊丹に今後の行動予定を告げた。だが、ロゥリィが口を挟んできた。額に珠のような汗をかいて必死な形ぎょう相そうであった。

「ねぇ、すぐここを出たいのぉ」

「どうした。乗り物酔いか？」

「どうにも、気になるのよぉ。落ち着かない」

「乗り換えは次の次だし、もう少し我慢できないか？」

　この時、ロゥリィの爪が伊丹の二の腕に食い込んだ。真剣な、そして懇願するかのような視線が伊丹を突き刺す。よっぽど辛いようだった。

　タイミング的には銀座駅に到着したところだ。ドアも開いた。

　二の腕に食い込んだ爪が相当痛いはずなのに、痛くない。そんな不思議を感じながら、伊丹は力の籠もるロゥリィの手に自らの手をそっと添えた。そして駒門へと視線を向ける。

　駒門はよく分かってない様子だ。周囲を見渡して、レレイからは無表情のままの視線を交じわらせて来て許きょ諾だくを得、テュカは肩を竦すくめてしょうがないなぁという態度ながらやはり許諾の意を示した。

　富田と栗林は伊丹の部下だから従うのが当然。ピニャやボーゼスだって、地下鉄に乗っていることが良い気分では無いようだから、反対はしないだろう。

　帰宅や買い物の客で、地下鉄は混み始めている。降りる客の流れが終わって、乗り込む客が車内に流れ来ようとする、その瞬間。

「ということで駒門さん。俺等、ここで降りるわ」

「降りるよ～」の声と共に、伊丹等はお上りさんを彷ほう彿ふつさせる大家族のノリでわいわいとホームへと降りていく。人の流れに逆行するという空気の読めない振る舞いに、乗り込もうとしていた客達はみな嫌な顔をした。が、見ればピニャやボーゼスらは外人だということもあって、皆あきらめてしまう。日本人の「空気読め」という感覚は、同じ文化の人間に対して発動される。明らかに人種や文化が違うと「しょうがねぇや」という寛容さがとってかわるのである。

「ちょっと待てって、あんた、こっちにも段取りというものが」

　駒門も置いてかれまいと、人をかき分けつつ後に続いた。こちらは日本人である。遠慮無く空気を読めという感覚が発動されて、人の流れが彼をぐいぐいと押し返した。駒門は必死になって人の波を泳いでどうにか列車から降りた。

「いいじゃないか。一駅くらい歩いたって」

　銀座から東京駅は、目と鼻の先だ。歩いたってたかが知れている。

　地下鉄丸ノ内線、すなわち今降りたばかりの電車が、銀座・東京駅間で発生した架線事故によって停止したことを知らせるアナウンスが響いたのは、伊丹達が改札を出た頃であった。




　地下鉄駅から地上……夜の銀座に出てようやく緊張から放たれたらしく、ロゥリィは、う～んと両腕をのびのび伸ばしていた。例え空気は汚れていても、ロゥリィとしては地下にいるより安心できるらしい。よっぽどハーディという存在に近づきたくないようだ。ピニャとボーゼスも、地の奥底へ連れていかれずに済んだという安心感からか実に幸せという表情をしていた。

　皆、夜の銀座の街を見渡して、昼間とはまた違う風景の煌きらびやかさに目を見張っている。クリスマス商戦のイルミネーションは、ひときわまぶしく色鮮やかだった。

　栗林と富田は、寸前まで自分達が乗っていた列車が、架線事故で停まったという事実を重く受けとめて周囲へ警戒の視線をめぐらせている。

「敵さん、何が目的だと思う？」

　伊丹の問いに、駒門は目を細めた。

「こっちを威圧してるんでしょう。ついでにこっちの力量を測ろうとしている気配があるな……威力偵察っていう奴だ」

　異世界からの賓ひん客きゃくが乗っている（と見せかけた）マイクロバスへの、威嚇追跡。

　地下鉄で架線事故を演出して、しばし電車を停める。

　どちらも、直接危害を加えようとするものではないが、こちら側の危機意識をあおるには充分である。

　狙われていることをこちらに意識させ、怖がらせる。すなわち示し威い行為だ。言わば「お前等に、いつだって手が届くんだよ。憶えておきな」という類の警告なのだ。ただ、それらの全てが成功してない。マイクロバス追跡は駒門の策略で、地下鉄停止はロゥリィのおかげで回避された。

「敵さんも、二度も空振りして今頃焦っているはず。次に空振りすれば三振だから、今度の手はもっと直接的で、分かりやすい手段になる可能性が高い」

　交通手段を地下鉄に切り替えたことを知っている人間は極めて少ないため、どんなルートで情報が敵に漏れたのかを推測しようとして、いささか混乱気味な駒門である。何度も尾行をチェックするのもそのせいだろう。

「分かりやすい手ってのは？」

「例えば……」

　言った瞬間、ロゥリィが襲われた。彼女の帆布に包まれた大荷物を、人混みから現れたチンピラ風の男が奪い取ろうとしたのである。

「荷物をひったくって後を追跡させて、罠に誘い込む……ってのは古典的な手口なんですが、何やってるんだぁこいつ」

　チンピラは、ロゥリィの荷物に押し倒されて動けなくなっていた。その大荷物の正体を知る伊丹達はさもありなんという表情で、チンピラを気の毒に思うだけである。だがそれを知らない駒門は、小さな少女が軽々と抱えていた荷物に押し倒されて、なんで呻いているんだろうと不思議に思った。

　駒門は、チンピラにのしかかる帆布に包まれた大荷物へと手を伸ばし、持ち上げようとした。そしてその瞬間、立木の枝を折るような音が彼の腰部から聞こえる。

「ぐ!!」

　急性の腰よう椎つい捻ねん挫ざ……すなわち、ぎっくり腰である。下手をすると椎間板ヘルニアを起こしている可能性もある。腰に走る激烈な痛みに、駒門は崩れるように両膝をつくと、両腕で腰を押さえて地に伏した。

「なんてぇ重さだ。バーベル並みだぜ」

　額に脂汗を流しながら倒れ伏す駒門。

　周囲には野次馬の人垣がぐるりと周囲を取り囲み、しかも遠方からは救急車とパトカーのサイレンが聞こえてくる。さらには、国会中継を見た人もいたようでロゥリィとか、テュカ、レレイにカメラ付き携帯を向ける人々も出てきた。

　ここまで衆目を浴びてしまえば、隠おん密みつ裏りに襲撃することは不可能と言える。

　こうして、見えざる敵の三回目の攻撃は、駒門の献身的な犠牲によって防がれたのであった。
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　料金滞納が祟って、携帯が止まった。

　ガスも止められた。

　水道代も督とく促そくが来ていて、そろそろヤバイ。

　年金、健康保険料？　んなもんとっくに滞納中である。

　パソコンが止まったら破滅だから何としても電気代と、ネットの光回線代・プロバイダ料は支払ったが、そのかわりに食事が徹底的に貧してしまった。

　九十九円屋で、シリアルと豆乳を買って、朝食と昼食の二食分とする。二百八円（一食一〇四円）。

　九十九円屋で、総菜とご飯。二百八円。これが晩ご飯。

　ありがたや九十九円屋。我が国日本は、なんて豊かな国なのだろう。




　……昨日から三食が、シリアルと豆乳となった。たまに気分を換えてカップ麺に、パン、野菜ジュース……なんとヴァリエーション豊かな食事だろう。だがしかし、これで一日を三百十二円で過ごすことが出来る。なんとか食を繋いで生き延びる。生き延びてやる。

「冬の同人誌即売会までの我慢、我慢」

　そう念じながらペン・タブレットを握る。あと十ぺーぢ……であった。

　Ｘデイまで保たせれば、まとまったお金が入る。借金と滞納していた公共料金を支払って、お正月が迎えられる。温かいご飯が食べられるのよ。

「そう思って我慢してきたけれど、そろそろマジでヤバイ。夢にまで、シリアルが出てきた。要するに人間は、明日のマン円よりも今日の百円なのよ。って、こんなところで人生の真理を悟ったところでなんになるのだ～あたしぃ」

　電気代が恐いので、空っぽの冷蔵庫のコンセントを抜き、室内の電灯も必要最低限以外は消してしまう。暖房？　何それ。服を沢山着込めばいいのよ。パソコンのスリットから漏れてくる空気もあったかいし。

　パソコンの液晶画面の光だけが、今や室内を灯す照明となった。

「誰か金貸して……」とＰＣメールを打ってみたが、サークルの仲間は皆ほぼ似たような状況。印刷所の締め切りに追われて忙しいか、金欠で汲々としている。よって、つれない返事ばかり。

　親は勘かん当どう状態で頼み込めるはずもなく。いっそのこと、夜の街角で立ちんぼするか？

　などと思った瞬間、窓ガラスに映った自分の姿が見えた。

　ここしばらく手入れしてない肌。ボサボサもじやもじゃの髪。牛乳瓶の底みたいなメガネ。クマの出来た目。暗い部屋を背景に、モニターの光に照らされた幽霊みたいな姿だ。不摂生な生活で痩せぎすの手足、緩んだ筋肉、たるんだお腹……スタイルにもいろいろ難あり。

　大きなため息が出てくる。

「こんな二十九女を、金払ってまで抱きたいなんて思う男なんていね～って」

　ＰＣに、友達からの返信メールが入った。

『あんた、なんだってヨージと別れたのさあ？　少なくとも衣食住は保証されてたやないの？　馬鹿なことしたよねぇ』

「言わないでくれ。つくづく馬鹿だと思ってる。だけど、それだけは、ヒトとして駄目だと思ったのよ～」

　先輩と結婚したのは、親が早く結婚しろ、結婚しろと煩かったからだ。

　あの時も今と同じようなシュラバで、収入の安定しない毎日の不安から先輩の持つ『国家公務員』という肩書きが、とても魅力的に見えたのだ。

　それに中学時代からのつきあいで、先輩という人の性格を良く知っていたこともある。先輩の家庭事情を知っていたこともある。

　クリスマス（二十五歳）が近づいて、なんとなく血迷っていたのもある。

　お腹をすかせていたあたしは、お腹が減った奢ってくれ、と頼みこむ。

　先輩は、「ま、いいよ」と近くの居酒屋につれてってくれて、焼き鳥をごちそうしてくれた。

　安定した収入の威力というものを、とても強く感じた。あのときの、ネギ焼きやボンボチ……の美味しかったこと。

「先輩、養ってください。かわりに結婚してあげます」

　と、酔った勢いで頼み込んでしまったのだ。先輩なら、断らない。その事を知っていて。

　先輩の答えは思った通りの即答……ではなかった。しばし、あたしの事をみつめて、何を考えているのか不安になるほどの一ひと時ときが過ぎて、それから「いいよ」という答えが返ってきた。

　おそらく、きっと……先輩は分かっていたのだ。『結婚してあげる』かわりに『養って』という意識で、結婚生活がうまく行くはずないってことを。

　分かっていて、それでも「いいよ」と言ってくれる。それが先輩だった。

　その先輩に向けて、助けてくれとパソコンからメールを打つ。

　世間的には、別れた夫にこんなことを頼むのはおかしなことだろう。でも、先輩とあたしは嫌いあって別れたわけではないし、ただ、あたしが結婚というものを、甘く考えていただけで、先輩は悪くなくて、結婚という間違った関係を元に戻したかったから離婚届にハンを押してくれと頼んだだけで………そんな先輩に頼ってばかりの自分は、どうかしてると思うけれど……。

　メールを発信しようかどうしようか、パソコンを前にして悩む。悩む。悩む。

『我、メシなし、ガスなし、水道代なし』

　まるで核兵器の発射ボタンを押すかのような、苦く渋じゅうの決断であった。

「………………………………………………………………あたしって、身勝手な女」

　もう、メシを食ってない。最後に食べたのは昨日だっけ、おとといだっけ。

　ひもじさを突破して痛みすら感じるなかで、眠さと疲れで重たくなった頭と、かちかちに凝った項うなじと肩とに気合いの拳をたたき込んで、「あと一ぺーぢ」と呟く。

　二十七インチワイドＴＦＴ液晶モニタの右下隅に表示される時計が、二十三時三十五分になった。その時……。

　部屋のドアが何者かによって開けられる気配を感じた。

　鍵が差し込まれ、軽快な音を立てる。

　ドアのきしむ音。冷たい冬の空気が流れ込んでくる。

「なんだ、起きてたのか梨紗。部屋を真っ暗にして何してんだ？　もう寝てるかと思ったぞ。それになんだか寒くないか、ここ。エアコンぐらいつけろよな」

　あたたかい声は、伊丹耀司先輩、その人だった。

「あ、先輩」

　あたしはその名を呼んだつもりだった。なのに自分の口から出た声は「ごはん」だった。情け無ぁ……。
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　梨紗にとって、それは驚天動地の出来事だった。

「せ、先輩が女を連れてる」

　夜の夜中に、女を連れて「よおっ、悪いけど朝までかくまってくれ。疲れた」とやって来たのである。それはもぅ、梨紗の知る伊丹のすることではなかった。

　呆然としている梨紗を後しり目めに伊丹は「あ～、入ってくれ」と、ドアの外にいた女性達を部屋の中へと迎え入れる。

　見れば、外人ばっかりである。

　問題は、梨紗の琴きん線せんに触れるタイプばかりであることだった。

「うわぁぁぁぁぁっ！　黒ゴス少女に、きんぱつエルフ、銀髪少女と、紅髪のお姫様っぽい美人に、縦巻きロールのお嬢様っぽい美人と、巨乳チビ女はどうでもいいか……国際的なコスプレの催しってあったっけ？」

　その手のイベントのスケジュールはすっかり頭に入っている梨紗であるが、今年は冬の同人誌即売会まではなかったはずである。そんな梨紗の疑念に伊丹は窓から外を警戒するように見渡しながら、深夜の訪問を詫びて事情を説明した。

　思わず、「かわいいよぉぉ」とロゥリィに抱きつこうとする梨紗。ひょいとよけられて、ダイナミックに顔から床に滑り込んだ。

「実は宿泊したホテルが火事になって………焼け出されちゃったんだ、これが」

「火事？」

　梨紗はパソコンをネットに繋ぎニュースを検索した。

　市ヶ谷園の火災が記事となっている。出火原因は「放火か？」と書かれている。

　その下には、丸ノ内線の架線事故。

　そして、国会での参考人招致が写真つきで記事になっていて、梨紗の目にとまった。写真に写っている、異世界から招かれた少女達の姿が気になったのだ。

「ん……」

　開いてみると、ロゥリィ・マーキュリーの「あんたお馬鹿？」発言が大きく取り上げられていた。高齢者＝老人という、我々の概念を根底からたたき壊す、異世界からの美少女（？）軍団、といった記述がスポーツ系新聞では書かれている。

　他にエルフ美人や、銀髪の少女の写真も載っている。

　ネット上の動画投稿サイトにも参考人招致の動画がアップされ、コメントやアクセス数がもの凄いことになっている。

　動画に映っている黒ゴスの少女を見て、そして、今自分の部屋にいる黒ゴス少女を見比べる。

　真っ黒で、フリルたっぷりのゴスロリ服。黒色の薄い紗のベールに覆われた黒髪。そして、何が入っているのか彼女の背丈を超える帆はん布ぷに包まれた大荷物。なによりも、幼げなのに妙に成熟した大人の女然とした切れ味のある容貌は、この世に二つとしてないものだろう。

　結論……同一人物。

　動画に映っているエルフ女性を見て、そして、今自分の部屋にいる金髪エルフとを見比べる。

　腰まである金糸を流したような髪。笹穂長耳は、綺麗な曲線を描いて、髪の隙間から後方に半分ほど突き出ている。アクアマリンのような碧眼。着ている服こそ国会でのリクルートスーツっぽいものから、細い脚の曲線がくっきりきっちり浮かび上がるストレッチジーンズに身み頃ごろたっぷりのセーターと変わっていたが、身体的特徴はやっぱり見間違えようがない。

　結論……同一人物。

　動画に映っている銀髪少女を見て、そして、今自分の部屋にいる、銀髪少女とを見比べる。

　光の当たり加減で、白髪とも銀髪とも表現できる髪を短くショートにして、肌も博多人形ばりの白さ。小柄な身体は、中央アメリカのポンチョにも似た生地の厚いローブですっかり包んでいて、かえって首や肩の細さが目立ってしまう。整ったその容貌は表情こそないが、かと言って能面のような無機的な気味の悪さがなく、しっかりと生きた人間であることを感じさせてくれる。強いて言うなら無表情という名の表情をもった少女。

　結論……同一人物。

　ニュース記事の、参考人招致へと至る一連の説明を読み込んで、ようやくポンと手を打って合点のいったことを示す梨紗であった。

「そう、この娘たちはレイヤーじゃなくて、ホンモノなのね。ふふフふふふフふふふフふ腐腐腐」

　独りほくそ笑む瓶底メガネ女を眺めて、「な、なに？　これ」と一同を代表して尋ねたのは、テュカである。

　女捨ててると言いたくなるような梨紗の姿にしろ、あちこちに置かれたダンボール箱にしろ、積み上げられ山をつくっている薄っぺらい本にしろ、生きているのでは？　と思ってしまうほどの精巧な人形がずらりと列べられた部屋の有様にしろ、やっぱり奇怪である。

　ロゥリィは「ここにも、ハーディがいたぁ」と、おびえを隠そうともせず伊丹にしがみついた。半分泣きそうである。

　これ誰？　という皆の無言の問いに答えるべく伊丹は口を開いた。

「これは、俺の『元』奥さんだ」

「えっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっつ!!」

「二尉結婚できたんですか？　っと言うか、こんな男と結婚するような物好きが居たってことじたいが、驚きっ!!　だけど、実物見てみたら、非常に納得できる組み合わせっ」と、巨乳チビ女こと栗林の声は、この場にいた皆のこころを代弁していた。




　梨紗の部屋に、久しぶりに明かりが灯された。

　エアコンも長い休息を解かれて、あたたかい空気を吐き出している。伊丹から緊急援助を受け、とりあえず電気代支払いの心配がなくなった梨紗の大盤振る舞いである。

　とは言っても、一同はようやく落ち着き場所を得て、たちまち雑魚寝状態で眠ってしまった。門の向こうでは、旅の最中は野宿・雑魚寝は当たり前だし、お姫様方二人は軍営生活経験者だから、そういうことでいちいち目くじらを立てるようなこともない。さらには、雑魚寝用の各種毛布類が豊富に取りそろえられていたこともあって、それほど悪い環境でもないのだ。ちなみに『各種』というのはこの場合、あんパンをモチーフにした子ども向けマンガキャラクターなどの模様が入っているという意味である。

　で、伊丹の傍らを陣取るようにしてレレイが寝ている。何故か懐かれているような気がする今日この頃だ。その隣がテュカ。伊丹を挟むようにして反対側がロゥリィ。ちなみにボーゼスとピニャは、富田の向こう側だ。

「ふ～ん。事情はよく分かったけど、そういう危ない話にあたしを巻き込むかな～」

　梨紗は、伊丹が買ってきたコンビニ弁当をガツガツと掻き込みながら、パソコンのモニターを睨んでいた。時折、ペンタブレットを握って、かしかしとなにやら描き込んでいるから、原稿チェック作業に入っているのだろう。何としても、徹夜で仕上げるつもりのようだ。

「そうですよ、隊長。元奥さまとはいえ、やはり民間の女性を巻き込むのはどうかと思います」

　起きている富田が窓の外を警戒しながら言った。

「それに、駒門さんを放り出してきて良かったんですか？」

　ホテルの火事を知らせるベルが鳴り響くや否や、伊丹はぎっくり腰でうんうん唸っている駒門を放置して出てきてしまったのである。いくら彼の部下がいるといっても薄情きわまりない行為だ。

「だってさぁ。ここまで続くと、駒門さんそのものが怪しくね？」

「駒門さんが、情報を漏洩してると？」

「いや、そうまでは言わないよ。だけど、彼と関わりのあるところで情報が漏洩してるんじゃないかって思うわけだ」

「尾行されてたとか」

「それもあり得るけど、どっちとも言いづらいよな。駒門さんを放り出して、こっちに何か有れば尾行というのが正解。何もなければ、駒門さんの方に原因ありってことかな」

「だから、ここで何かあって欲しくないんだけど……」

　梨紗の言葉を伊丹は何気なく無視しながら、「さぁ、寝よ、寝よ」とばかりに毛布を被る。そしてふと気付く……レレイの腕が伊丹の腰に回ってる。

「…………どうしよ」

　なんとなく気恥ずかしいが、とりたてて騒いで周りに気付かれるのも困ったものである。いらぬ誤解を生みそうだ。どうせ毛布の下でのこと、黙っていれば分からない。

「明日はどうするんです？」

「何もなければ、休暇が楽しめる。せっかくの骨休めをつぶされてたまるか。買い物、そして、温泉にのんびり浸かって疲れを癒そう」

「でも、宿泊先に手が回っている可能性、ありません？」

「予約したところには行かないよ。どっかに、飛び込みで行けばいい」

「この時期に、いきなり行って宿泊できるとこなんてないでしょ？」

「大丈夫、何とかすっから。それより、午前四時で起こせよ」

　一応、不寝番を富田と伊丹でするのである。

　現在午前一時二十分。富田は、午前四時から午前八時まで休める予定だ。

　伊丹は目を閉じた途端、眠りに落ちていった。




「時に……梨紗さんは、伊丹二尉の奥さんですよね」

「『元』奥さん。今は、友達……かな」

　梨紗は、パソコンのモニターを睨みつけたまま、富田の問いに答える。

「離婚した関係って、別れたあとも友達に戻れるものなんですか？」

「他の例を知らないからなんとも分かんないなあ。あたしんちの場合は、離婚してからの方が友達としてうまくいってる。結婚している時はどうにも落ちかなくって、妻っていう役割を演じきれなかったのよね」

　富田は部屋の各所に山積みとなっている同人誌の山とか、各所に列べられた球体関節人形の数々を見渡して、「はぁ、まぁ、そうなんでしょうねぇ」と、曖昧な答え方をした。そうですねと肯定すれば本人を目の前に貶けなしてるようだし、否定すれば嘘をつくことになってしまうからだ。

　富田は、積み上げられた本の一つに、何気なく手を伸ばした。そして、頁をめくって凍り付く。

「ああ、止めといたほうがいいよお。男の人には目に毒かも……って、遅かった？」

　紙面一杯に描かれた十八禁ＢＬ漫画の描写を前に、富田は仕掛けられた対人地雷でも踏んだような顔をしていた。掘り返した地雷を扱うかのように、丁寧に表紙を閉じると、そっと本の山のてっぺんに積み置くのだった。
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　冬の午前四時過ぎというのは、まだ夜中の内だ。

　原稿が仕上がったのか、プリンターは静かながらも作動音をたてて忙しく働いている。部屋の主は、することもなくなって緊張が解けたのかモニターの前でうたた寝していた。

　伊丹は、そんな梨紗の背中にリリカルなキャラクター模様の毛布をかけると窓の外へと視線を向けた。だが、明るいところから暗いところは見えにくいし、もしこちらを監視する者がいたら相手から丸見えだということを思い出し、部屋の灯りを落として改めてアパートの外を観察する。

　見た範囲では、人影もない。

　時折、新聞配達のスーパーカブが軽快な四ストローク音をたてながら家々を回っている。タクシーから酔っ払った人が降りてきて、支払いに手間取っていたり、生活リズムがどうなってるんだろうと思うような人のキックボードの音も聞こえたりする。

　それが明け方近い、都内住宅街の生活音であった。




　首相官邸。

『お休み中、申し訳ありません。総理……』

「なんだね？」

　パジャマ姿の内閣総理大臣が、ベッドの中で携帯電話を耳に当てていた。

『特地からの来賓が行方不明になったようです』

「それはいつのことだ」

『昨夜の二十三時頃です。投宿先の市ヶ谷園で火災が発生しまして……』

　首相は枕元の時計を見た。現在午前五時を過ぎている。

「で、第一報が遅れた理由は？」

『はい。ご報告申し上げるならば、状況をある程度把握してからと思いました』

「で、把握できた状況というのはなんだ？」

『はい。市ヶ谷園の火災の原因は、放火のようです』

「火をつけたのは誰だ」

『まだ、分かっていませんが、予想では……』

「予想ならば不要だ。現場担当者はどうしている？」

『現在入院中です』

「負傷したのか？　それは、敵対勢力と交戦したということか？」

『まだ、分かっていません』

「ちっ。で、来賓は無事なんだろうな？」

『…………現在、捜索中です』

「馬鹿か？」

『申し訳ございません。ですが、担当部局も鋭意努力しておりますれば……』

「違う。私が言ったのは君のことだ」

『……と、申しますと？』

　首相は舌打ちすると「もういい」と電話を置いた。

　首相という職に就いた時に、危機管理の重責を担う以上、緊急の知らせが時と場所を問わずに押し寄せて来ることの覚悟は充分に済ませたつもりだった。だが、手足となって働く官僚達がこの体たらくという現実には、ほとほと参っていた。

　エリート中のエリートであるはずのキャリア組官僚達。彼らは、ひとり一人を見れば相当に優秀だし、組織を運営していくことについては国際的にも高く評価されている。一つの課題についても、一度問題意識を持てばそれを研究し、対策を立て、それなりの行動を起こすことも出来る。だが、その場その時、その瞬間に自ら責任をもって判断し、必要な対策を施さなければならない突発的な出来事に遭遇すると「なんで？　どうして？」と小一時間問いつめたくなるほどに、頑迷で無能な存在となり果ててしまうのだ。

　しかも、彼らは意外と仕事が出来ない。書類と言えばお役所仕事の代名詞であったのに、『年金記録をきちんと整えておく』ということすら出来ていなかったことが暴露されたのは、つい最近の話だ。

　これとて、世の中が平和で比較的安定していれば、時間をかければ何とか出来ただろう。

　だがしかし今は有事である。しかも、日本を取り囲む環境はとりわけ厳しい。

　特地での戦況こそ有利であるが、『門』のこちら側では、アメリカ、中国、ロシア、ＥＵのみならず、インド、中東、南米各国大使からの、「『門』にかかわる問題を話し合いたい」という申し込みが連日のごとく入ってくる。そしてこれが厄介なのである。

　アメリカは、最初っから分け前があると思いこんでいる。招かれないパーティに勝手に押し掛け、しかも行儀良く客用の皿に家の主人が料理を取り分けるのを待つつもりもなく、自分用の大皿を持ち込んでお手盛りで欲しい分を取らせろというのだから、図々しいにもほどがある。今のところ大人しくしてるが、それは料理がまだ出来上がっていないからでしかない。

　ＥＵ各国の首脳からは、日本が特地の権益を独占することがないように、釘を刺しておくような発言が増えているし、ロシア、中国、あと中東や南米の一部……すなわち資源輸出国は、国連による『門』の共同管理を主張している。

　これらの資源輸出国は技術大国にして経済大国の日本が無尽蔵とも言える資源を握ることで、自国の権益や発言力が低下することを恐れているのだ。

　ただ、第二次大戦後のベルリンでもあるまいし、一国の首都、しかも皇居から目と鼻の先に外国の軍隊を入れるという主張は常識はずれに過ぎる。向こうも無茶を承知で口にしているに過ぎないから、真剣に取り合わなければならないような事態にはなっていない。

　癇かんに障るのは、こうした海外からの圧力に迎合する国内勢力の存在だった。

　与野党、各種のＮＧＯ団体、挙げ句の果てに宗教勢力等から、『門』の向こう側に立ち入らせろ、調査させろ、特地での活動を保障しろ、マスコミ関係者に立ち入り許可を出せ、それが無理ならせめて向こう側の人間と話をさせろという要求が出て来ている。

　そう言えば、昨日の参考人招致。『亜神』という種族のロゥリィと名乗る少女……ではなくて本人の言によれば九百歳を超えると言うが、彼女たちの登場は、各界に強い衝撃を与えたようだった。

　新聞各社のみならず、週刊誌、雑誌社、出版社、あげくのはてに芸能界、それとニューエイジ系の団体や、東西の新興宗教などから問い合わせの電話がかかってきたと言うから、笑ってしまった。

　こうした有象無象からの情報開示の要求も日増しに強くなってくるだろう。

　上手にコントロールしなければ、『門』の向こう側について権益を求める連中と結びついて、無茶な要求が現実になりかねない。国際関係というのは、学校の教室内に似ている。国連という名の教師は無能で無力だ。恨み辛みを記した遺書でも残して自殺しない限り警察は来てくれないのだ。来てくれない以上、無いも同じである。従って、子どもは有力な友達をつくって群れなければ、いじめや無法から身を守れない。

　対処としては、同盟国であるアメリカを始め、関係の良好なＥＵ諸国については、それなりに取り分が期待できることを仄めかせておく。実際問題、特地についての情報はまだ多くはないし、もし想定通りなら、特地開発は日本だけでは手に余る。要は、重要な部分で日本によるコントロールが効けばいいのだ。そしてアメリカも、ヨーロッパもそれで満足するだろう。

　問題はロシアと中国だ。

　ロシアの、エネルギーの元栓を握りながらの強引な外交施策は、ＥＵのみならず東欧諸国でもかなりの反感を買っている。ＥＵが特地に強い関心を示すのも、乱暴なロシアの態度に、内心で辟易しているからだ。特地から安定したエネルギー供給を受けられるようになれば、強いられて来た我慢もしないで済む。

　当然、ロシアとしては困るわけで、ロシアが強硬に国連による管理を主張するのもそれが理由だ。ロシアにとっては『門』は無い方がよいのである。その意味では厳重な警戒が必要だった。あの国は民間機だろうと漁船だろうと平気で撃つ。下手すると通常弾頭のＳＬＢＭを『門』めがけてぶっぱなしかねない。

　ロシアに対しては、ＥＵとも相談しなければならないが……要するにロシアのヨーロッパへの発言力が急激かつ極端に低下しないように気をつかわなければならないということだ。このあたりは『気をつかっているゾ』と示しながら、手を出したらただじゃあ済まないぞという毅然とした態度を取ることが必要となるだろう。

　中国の場合は、ロシアと違って『門』の存在そのものについては否定的でない。何しろ状況が逼迫しているからだ。

　中国は資源輸出国であるが同時に、資源輸入国でもある。この国は、愚かなことに十三億人の国民全員に豊かな生活をさせようとしている。それは、エネルギーや資源の需要と供給を大きく崩す行為だった。これまでの数十倍という膨大なエネルギーを、一時に必要とすることになるのだ。これと言うのもあの国が十三億という数の国民を御すことが難しくなって来たからだ。国をまとめるために必要だったのかも知れないが、長年続いた偏った教育の結果、中国人の自我は中華思想を背景に限りなく肥大してしまった。大国意識、過剰なまでの優越意識、そして一人っ子政策から起こる両親による甘やかされ……気位が高くなれば貧しい生活で満足できるはずもない。日本やアメリカから入ってくるテレビドラマに映し出される主人公のような、高級乗用車を乗り回し、物質的に豊かで享楽的な生活をしたいと思うのも当然のことだった。思ってしまうのだ。偉大なる漢民族の一員たる自分が、日本人などよりも劣った暮らしが出来るか、と。十三億人が不満を抱く。国内の不公平に不満を抱く。大国の国民のはずなのに、偉大なる漢民族の一員なのに、自分はちっとも豊かでない。

　不満が鬱積し、はけ口を求めて駆けめぐる。

　エゴを抑制する力はなく、実力の裏打ちのないプライドは傷つきやすい。真実を指摘したり我慢を強いる者は敵で、自意識を満たしてくれるものだけが正義だ。

　溜まり溜まった不満が出口を求める。

　日本のような民主国家は、国民は不満に思った政権を選挙という方法で平和裏に引きずり降ろすことが出来る。だが、独裁国家では破壊と暴力によって政府そのものを転覆させるしか方法がないのだ。だから、彼らは暴動を起こす。それは彼の国の指導者にとっては恐怖であった。あり得ないはずのソビエト崩壊もそれほど昔のことではない。だからこそ必死なのである。国民の不満をなだめるため、肥大していく欲望をいかに満たすかで汲々としているのである。だから甘い言葉を囁く。『共産党の政治により未来は明るく、誰もが豊かになれる明日が約束されていて、諸外国はかつてのように中国を宗主国として敬い、ひれ伏すだろう』と。

　日本としては、このような中国ともつき合っていかなくてはならない。ならば、事を荒立てるより仲良くしていた方が得だということを分からせることだ。

　そのための餌が特地であった。

　中国はとにかく資源が欲しい。そのためには強引に奪うか、友ゆう誼ぎを求めて、分けて欲しいと頼んで来るかのいずれかになる。今は、日本の権益独占に対する警戒と嫉しっ妬と心を示している段階だ。頭を下げるのも業ごう腹はらだから『耳障りな雑音』を発しているのだ。それもこれからは、ますます露骨になって来るだろう。

　ある意味、ここが踏ん張り所なのだ。

　他人が、自分の欲しいものを持っている時、強引に手を出して奪い損なえば、後で態度を改めて「分けて下さい」と頭を下げて頼んでも、貰えるはずがない。その常識をしっかりと理解させる。そうすれば、これまでのことはあたかも無かったかのように、好意的な笑顔で友好ムードを演出しつつ握手の手を伸ばしてくるだろう。しかしこれに容易に乗ってはいけない。中国の対日外交の基本は、『握手をする時に、つま先を踏む』だ。外務省の官僚は、拳を振り上げてくる相手には断固として退かないが、握手する時につま先を踏まれると簡単に一歩退いてしまうという性格がある。そこにつけ込まれているのだ。だから、中国は様々な形で喧嘩を仕掛けてくる。そして、必ず後で握手しようというサインを見せる。その時に飛びつかず、足を踏まれても痛いと言わずにじっと相手を睨みつける覚悟と根性が、対中政策上は必要なのである……………が、官僚達のこの体たらくである。先代の北条首相はよくぞ我慢できたものだと思う本位である。「もしかして、わざと？　オレって虐められている？」と思いたくなった。

「結局大事なのは学歴なんぞではなく、人間の質なのかも知れない」

　先代首相は、反対勢力からは蛇だ蝎かつのごとく嫌われていたが、逆に言えばそれだけ指導力に優れ、自分がよいと思う政策をどしどし推し進めていた。内閣も政府も緊張感があって自分が、彼の官房長官として働いていた時は、ホントに良いのかと思うほど果断に振る舞うことが出来たが、それも彼の揺るがない政治姿勢が後ろ盾となっていたからだ。

　さすがに、あれは不味いと思って自分が首相になってからは各方面に配慮した政治をするようにしたのだが……何が悪かったのか閣僚の汚職疑惑とか過去の問題が噴出してくるわ、党内の身内が身勝手この上ないことばかり言い出すわ、各省庁の問題が頻出するわ、もういい加減仕事を投げ出したくなる。おまけにこの不始末である。

　第一の問題は、「特地からの来賓が行方不明」という重要な情報が、この時間まで報告されなかったことである。

　第二の問題は、ある程度の状況を確認してから伝えようと思ったのであれば、この程度では状況をまとめた内に入らないということだ。すなわち中途半端なのだ。

　第一報というのは不正確であってもよいのだ。何か事が起きているということを知らせることに意義があるからだ。従って速さと早さのみが価値を持つ。この報告を受けた責任者は、対応の準備を（物心両面で）整えることになる。

　ついで第二報とは、何が起きているかを詳しく報じることになる。これによって、具体的な対応に動き出す。従って、何が起きているかの具体的な中身が大切になるのだ。その意味から見ても、今回の報告は遅きに過ぎて、しかも内容は不十分である。要するに、ちゃんと報告はした。責任は果たしたというアリバイ工作でしかない。

「これで何を指示しろって、言うんだよ」

　と、ぼやいてしまう。とは言っても、何もしないわけにはいかないのが彼の立場だ。特地からの来賓は、この戦争を終わらせるばかりか、特地と我が国との将来を方向付けるという意味でも重要な存在となる。しかも、その中には国会を沸かせてくれた、あの綺麗な三人組も含まれている。彼女達には恐い思いはさせたくない。

　本もと位いは携帯電話を再び開いて、電話をかけた。

　しばしの呼び出し音に続いて、相手が出た。

「嘉か納のうさん、朝早く済みません」

　…………

「よかった、起きておられましたか？　睡眠を邪魔するんじゃないかって心配してたんです。とは言え電話をしなければならない立場がお互いに辛いところですね。え、私ですか？　さきほど叩き起こされました」

　…………

「実は特地からの来賓の件です。各所からいろいろと雑音が入ってたのは嘉納さんもご存じだと思うんですが、雑音もいささか度が過ぎたようで、来賓が逃げ出してしまったんですよ。無事ならいいんですが……ええ」

　…………

「え？　……いや、実はお恥ずかしながら、たった今報告を受けたところで」

　…………

「はい。正直言って今の担当者では心許ないので、お手を煩わずらわせますが『特地問題対策担当大臣』をお引き受け願えないかと……丸投げになってしまって申し訳ありませんが」

　…………

「ええ、宜しくお願いいたします」

　…………

　本位は、携帯電話を閉じると盛大に「くそっ」と罵倒した。嘉納から嫌みの一言二言も言われたようである。「もう辞めてやる。辞めちゃうぞ、こん畜生め」と呟きながら、ベッドに潜り込むのであった。




　夜の帷とばりがあけた。

　テレビでは、無責任なコメンテーターがあちこちで起きた出来事について、あまり意味があるとも思えない個人的な感想を述べ始めた頃合いである。まだ眠っている者を邪魔したくないので、音量を小さく絞って流しっぱなしにしておき、雑魚寝している者を踏まないように注意しながら、伊丹はワンルーム・マンションに申し訳程度につくられている狭い台所に立つと、コンビニで購入したパン、牛乳、卵等を用いてフレンチトーストを作り始めた。

　彼のする料理は焼くか、炒めるか、のどちらかだけである。味は甘くするか、ソースないし醤油をかける、あるいは軽く塩をふる、といった単純なもの。複雑な味付けはしないし、そもそも出来ない。ダシも使うとすればスーパーで手に入るカツオダシだ。

　素材の味を活かした素朴な……と表現すれば、それなりの料理であるかのように思えるが、要するにフライパンしか使わないのである。

　もし、晩飯を作らせたらきっとスーパーで一番安いオーストラリア産かアメリカ産の肉を買ってきて、フライパンで焼いて、軽く塩と胡椒をふっておき、後でソースをかけて食べるという食事になるだろう。もちろん野菜は、冷凍のミックスベジタブルである。生野菜を食べるなら、キャベツとかレタスを半玉買ってきて、ざくっと切ってそのまま出すという大胆さだ。ご飯は、一度に四合くらい炊いておき、一膳ずつラップにくるみ、冷凍保存しておく。そうして毎回必要分を電子レンジで解凍して食べる。要するに料理は、変な味付けをしようとしなければそれなりに食える。そうすれば、とりわけ美味くなくても、まずくもならない。それで良いと思うところが、伊丹の食に対するこだわりと言える。

　散らかっている荷物を部屋の隅に押し退けて、大判の折脚テーブルを部屋の中央に置く。そこに伊丹は皿を列べていった。

　富田はぐーすかと入にゅう眠みん中。栗林は一度トイレに起きてきたが、今は再び眠っている。この二人が目を醒ます頃には、朝食はすっかり冷めているだろうが、そういうことはあんまり気にしない。特地組では、ピニャとボーゼス……それとロゥリィの三人が早起きであった。ロゥリィは起きた途端、窓の外に見える太陽の前で跪ひざまずいて祈っていた。ピニャとボーゼスは最初はテレビに驚いて見入っていたが、この時間に流れているニュース番組の類は言葉を解さないと面白くないためにほどなく飽きが来て、今度は室内に置かれた同人誌の数々へと関心を移していた。

「で、殿下、こ、これは」

「う～む。これほどの芸術が、この世にあったとは」

「殿下。ここは異世界です」

「そうだった」

「…………………」

「…………………」

「文字が読めないのが恨めしい」

「殿下。語学研修の件ですが、是非わたくしを」

「狡こすいぞ」

「わたくしがこれらを翻訳して、殿下の元に……」

「…………………」

「…………………」

「………う、う～む」

　伊丹は、自分なりにピニャやボーゼスの会話に割り込むタイミングを見計らいながら、「あの……」と声をかけた。二人とも、ページを捲めくる手を止めて驚いたように顔を上げた。ロゥリィも、丁度お祈りが終わったようで、伊丹へと顔を向けた。

「朝食。出来たんだけど、食べる？」




　防衛大臣兼務特地問題対策担当大臣、嘉納太郎宅。

　伊丹等がフレンチトーストという洋風の朝食を食べている頃、嘉納も東京滞在時用の自宅で、ごはんに納豆にみそ汁という日本人的（関西方面の方には、異議がおありであろうが、ここはご勘弁頂きたい）な朝食をとっていた。

　第一秘書の野の地じが、嘉納事務所の秘書集団を引き連れて「おはようございます」とやってくる。

「大臣、今日のご予定ですが……」

　などと、メモを開きながら読み始めるのをさえぎって、嘉納はみそ汁をすすりながら「悪いけど、それは中止だぜ」と独特のしわがれ声で宣った。

「どうしました？」

「明け方によお、総理から電話があったんだよ。特地からの来賓が行方不明だってさ。だから任せるってよ」

「それって！　だって特地のことであっても講和については、総理が官邸主導で行いたいからって強引に奪っていった仕事じゃないですか。それが、自分では手に負えなくなりました、あとはお願いしますなんて、都合が良すぎませんか？」

「そう思うだろう？　俺も思っちゃうんだよ」

　ま、考えなくても分かることだが、首相はこの戦争を圧倒的に有利な条件で終わらせたという成果を独り占めしたかったのだ。狙いは間違ってないと思う。だが、手に負えなくなるとすぐに投げ出すのが、今の首相の悪いところである。要するに根性が座ってないのだ。

　もしゃもしゃと味海苔を口にする嘉納は、そんなことを呟いた。

　野地は、「はい、かしこまりました」と呟いて、携帯電話で各所にキャンセルの連絡をしていく。

「それでよ、野地。悪いけど官邸まで行って、来らい賓ひんの方々の資料を貰ってきてちょうだいよ。ついでに総理の顔色を見てきてくれ。松井、朝一番で担当者会議を招集するから関係省庁に連絡してくれ。それと情報本部の担当者に状況がどうなっているか問い合わせてくれよ。以後の報告はこちらにするようにと付け加えてな」

「あ、はい」

　野地は、携帯と手帳を懐に戻すと即座に席を立った。第二秘書の松井も携帯電話を取り出すと各方面に連絡し始めた。
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「よし、今日は楽しむぞ」

　朝食終了後、伊丹は片づけを済ませると、かぶりつきでテレビを見ている特地組女性衆に宣言した。テレビの画面には昨日の参考人招致でレレイらが質問されている様子が映し出されている。

「楽しむって、それどころじゃないんじゃないですか？」

　昨日は狙われたり、ホテルに火をつけられたりしたのに軽率ではないかと栗林は言う。

　だが伊丹は首を振った。「俺のモットーは喰う、寝る、遊ぶ。その合間にほんのちょっとの人生！　だ」と。

　そういう問題じゃないように思うんですが……と富田も首を傾げるが、この場における最高指揮官の伊丹が「休暇を楽しむぞ」と宣言する以上、二等陸曹でしかない身では言い返しようもない。

「第一、万が一敵が俺たちの居場所を知ってるんなら、ここに閉じこもってたって危険なことに変わりはないじゃないか。それだったら、外を出歩いて人目の多いところで遊んでいた方がよっぽど得だ。違うか？」

　確かに一理あるようにも思える話であるが、なんだか、それだけのためにもっと重要な何かを犠牲にしているような感触もあった。もちろん富田だって、栗林だって仕事大好き人間というわけではない。若いのだから買い物をしたり、遊んだりもしたい。だから、伊丹が遊ぶというのなら「まぁいいか」と最終的には受け容れてしまうのである。

　そうなれば、問題はどこへ行くかである。

「はいっ、お買い物っ！　渋谷っ、原宿っ！」

　手を挙げたのは、梨紗であった。買い物は狩猟本能の代償行為とも言われている。金銭的な困窮を堪え忍んできた反動からか、熱烈な購買意欲が頭をもたげたようである。

「なんでお前が提案するんだ？」

「えーーーーーーーーもしかして仲間はずれ!?　いぢめかな？　これって、いぢめっ？」

「別にいじめてないって。みんなが良ければ、別に構わないと思うぞ」

「やったぁ」と喜んだ梨紗は栗林に買い物を提案した。栗林もこれに賛同すると、テュカやレレイに、渋谷や原宿がどんなところであるかの説明を始めた。「洋服だの下着だの……」云々という言葉が聞こえて来る。ロゥリィはなんだか気が乗らない様子であったが、梨紗が「黒ゴス……今着ているようなのが良ければ、下北沢に専門の店があるよ、行ってみる？」と言ったのを栗林が通訳した途端、態度を百八十度変えて賛成票を投じた。

　女性陣の希望が渋谷を中心としてその周辺に決まりそうな中で、伊丹は「俺としては、秋葉原、中野なんだが」……と、何が目的なのか理解できそうな地名を呟いたりする。

「自分としては、どこでも良いんですが、ボーゼスさんが『この世界』の資料とか見れるところがいいと言ってますので、図書館などはどうかと思ってます」と、富田がピニャやボーゼスの意向を代弁した。実に渋い意見である。図書館デートを企画しているようであった。

　行きたいところが分かれてしまった。

　伊丹は、「……」と梨紗の顔を見て、「同行してはいけない、絶対にいけない」という第六感の囁き……ではなく絶叫を耳にした。女の買い物につき合った男の末路は悲惨である。覚悟を決めてとことんつき合うつもりなら、それなりに楽しめる可能性もあるが、中途半端な気持ちで関わるなら絶対にやめておいた方が良い世界なのである。

「とりあえず午前中は分かれて行動するぞ。余裕をもって午後二時に新宿駅で待ち合わせして遅めの昼飯にする。それからは集団行動で移動して夕方は温泉で、夜に宴会ってことで」

　こうしてレレイらは、異世界の街へと買い物に繰り出すこととなった。




　単独行動の伊丹や、図書館行きの富田・ピニャ・ボーゼス組と別れたロゥリィ・レレイ・テュカ組らは、栗林と梨紗に連れられてまず原宿に現れた。

　お上りさんよろしく、周囲を歩くものすごい数の人に圧倒されてきょろきょろしている。そんなレレイ達を連れて梨紗が入ったのは、当然のごとく服のお店であった。

「どうにも、その格好が我慢できなかったよねぇ」

　と、梨紗は宣言すると、レレイのポンチョにも似たローブを追い剥ぎか性犯罪者のように「うへへへへへ。良いではないか、良いではないか」とひっぱがして、可愛系や、ギャル系、ナチュラル系等の服を次々と取り出してきては着せ替えた。どうも、等身大の人形遊びとでも思っているかのようである。

　着せては脱がせ、着せては脱がせ……そうこうしている内に、色は別にしてもレレイが気に入った様子を見せたトップは、シンプルで腿を半分まで覆うロング丈のカットソー（ここまで長いとワンピースと呼ぶべきか？）、ボトムは膝丈のレギンスであった。たっぷりとした生地で身体の線を覆い隠してしまおうとするところに彼女の恥じらいが感じられる。だが逆に下の方は伸縮自在でぴたっとした生地が細めの脚をなかなか良い感じで強調するから、こちらのほうでは冒険を試みている。

















「ふむ。そう来たか」

　ならば、色としては水色、黄色、ピンク……と眼にもまぶしい色を薦すすめたい。梨紗としては、これにしっかりした作りの可愛いアウターを選んで、冬の東京にも対応可としたいと思うところである。だが、レレイとしてはパーソナルカラーの白に、どうしても気が惹かれるようであった。一方、梨紗としてはさすがに上下全部が白の無地はどうかと思う。

「白に白じゃ、詰まらないじゃないっ!!」

　そこで妥協策として刺繍が入っているものとか、柄物を薦める。

　結局の所、トップは無地の白が採用された（ただし悪戯で、背中のカットが深い大胆なデザインのものを忍び込ませた。これによって、細い肩から項のラインがあらわになってコケティッシュな魅力を男共に振りまくだろう）。レギンスも生地は白だが、これについてはおとなしいながらも刺繍やリボンが入っている可愛いデザインのものを強く薦めた。

　対して、テュカの方はずらっと列ぶ衣装を前に、自分なりの好みから次々と欲しいものへと手を伸ばした。今着ているストレッチジーンズとＴシャツ＋セーターという組み合わせも悪くないが、どうにもおへそが出るのは心許なく思っていたようで、レレイが選んだような丈のたっぷりとしたものを手にした。ただし、身体の線が強調されるピタっとしたＴシャツワンピースを選ぶところは、スタイルに対する自負心が感じられる。「脳筋爆乳」と呼称される栗林とは方向性は違うが、形状の良い曲線を肢体に有しているのだ。色は森の妖精らしく当然のことながら緑……若草色だ。

　梨紗としては、テュカのウエスト回りはすっきりとしすぎているから、小物入れかハードなベルトでウエストマークをつけたいところである。寒気対策としてはダブルのコートが良いかも知れない。

　着替え終えたテュカやレレイが試着室から出てきたところで、梨紗や栗林そしてロゥリィが「おおっ!!」とぱちぱちと手を叩いたりとファッションショーのノリとなる。

　金髪ブロンドで碧へき眼がんのテュカやプラチナブロンドで翠すい瞳どうのレレイは、外国人モデルみたいにとても見栄えがよく、見物人も集まってお店の中はちょっとしたガールズコレクションという雰囲気になった。お店のスタッフも丁度良い人寄せになると思ってか、大いに協力的だ。

　こうして、レレイが眉を寄せるような例えば花柄のノースリーブのタンクトップとか、脚をつけ根から露わにするホットパンツといった物も含め、様々なアイテムが買い物籠に放り込まれていく。テュカの買い物籠も、梨紗によって深Ｖサイドギャザーなど、いわゆるセクシー系の衣装までもが次々と放り込まれていった。

　昨日の国会中継や、今朝方のテレビ等で、テュカやロゥリィを見憶えていた人達もいたようで、時々「あの三人って、『こっかい』でしゃべってた娘とかでしょ？」などという声があちこちで囁かれだした。その頃合には、このお店での買い物も一段落ついたのでお会計である。お店も売り上げに貢献してくれた五人の女性の買い物には、たっぷりのおまけという形で好意を示してくれた。

　ちなみに、買い物の代金はそれぞれ各自が負担している。以前述べたように、レレイは日本政府から通訳などの業務のために雇われているし、テュカは森を切り開く際にどの樹は切って良い、どの樹は駄目という指導をしたり、水源捜索（水の確保は、非常に重要である）といったことで重要な役割を果たしている。ロゥリィは、アルヌスの北の麓につくられた墓地で、祭さい祀しをしたり、宗教的禁忌などを避けるためのアドバイザーの役割をしている。そんなこともあって、三人とも特地では使い道のない日本円を結構貯めているのだ。

「次はインナーよ!!　その次が黒ゴス、そしてアクセっ！」

　梨紗の宣言によって五人の女性は、下着のお店へと向かうのであった。




　一方、ピニャとボーゼスの二人をひきつれた富田は、図書館へとやってきた。

　図書館に収蔵されている膨大な量の書籍に目を丸くしつつ、二人は国家がこれらの書籍を一般に開放し、見たい者がいつでも見ることが出来るということに感銘を受けていた。

「どんな資料が良いですか？」

『門』のこちら側の世界を知るための資料は無尽蔵にある。だが、文字が読めない以上、写真集や映像資料がよいだろうと思いつつ、どんな資料がいいのかと注文を尋ねたところ、二人の答えは即答であった。

「芸術」
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　東京都新宿区新宿二丁目。

　ここにはかつて古いにしえの聖地があった。もちろん今は存在しない。地下鉄丸ノ内線新宿御苑前駅を出て、とあるビルの外壁に面した鉄の階段を上る。ドアをくぐるとそこには漫画を始めとした、他では入手の難しいアニメのポスター、下敷き、ポストカード、そしてセル画などが販売されていた。なんだ、そんなものなら扱っている店はどこにだってあるではないか……と思う向きも多いだろう。どこでと問えば、秋葉原、池袋と、いくつかの地名を挙げることも難しくないだろう。……いやいや、それは今のこと。当時秋葉原は世界にその名も知られるただの電気街であり、池袋にも乙女ロードなどと冠される通りはなかった。そもそも『オタク』などという言葉も、市民権を得る前だ。とある男が幼女を拐かどわかして歪んだ欲望のはけ口とした上で殺あやめてしまい、オタクのイメージを惨さん澹たんたるものとしてくれた時期……その頃の話である。

　そう。時は、およそ二十数年前。

「当時、結婚したばかりだってえのに、選挙で落選して浪人してたころだな」

　スーツ姿のおっさんが旧き良き時代を懐古しつつ呟いた。

「俺は中学生でした」

　伊丹は、さっぱりしたような口調で語った。二人は互いに顔を見合わせようともせず、じっとたたずむように、かつての聖地だったビルを見上げていた。

「ＳＰも連れずに独りで来るとは思いませんでしたよ。何かあったらどうするんですか？」

「何言ってるんだ。最強のボディガードがついてるだろ？」

「閣下も冗談を真に受けてるんですか？　アテにされても困りますよ」

　ようやく二人は向き合う。そして伸ばした手を互いに握り合った。

　立ち止まっていても何である。二人はそぞろ歩きしながら入園料を支払って、新宿御苑の門をくぐった。さすがに冬の平日だけあって、御苑内で散策する人もまばらだ。遊歩道の枯れ葉を踏むとパリという感触が靴底を通して感じられる。

「あのころのチューボーが、今じゃ立派になって」

「あの時のおっさんが、今じゃ閣下ですからねぇ」

「閣下ねぇ……今ひとつ、ピンとこねぇなぁ」

　気のおけない同志の会話。互いに言葉を飾る必要もない。政治家の嫉妬や裏の意味が込められた陰険漫才のそれとは無縁のものだった。

「あの時に、この漫画は面白いか？　って話しかけられたのが、きっかけでしたねぇ」

「そうだっけか？」

「当時、青年誌は、中学生が手を伸ばすのは憚はばかられた時代でしたからねぇ。なんてこと訊いて来るんだこのオヤジはって思いましたよ。しかも、内容を解説するのに小一時間くらいは喋らされましたからね」

「代価としてメシを奢ったろ？　だいたい、手を伸ばすのも憚られるって言ったって、ちゃんと内容を把握していたろ、お前さんは」

「そりゃあ、あの漫画はアニメになってましたから」

「そうだったか？」

　嘉納太郎は、鼻で笑った。

「あれから、お前さんが教えてくれた漫画は全部読んだぜ」

「俺も、貸して頂いた古い漫画面白かったです。黒人ガンマンと、東洋人少年とのゴーストタウンでの決闘は、凄く燃えましたね」

「そうだろ？　ありゃ最高だ」

　こうして、二人のオタクはしばしの間、漫画談義で時を過ごした。だが、楽しい時とはすぐに過ぎていくものでもある。

「お、そろそろ時間だ」

　気がつくとあっと言う間に一時間が過ぎていた。予定の詰まっている嘉納にとっては、もう次の仕事場へと向かわなければならない頃であった。

「あ、これを……」

　伊丹は、嘉納に本屋の袋を手渡した。中には電話帳ほどの厚みと重量感のあるカタログが入っている。

「ありがてぇ。最近じゃ本屋にも迂う闊かつに行けねえんだよ」

　嘉納は「じゃあまたな」と手を挙げて挨拶をすると背中を向けた。

　そして数歩歩いて、「あっ、しまった」と振り返る。

「お客さん方は元気かい？」

「ええ」

「ホテルから逃げ出して行方をくらましたのは良い判断だ。だが、ちと困ることがある。こっちとしては伸びてきた手をピシャリと叩いて、悪戯小僧を叱りつけておきたいところなんでな。手間掛けさせて悪いが当初の予定に戻ってくれ」

「態勢は？」

「お前さんの原隊の、えすえふじーぴぃ（SFGp）って言ったか？　その連中に任せることになった。ってことだから、予約しておいた旅館に入れ。防衛大臣兼務特地問題対策大臣として、職権をもって命じる」

　嘉納はここで「命じる」という言葉を用いた。そこに伊丹は嘉納の心意気を篤あつく感じるのである。はっきりと命令するということは、何かあったら責任を取る姿勢を表しているからである。責任を取りたがらない者ほど命令することを嫌う。命令をせず「頼み事」と言ったり、「相談」とごまかして、何かあったら現場の暴走ってことにして逃げるのだ。その意味では、はっきりと命令された方が安心できる。そして、それは現場に立つ者にとって最高の支援となるのだ。「命令する」「される」の関係を血の通わない無機的なイメージで捉えることもあるだろうが、現実にはこういう側面もある。

　伊丹は、離れていく嘉納の背中が見えなくなるまで、四十五度……則ち最敬礼をもって応じていた。




　さて、待ち合わせの時刻に、待ち合わせ場所にそろった面々を見渡すと、伊丹は思わずため息をついた。なにしろ、それぞれに大きな荷物を抱えていたからだ。

「つい、買い物しすぎちゃって」は梨紗の言い訳であったが、はたしてこれが「つい」の一言で済む量だろうか？　例えば梨紗は衣類、小物類、婦人用雑貨の数々を山盛りにした袋が一人では抱えきれないほどになっている。おそらく、伊丹の貸した金の殆どを使い切ってしまったのではないだろうか？　だが「大丈夫、冬の同人誌即売会まで保てばいいんだから」などと宣っている。

　テュカは山岳用品店の手提げ袋をぶら下げていた。それとスポーツ用品店の包装紙に包まれた機械式洋弓コンパウンドボウ一式である。どうやら森の精霊というのは徹底してアウトドア派のようであった。「こっちの弓って凄いのよ」と言う口にはどこか言い訳めいた響きがあった。

　レレイは、やっぱり十数冊にわたる書籍の入った袋をぶら下げて「…………本は必要なもの」とボソリと呟いた。

　他にも、ノートパソコンとおぼしき箱を大事そうに抱えてもいた。こんなもの買って、向こうで電気……どうするつもりなんだろう？　と思ったりする。

　ロゥリィは元から抱えているハルバートもあってか、比較的荷物が少な目である。が、それでも手提げの紙袋には、黒いフリルや刺繍の塊とおぼしき衣装の数々が詰まっていた。彼女は堂々と胸を張って告げる。「向こうじゃあ、誂あつらえるのも大変なのよぉ」と。

　これに対して、図書館でもっぱら芸術探しに時間の大半を費やしてしまったピニャやボーゼスは、買い物を楽しんだロゥリィ達を実に羨うらやましげに見ていた。どうやらお目当てのものは見つからなかったようである。富田曰く、「何を探しているのだか、はっきりしなくって。ギリシャかローマ時代の彫刻だと思ったんですが、どうも彼女たちの注文する芸術とはイメージがあわなかったみたいです……」だそうである。
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　アメリカのロッキー山脈の地下には、緊急時……例えば核戦争における全軍の指揮運用を目的とした総合作戦指揮所が用意されていた。

　小説や映画で登場する薄暗い指揮所内のモニターやスクリーンにきらめく無数の光輝グリッドや、スイッチがイルミネーションのごとく輝く様相を水晶宮に例えて形容してクリスタルパレスと呼ばれることもある。

　実際、日本国内でも航空自衛隊の防空指揮所といったところは、そのような場所らしい。

　だが、市ヶ谷の地下につくられた広域指揮運用センターや、状況管理運用システムルームなどと称される部屋は、どちらかと言うと報道番組か政治バラエティ番組を収録するテレビスタジオのような雰囲気を持っていた。明るい部屋の片隅には編集室のようなブースがあって、無数のモニター画面がある。そして、指揮運用に携わる制服組の幕僚達が詰めて、刻一刻と変化する状況に応じて、巨大な液晶パネルに表示される部隊符号を切り替えていた。正面に映っている画像によると、現在九州南西部の石垣島に中国方面から近接してくる航空機があり、これに対してスクランブルが発動されＦ15戦闘機が二機向かっている。あるいは、同近海に潜む所属不明潜水艦が赤く示されている。その近くには、我が方を示す青い色の潜水艦マークがあって、赤いマークの後ろを執拗につけ回していた。

　某刑事物の映画では、事件は会議室で起きているのではない……というセリフが流れたが、ここでは現場と会議室が直結している。状況の中に投じられ、否が応でも視野が狭くなる現場担当者を、後方に控えた冷えた頭の運用管理者が広い視野の元で支援し、指揮を行うシステムなのである。

　この部屋に、防衛大臣兼務特地問題対策大臣の嘉納が背広組の参事官と、制服組の幹部らに付き添われて立ち入った。

「おはようございます、大臣」

　二十四時間常時勤務態勢のここでは、時計の針がどの数字を指していようとも、習慣的に「おはようございます」と挨拶される。テレビなどに見られる芸能界の習慣を諧かい謔ぎゃく的に取り入れたものだが、かえって武張った印象が薄れて気軽な気分で挨拶が出来る。

　嘉納も「おはようさん」と手を挙げつつ参事官に案内され、指揮所のなかに臨時にしつらえられた椅子へと腰を下ろした。

「指揮運用担当の竜りゅう崎ざき二等陸佐です。宜しくお願いいたします」

　嘉納の前に現れた制服自衛官はそう名乗った。

「俺、正直言って戦争ってこんなんだと思わなかったぜ」

　竜崎に感想を告げながら、嘉納はコートを脱いだ。すかさず女性自衛官のひとりが受けてハンガーにかける。

「そうですね、大多数の人は戦争映画みたいに大規模な戦力が連日衝突するような印象を抱いていることでしょう。ですが、現代戦は大別して二種類のものになりました。ひとつは警察活動とゲリラ戦とが混ざったようなもの。そしてふたつ目は湾岸戦争のような、戦う前に準備を周到に済ませ、敵の急所を見極めて、いざ戦闘を始めれば、一いっ気き呵か成せいに敵の要点のみを一撃で粉砕してこれを倒す……というものです。昔のような戦争は映画の中か、あるいは途上国のものです」

　竜崎が、中東で行われている米軍の戦いを例に挙げた。

　かつてのゲリラ戦は、ジャングルを舞台に敵味方の視界のほとんど無い森に隠れるようにして、互いに遭遇戦、待ち伏せ戦を行うというものだった。だが現在は違う。無辜の市民の中に敵は潜み隠れ、スーツや普段着のまま人混みの間から撃ってくる。乗用車を爆発させてくる。子どもの背中にくくりつけられた爆弾が爆発する。彼らはそれをしてカミカゼなどと呼んでいるそうだが、対象が軍事目標でないが故に断じて神風ではない。ただのテロである。

　これに対処するには、無む辜この市民と敵性人物とをより分けなければならない。そして倒すべき敵のみを倒す。強いて例えるならば癌治療に似ているだろう。膨大な数の健康な細胞の中に紛れ込んだ、小さなガン細胞を見いだしてこれをつぶしてしまわなければならないのだから。

　警察活動は、一つ一つの癌を探し出して捕らえる活動。

　軍事活動は、癌の塊を外科手術で取り除く活動。かつて、膝に癌が出来れば、脚一本丸ごと切り取るような手術をするしかなかったが、時代はそれを許さない。故に、いかに健康な細胞を傷つけないで温存できるかが問われることになる。アメリカが国力を傾けて軍事力を投入しているのに、中東の治安が一向に回復しないのも、極端に言えば警察力が低いからである。メスをもって外科手術をするには、中東という病人のガン細胞はあちこちに転移しすぎている。これを取り除こうとして、無辜の市民を巻き込むような戦闘に訴えるしかなくなっているのだ。

「その意味では、我々がこれから行おうとしている作戦は、前者に当たります……すまんが状況をモニターに出してくれ」

　コンソールのＷＡＣ女性自衛官が頷くと、端末のマウスを数回動かした。

　すると正面のスクリーンに伊豆半島の付け根から箱根付近の地図が映し出される。十万分の一、五万分の一、一万分の一……と描かれる範囲はどんどん狭くなってくるが、同時に地形は分かりやすく大きくなっていく。そして、山に囲まれたひなびた温泉宿の一つが、壁面一杯の大型有機ＥＬモニターの中心に描かれたところで地図は停止した。

「温泉宿の山海楼閣。美味い料理に、風ふう光こう明めい媚びな露天風呂で評判です。いずれ泊まってみたい所ですが、本日の舞台はここになります。ルールは至極簡単、予想しうる敵対勢力の襲撃から、こちらに泊まっている来賓を守り抜くことです。隊員は既に配置についています」

　旅館の周辺の山や、川といった地形の周辺には、隊員ひとり一人を表す『♀』マークを逆さにした陸曹を示す部隊符号や、このマルが二重丸になった幹部を示す部隊符号があちこちに記された。

　嘉納の「おおっ、攻殻みたいだぜ」というセリフは聞かなかったことにして、竜崎はコンソールの方へと身を乗り出して尋ねた。

「ご来賓の方々は今どうしてる？……現在露天風呂で入浴中!?…………おいっ、誰か露天風呂の画像を送ってこれる位置にいる者はいるか？………ちっ、いないのか」

　制服幹部の砕けた冗談に、一同苦笑い。場が微妙に弛緩した。女性自衛官の「セクハラですよ」の一言で、皆少しばかり姿勢を正して場が再び締まる。きっとこんなやりとりばかりしてるのだろうなぁと思いつつ、嘉納はネクタイを少しゆるめた。

「さて、山海楼閣周辺に布陣しておりますのは、我が国の精鋭『特戦』です」

「おう。伊丹の奴もその一員だそうだな」

「大臣閣下が、アレとどういうご縁でお知り合いなのかは存じませんが……」と言いつつ嘉納が机の上に置いた同人誌即売会のカタログに視線を送って「まぁ、その通りです」と竜崎は頷いた。

「ただ一部で誤解があるようなので訂正いたしますと、特殊作戦群とは申しましても、要員の全てが全て、海に陸に空にと駆けめぐる忍者かスーパーマンのごとき戦闘のプロというわけではありません。勿論、大半はそういった者なのですが、一部には特技をもって特戦群の一員に名を連ねている者もいます。例えば、コンピュータの扱いに優れた者、鍵などの構造に精通していてどのような鍵でも瞬く間に開けてしまう者、オートバイや自動車の扱いに優れている者、医師、毒物等の扱いに長じている者、人心の収しゅう攬らんと煽動に長けている者……」

「伊丹の奴がそうだと？」

「ええ。アレは逃げ足……危険とか、嫌なことから逃げることについては、ピカ一の技量を有しております。そりゃあもう、特戦の連中が追っかけ回しても、なかなか捕まりません。と言うか、奴をターゲットにしたフォックスハンティングの訓練を始めようかという話になった途端、いなくなってます」

「………俺が見た資料は、ちょっと違う内容が書いてあったが」

　場にいた女性自衛官が笑いを堪えきれず、数名の幹部達も笑ったら失礼とは思いつつも腹を抱えた。

「大臣、その資料は背広組から回ってきたものではありませんか？　非合法の手段で入手されたものですので破棄されると共に、入手経路についてあとで教えてください。防衛機密の漏洩ルート解明に使わせて頂きます」

「どういうことだ？」

「特戦について、非合法な方法で情報を入手しようとすると……例えばハッキングとか、人を介した方法でもですが……偽装された情報が出て来るようになってるのです。その代表例がアレでして、格闘の達人、心理戦のエキスパート、射撃の上級者、高々度降下低開傘・高々度降下高開傘の技術を持つ空挺、海猿顔負けの潜水技能、爆発物の専門家……痛い中学生の創作みたいな設定がてんこ盛りです。……違いますか？」

「ああ、そうだった。でもなんで？」

「これは防衛機密ですが、大臣にはお教えする必要がありましょう。それは冗談です」

「冗談？」

「ええ、冗談です。まぁ、怠け者の彼に対する、一種のイヤミでもありますが……ま、建前としては欺ぎ騙へん情報ということになっています」

「おいおい、嫌味かよ？」

「はい、イヤミです。特戦の一員となったからには、隊員達は自己の特技のみならず、自主的に互いの技能を教えあい吸収しあって、各個の技能と練度を高めていくことが期待されています。ところがです。アレだけは他人から吸収しようとしない。ばかりか、怠けていることが自分の仕事だと勘違いして、挙げ句の果てに群内部で漫画だのアニメの布教に勤しんでる有様です」

　防衛大臣は頭を抱えた。

「おいおい、ここはどう考えたら良いんだ？　特戦の連中は、そんな奴のことも捕まえられないくらいにレベルが低いのか、それとも伊丹の奴が凄いって思うべきか」

　だから奴をクビに出来ないんです……と竜崎は愚痴った。

　ここで無能で怠慢だからという理由でクビにしたら、そんな奴を捕まえられない特戦は全員無能ということになってしまう。

「痛し痒かゆしです」

　幹部自衛官達は、肩を落として深々としたため息をついたのである。




　一方、山海楼閣では……。

　ゆったりと温泉に浸かって、ここ数日の疲れを流した伊丹達ご一行様は、食事を済ませ、その後、酒盛りへと突入していた。もう、さっさと寝ればいいのにと思うのだが、栗林と梨紗の二人が結託して、酒とつまみを買い込んできたようである。それぞれに、「もう寝よか」と床に入ろうとしているのを後目に、二人はテーブルの上にビールと酒、ワイン、ウィスキーそしてカキピーやポテチといったつまみの数々を所狭しと列べた。そして始まった栗林と梨紗の酒盛りに、ピニャとボーゼスが「葡萄酒はわかるが、これは何だ？」と興味を示してウィスキーを口にしたのがきっかけで参加。そして後からテュカとロゥリィも参入し、本を読んでいたレレイまでもが「吸い込みが悪いぞぉ」と言われて、ビールを飲まされる羽目に陥っていた。そうして盛り上がってきたところで、栗林とロゥリィの二人が隣の男部屋を襲撃し「やい、男共、ちょっと顔出せや」と伊丹と富田を無理矢理に、文字通り引きずって来たのである。

「なんだこりゃ」

　伊丹と富田の見た光景は、まさにサバトであった。あるいは酒池肉林と言い換えても良いだろう。なにしろみんな酔ってる。しかも着慣れない浴衣は乱れまくっていて、下着だって見えてるというか見せまくっていた。思わず、ちょっと待て、恥じらいはどうした？　ここに座りなさい、と小一時間説教したくなるほどの惨さん状じょうとなっていた。

　おずおずとボーゼスに「あの、見えてるんですが……」と指摘して服装を正すように言った富田は、女性衆による「ムッツリスケベ」とか「ホントは見たい癖にぃ」「自己批判しろぉ」「後で布団部屋にでも連れ込んでムフフするつもりだろっ」と悪口雑言と、枕の集中砲火を浴びてしまい、部屋の隅っこに引き下がって沈黙。このことは触れないのが一番と悟った伊丹はもっぱら酒か、おつまみへと視線を集中し、大人しくすることにしたのだった。だが……、

「やい、伊丹っ！　お前には言いたいことがあるぞぉ」

　と、伊丹の正面にあぐらをかいて座ったのは栗林だった。だから、浴衣であぐらをかいたら丸見えなんですが……と言ったら最期なので黙っている。

「たいちょ～……伊丹……イタミ二尉……お前に話がある。じゃなくてお願いがありまふ」

　酔っぱらいが、伊丹の肩をバンバンと叩きながら言った。結構痛い。

「紹介して下さい！」

「何を……」

「私をですぅ」

「誰に？」

「特殊作戦群の人にです」

「なんで？」

　伊丹は、栗林の希望を知っていたから、特殊作戦群への志願でもしたいんだろうか？　と思った。だが、特戦はレンジャー資格必須。そしてレンジャーは女性には門戸が開かれていないのが現実であったから、どうやって諦めるように言おうかと考えてしまった。ところが、彼女の言葉は伊丹の予想の斜め上へと行っていた。

「結婚を申し込みますっ！」

「ちょ、ちょっと待て！　それって、誰でも良いって事か？」

「んなことありません。独身で、特殊作戦群でも優秀な人に限ります」

「んなこと言っても、相手の都合とかもあるだろう？　確かに半数以上が独身だけど」

「それならＯＫじゃないですか？　考えてもみて下さい。危険な任務に出ずっぱりの毎日、普通の女にはそんな人の女房って務まりませんよ。その点、私なら完璧ですっ！　小さな身体に、高性能なエンジン搭載。清く明るく、元気よくっ。格闘徽章保持で夫婦喧嘩も手加減なしです。しかも、今やコンバットプロープン（実戦証明済）っ！　そしてこの胸っ！　報道されない、誰もが顧みない作戦で疲れた心と体を、私ならこの胸で癒してあげられますっ！」

「胸って言ったって、お前さんのそれ、筋肉だろ」

「違います！　筋肉四十パーセント、脂肪分六十パーセント。バスト九十二。仰向けに寝てもたゆまない、張りがありつつも触り心地はゴムまりのごとき美乳ですっ！」

　そう叫んだ栗林はいたずら猫のような顔をして、巨乳を胸張った。すると「どうだっ！」と言わんばかりにはじけるミサイル並の決戦兵器。伊丹は、しばらく魅入ってしまったが、はっと気付いて目をそらす。斜め右上の天井へと視線を向けながら呟くように言った。

「ま、隊員の結婚問題はリアルで深刻な問題だからなぁ。ちゃんと上に話は通しておくよ。変な外国人にひっかかられても問題でな。お見合いとか手配したりも仕事になってるくらいなんだ。これマジな話。……お前さんなら顔も良いし、身辺もきれいなものだし、思想的にも申し分ない。もしかしたら、取り合いになるかもな」

「やったぁ！」と上機嫌で栗林は万歳した。その瞬間、伊丹の頭部を激しい痛みが襲う。

「ゴツン」という音がして、鼻の奥にわさびを塊で口に入れた時のようなツーンとした感触が広がり視野が暗くなる。どうやら強烈な勢いで叩かれたらしいということは、かろうじて理解できた。

「あ、万歳した手があたっちゃった……二尉……伊丹隊長……い……ちょ……」

　薄れ行く意識の中で、伊丹は「こういう時は、さっさと寝ちまうに限る」と思いつつ意識を手放すのであった。
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　正体不明の武装集団が、山海楼閣に近づいて来るのが確認されると、静かな戦闘が始まった。

　状況管理運用システムルームの中央モニターには、山海楼閣をとりかこむ周囲における戦況が描かれていく。システムルームに置かれた数台のコンソールでは、モニターと向かい合う担当者が、偵察衛星や、空に浮かぶ偽装飛行船などから送られてくる情報を読みとって分析し、インカムにむかって語りかけていた。

「北北東の高台に、熱源三。アーチャー……十時から十一時の方角よ」

『こちらアーチャー。目標を捕らえた』

「対処〇三。よろし？」

『了解』

　このような小規模の不正規戦において、どのような指揮運用方法が適切であるかを、歴史の浅い特殊作戦群では、ほぼ手探り状態で見いだそうとしていた。実際に行ってみて、問題点を洗い出したり、改善点を挙げていくのが一番であるという考えのもと、今回はマスター・サーヴァントシステムをとっていた。すなわち、後方に控える指揮者マスターひとりに対して、戦場に身を置く戦闘要員サーヴァントがひとり、という形のペアを組むものだ。

　このペアが七組というところからコード名に、セイバー、アーチャー等といった言葉が用いられているが、このあたりは、誰かによる布教の成果かも知れない。

「ランサー。ポイント３へ移動……」

『こちらランサー。了解』

「キャスター、対処〇二。三時から四時方向でライダーが移動中なので撃たないように」

『こちらランサー。現在、泥濘ぬかるみに嵌はまっているところ。ポイント３まで一秒の遅れ』

「早く抜け出しなさい……」

　状況は、特殊作戦群にとって一方的に有利に展開していた。

　数は問題ではなかった。最新の機器によって敵の位置は見えているのだから。

　敵側は自分が見付けられているということに気づかないまま、無造作に近づいては、一方的に無力化されていった。

　これに対抗するには、数を活かした連携しての攻撃しかないだろう。だが、敵側には確認されているだけで三個のグループが存在するのに、その数を全く活かしていなかったのだ。それは、まるで別々の集団のようにも思えて来るほどだった。

　軍事には素人の嘉納だが、画面に表示される図を見ただけでも、敵が混乱の極みにあることは理解できた。この様子を眺めながら、敵の思惑について考えをまとめるため、傍らの竜崎に話しかけてみた。

「連中はいったい何を考えてるんだ？　こっちに備えがあることは、もう分かっただろうに」

　先頭の集団が痛い目にあって後退する。すると今度は別の集団が近づいてくる。ところが、この集団の近づき方も無造作と言ってよかった。まるで味方が痛い目にあったことなど知らないかのようだ。

「考えられるのは、こちらがこれだけの高度な武力を用いた防御に出るとは、予想していなかったという可能性です。もう一つは、こちらの能力を測っているという可能性も考えられますが、損害を度外視し過ぎにも見えます」

「敵側Ａ集団の損害は、十名を超えました。後退を開始しています」

「もうじきＢ集団も態勢を立て直すために後退するでしょう。本格攻勢はその後になると思います」

「動かないＣ集団は、予備選力でしょうか」

「敵性集団に内部対立があるという可能性は？」

　そんな会話が飛び交う中、嘉納は、今回の敵の行動についての政治的意図を考えていた。

　戦争とは政治の一手段であり、政治と関係のない戦争はあり得ない。戦争の勝ち負けは、政治の土台の上に成り立つ。従って、戦術的な敗北が政治的な勝利であることもあり得るのだ。そう考える時、こちらに備えがあることを分かっていて、壁にむかって卵を投げるような、無意味とも思える攻撃を仕掛けて来ることにどんな理由があるだろうかと、見なくてはならない。

　しかし、嘉納は考える材料が少なすぎることに苛立ち、舌打ちをした。

　歴史を振り返って見れば、軍事については優秀だが政治を理解しない軍人が闇雲に目前の勝利のみを追い求めて、最終的に日本を敗亡へと導いた。政治を嫌って軍事のみを好む気質は、政略や策略を卑怯として正々堂々の戦いを好む武士道精神のそれと言えるだろう。だがそれは一兵卒の美徳である。国政に関わる者、そして軍事に関わる者はそれではいけない。政治も軍事も、同じ物であるということを理解し、両方を見据えるべきなのである。昨今は、軍事音痴な政治家が日本の政界に多いが、これもまた亡国の原因になると嘉納は考えている。軍事イコール悪としてしまう、感情的な平和運動の悪あく弊へいと言えるだろう。

「悪いけどよぉ……連中がどこの所属か調べてくれないか？　嫌な予感がするぜ」

　嘉納の注文に、竜崎は眉を寄せた。

「敵は退却しているとは言っても、まだ状況が終了したわけではありません。それに、この手の作戦では装備などに所属を示す物は持たないものです……」

「そこを何とかならねぇか？　例えば人種とかは偽装できないだろ？」

　例えば中国や、今のロシアは民族意識を組織の紐ちゅう帯たいとしているから、絶対的な忠誠心を必要とする工作員に異民族出身者が採用されることは極めて少ない。そしてその極めて少ない例があったとしても、潜入工作員として重要になるからこんな作戦には投入しないだろう。

　中国人なら同じ東洋人として日本で目立たずに活動できるのだから、わざわざ異民族を送り込んで来る意味はないのだ。

「二佐……セイバーの近くに、目標の遺体が二つあります。確認させられますが」

　竜崎は部下の意見具申を受けて、セイバーに敵の死体を確認するよう命じた。

　暫し待機中、竜崎は嘉納に尋ねた。

「何をお考えなのですか？」

「ああ？　勿論政治さ。俺は政治家だからな」

「しかし、それと敵を調べることとどう関係が」

『こちらセイバー。敵の遺骸を調べてるんだが、気になる点がある。ライトを使って良いか？』

「それは駄目だ。敵に現在位置を暴露することになるぞ。地形から見て、二キロ向こうからも見える。それに暗順応をしばらく失ってしまう」

「気になる点っていうのは何だ？」

　割り込む形で嘉納がマイクに話しかけた。

『敵の顔立ちからすると、どうも東洋人ではないように思えます』

　嘉納の背筋がさっと寒くなった。

「すまんが何としても確認させてくれ。連中がどの国から来ているかは極めて重要な問題だ」

　竜崎が怒ったような態度で嘉納からマイクをひったくる。しばし黙って、首を振りつつ苦々しさを感じさせる声で命じた。

「セイバー。ライトの使用を許可する。ただし短時間だ。そして確認したら、すぐに移動せよ」

『こちら、セイバー。黒人と白人がいたぞ!!』

　敵が中国やロシアならば、こんな作戦に黒人や白人を混在させるはずがない。この声が聞こえた途端、嘉納は首相官邸に向かって電話をかけるべく受話器を取り上げていた。
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「だ、大統領……この資料をどうやって」

『モトイ、問題はその資料をどうやって入手したかではなく、どう扱うかにある。違うかね？』

「た、たしかに」

　額に脂汗を流す日本国総理大臣本位の手元には、アメリカから送られてきたファクスの束が存在していた。そこには本位内閣の閣僚それぞれの不正や、裏献金、各種の汚職行為の記録がしっかりと日本語で記されていた。資料そのものはアメリカから送られて来たが、日本で作成されたものなのだろう。

　内閣発足からわずか二ヶ月。特別地域自衛隊派遣特別法案に反対した旧与党議員の復党問題から始まって、閣僚達の不正、汚職、挙げ句の果てに現職大臣の自殺という一連の不祥事によって、本位内閣は今や満まん身しん創そう痍いの状態である。

　この状態でのこの資料は、本位にとってのとどめの一撃に等しい。

『我が国の調査機関が、毎朝新聞の編集部に持ち込まれる寸前でこれを押さえることができたのは、幸運だった』

「有り難うございます。大統領」

『なあに、気にすることはない。これは、君と私との友情の証だよ』

「とは言え感謝は忘れません」

『そこでなんだが、モトイには頼みがある』

「どんなことでしょう？」

『聞いたところによると、そちらには特地から高貴なご身分の方が賓客として来日しているそうじゃないか？　私としては、お姫様を是非合衆国にもご招待したいのだよ』

「どうしてそれを？」

『今の、君の手元にあるものと同じだよ、モトイ』

　国家機密がだだ漏れである。本位は、あまりのことに絶望的な思いを感じていた。

　これでは手札を、見透かされた状態でカードゲームをするようなものだった。

「そうでしたか……ならば、話は早いですね。大統領直々のご招待の件は私どもの方で来賓に伝えておきますよ。招待状があればお預かりしましょう」

『いや、それは遠慮する。直接招待状を渡したいのでね』

「直接ですか？」

『そうとも。我が国のエージェントに直接手渡すように命じたんだ』

「そうでしたか。それならば、明日にでもお会いできるように取りはからいましょう。来賓は明日、特地にお帰りになられますからその前ではいかがでしょうか？」

『それでは駄目だモトイ。女性をお客としてお招きするコツはね、帰る寸前の里心ついた状態ではなくて、パーティが盛り上がっている最中だと私は考えているのだよ。そういう楽しい瞬間に、この楽しい旅はまだ終わりではないのだと知らせると、喜ばれると信じているのだ』

「しかし、こちらはもう夜中です。来賓もお休みでしょうに」

『いいや。例え夜中でも、良い知らせは喜ばれるものだよ。来賓は快く応じてくれるはずだ。邪魔さえ入らなければね』

「こちらの感覚では、非常識ですよ」

『いけないよ、モトイ。女性に対しては、物怖じしていてはいけないのだ。非常識と罵られることでも挑戦することが成功のカギなのだよ。時には強引に押すことも必要だ。日本人は奥ゆかしいのが美徳だと思っているかも知れないが、私はそれを欠点だと思う。私は以前から苛立たしく思っていた。君たちが得られる利益をとろうとしないことにね。分け前を期待する側としては、ホストの用意するパイが最初から小さいということでは、どのように分配されたとしても不満に思わざるを得ないからね。だから時として、このようなお節介もやきたくなる』

「貴重なご意見だと思いますが、その考え方は日本の風土には合いませんね」

『そうだろう？　だから、我が国のエージェントを直接派遣して来賓にご招待を申し上げたいのだよ。だが、ガードがとても優秀でね。面会すら出来ない始末だ。なんとかしてくれないかモトイ？　我々の友情の証として』

　友情の証として……要は、言うことを聞いてくれないとさっきの資料を公開しちゃうぞという脅しであった。死命を制されたこの状態では、本位としては譲歩せざるを得なかった。だが譲歩するとしても、失う物を最小限に抑えることが首相としての責務である。頭脳を最大限に回転させつつ、現状を再確認。状況、手駒、自分がもちうる手段……これらを検討して、言葉を選ぶ。

「…………いいでしょう。しかし、私にお約束できるのは、ガードをどうにかすることまでです。来賓にすげなく振られたり、逃げられたからと言って、その責をこちらに押しつけることだけはお止めいただけますね？」

『もちろんだとも。我が国のエージェントは優秀だ。きっと上手く事を運ぶだろう』

　よし、言質を取った。

　本位は、勝ち誇った大統領に、一いっ矢し報いる術を導き出していた。日米関係を決定的に破綻させず、それでいて大統領の意図を挫く起死回生の妙手。だが、それは同時に我が身の破滅を意味している。意味しているが……どうせ死に体の内閣だ。ぶっ壊すのなら派手な方がいい。

「では、うまく事が運ぶことをお祈りしてますよ、大統領。ではお休みなさい」

『納得してくれて嬉しいよ、モトイ。ではお休み。ちなみに、私はこれからブランチなんだ』

　大統領は上機嫌な声で言うと、電話を切った。




「中止!?　来賓を守るのを止めろってぇのは、どういうことですか？」

　受話器に向かって吼ほえる嘉納。

　相手が首相だろうと、最早遠慮無しにべらんめぇ調であった。それほどに動揺していたし、唐突な内容だった。

　電話の相手……本位から合衆国大統領の言葉が要約されて伝えられた。そしてそれに対する本位の決定は、敵対武装勢力が来賓を連れ去るのを黙って見過ごせということである。竜崎二等陸佐は、受話器を握りしめたまま硬直している嘉納の表情を窺いながらも、総理大臣の指示に従い状況終了を部下に告げる。

「聖杯は砕かれた。繰り返す、聖杯は砕かれた。各位、状況を中止して集合地点まで撤退せよ」

　上手く行っていたことを途中で放棄するなど、誰もが納得できることではない。だが、一ひと度たび命令が下れば、そのままに行動するのは自衛官が持たなければならない本能でもある。

　それぞれに様々なことを考えながらも、訓練によってたたき込まれたように身体が動き、隊員達は相互に連携しつつ、遅ち滞たいなくその場を放棄していく。

　こうして正面のモニターに描かれていた輝点が、防備を解いて西へと下がり始めた。

「どういうことだ？」

　嘉納は、受話器を握り締めたまま、怒りに打ち震えていた。本位は言った。

『堪えてください嘉納さん。私だって悔しいんです。ですが、ここまで閣僚のスキャンダルを握られたら、内閣はもうおしまいです』

「だからって、内閣を守るために全てを譲りつづけろって言うことですかい？」

『そこまでは言ってないし、そのつもりもありません。幸い、私が約束せざるを得なかったのは、来賓のガードを止めることまでです。政府として、来賓を引き渡すという約束はしてない。いずれ言って来るかも知れないが、その前に私は政権を投げ捨てるつもりです。そうすれば全てはご破算になる。握られた秘密など価値がなくなります』

「投げ捨てる？　……も、本位さん、あんた何をするつもりだ。そんなことをしたら、政治家としておしまいだぞ」

『かまいやしません。どうせやるなら、歴史に名前が残るくらいにしてやるつもりです。楽しみにしていてください。それと嘉納さん………後は……日本を頼みます……』

　本位の言葉の最後は、涙声であった。歯ぎしりすら聞こえるほどであった。

　戦争は戦場だけで起きているのではない。会議室でも起きる。国会でも、首相官邸でも起こる。それぞれその場に適した形で、姿を変えてなされるものなのだ。こうして、本位は戦いに敗れた。敗れたが、それを完全な敗北に繋げない根性を見せた。

「あの、馬鹿。腰抜けの癖に最後は粋がりやがって」

　唇を噛みながら、嘉納は受話器を下ろすのだった。




　ふと、何かの気配で目が醒める。

　闇に思えた視界も、よくよく見れば見慣れぬ天井。こんな半端な時間に目を醒ますことなど普段ならないのだが、頭をポカリと叩かれて気を失うように眠りついたからか、妙な形で目覚めてしまった。どうせなら朝まで眠れればいいのに、ここ最近殴られたり頭をぶつけたりで、気を失うことに馴れたのかも知れない。どうにも意識を取り戻すのが早くなってきたようだ。

　頭を起こして周囲を見渡すと布団が敷き詰められた和室に、女達が雑魚寝して静かな寝息を立てている。泥酔して眠っているという状態にしては案外、穏やかな寝姿であった。

　旅館の和室。奥は縁側を模した窓となっていて、外の風景を楽しめるようシックな雰囲気の籐椅子が置かれていた。

　籐椅子に人影が一つ。

　ガラスのコップで氷を転がす音。外の風景を酒しゅ肴こうとし月の光を浴びながら、誰かが琥こ珀はく色の酒しゅ精せいを傾けていた。

「はぁぅ」

　悩ましいため息。浅く荒い呼吸。

　上気した頬に、切なげにゆれる細い脚。

　それはロゥリィ・マーキュリーだった。

　いつもの黒ゴス神官衣装と違って、浴衣に丹前という格好ではその隙間から伸びる手足も覆い隠すものがない。腰まで伸びる長い黒髪は波打って、染み一つ無い肌はとてもまぶしかった。幼気いたいけな少女がいけない独り遊びでもしているかのように見えて、それを覗き見てしまったような気まずさがあった。だが、男であるが故の背徳的な興奮もあって、伊丹は視線を離すことが出来ないのだ。淫いん靡びに輝く瞳が、中空に虚ろな視線を漂わせる。やがて、甘いため息とともに、気け怠だるげに振り返る彼女の双そう眸ぼうが、伊丹を貫いて視線が合致した。

「？」

　ロゥリィは伊丹の視線に驚いた様子もなく、見てたでしょ？　とでも言いたげに「くすっくすっ」と余裕の様子で微笑んだ。そして悪戯っぽい表情で、しどけなく左腕を伸ばしその細い指先で「こっちに、おいで」と誘う。この瞬間、まるで催眠術にでも、かかったかのようであった。

　伊丹は是とも否とも思うことなく、身を起こした。何の疑問も、躊躇ためらいもない。そうするのが当然であるかのように感じていた。だが、いざ立ち上がろうとすると腰が重い。

　それは背中から誰かが、はっしとしがみついているからだった。

　その重さのおかげで淡い眠りにも似た夢遊状態が解けて、意識も鮮明になっていく。

　ロゥリィが「ちっ」と舌打ちしたのは聞こえなかったことにして、伊丹は自分を拘束する者の正体を確かめた。

　レレイだった。

　伊丹は、ここ最近懐いて来るようになった白い少女の手をそっと解きほぐすと、乱れた毛布をなおして、ロゥリィの向かいに腰を下ろした。

　サイドテーブル上には、どこで入手してきたのかウィスキーのボトルと氷と水。銀色に輝く満月の光を浴びて、グラスを傾けるロゥリィの姿は実に絵になっていた。容姿が幼いのがとても残念である。これで姿形が二十代だったら、言い寄る男が多くてさぞ困ったことだろう。亜神たる彼女の肉体年齢は、現在のままで固定されていると言う。だから将来が全く期待できないのが惜しいところであった。そんなことを伊丹が言ったら、ロゥリィは、プィとそっぽを向いた。

「そんなことないわぁ。肉の身体を捨てて昇神したら、姿形は思いのままだもの……そのかわり肉の欲求も喜びも無くしちゃうけどねぇ」

「それじゃあ、意味がないんじゃないのか？」などと応じながら伊丹はあいているグラスをとると、氷を数個放り込み、手酌でトゥー・フィンガー分のウィスキーを注いだ。

　ロゥリィは、桜色の唇を噛みながら伊丹を睨みつけた。

「この、すぐ近くで誰かが戦っているでしょぉ？」

　どうしてそのことを？　と問おうとして、伊丹はイタリカでのロゥリィを思い出した。戦死者の魂は彼女の身体を通じて彼女の信仰する神の元へと召されると言う。その際、ロゥリィの身に、性的な興奮にも似た反応を起こしていた。その婀あ娜だっぽい様に、伊丹もこころ穏やかでいられなかったほどだ。見れば、今もロゥリィは熱の籠もった息を吐いている。それは、酒精だけが原因ではないようである。

「お陰で全然眠れないのよぉ。どうしてくれるぅ？」

「どうしてくれるって言われてもな」

「蛇の生殺しよぉ。わたしにぃ殺らせるかぁ、いっそのことヨージがなんとかしてよぉ！」

「なんとかっ、って？　なにをせよとおっしゃるのでせうか？」

　緊張の余り、思わず声を詰まらせてしまう。

「言わなきゃ、わからないぃ？」

「こ、この国には、刑法とか児童福祉法というのがあってな。子どもは、そういう対象としてはいけないということに」

「あら、わたしぃが子どもぉ？」

「み、見た目は立派な子どもだろ。少なくとも世間様はそう思う」

　ロゥリィは、儀式的に周囲を見回して「世間様なんて、どこにも居ないわぁ」と宣った。そしてずいっと伊丹の耳元に唇を寄せると、「それに、そういう仲になったからと言って、それを周囲に宣伝して歩く趣味もないしぃ」と囁く。

「いや、でもな……やっぱり不味いだろう」

「くすくすくすぅ。ホントにぃ、わたしがぁ子どもに見えるのぉ？」

　すっと、伊丹の目前で剥き出しとなった生脚を組み替える。

　潤んだ瞳が伊丹の心の奥まで覗き込む。桜色の唇が、その隙間でぬめるように蠢うごめく小さな舌先によって、艶めくまでに潤されていく。ロゥリィの手練手管の前では、伊丹の方こそ子ども扱いであった。男心のなにをどうすればいいか、彼女は非常によくわきまえており、そして経験も豊富であった。男を誘惑するのに、豊かな胸も張りのある腰も不要。そんなものはただの飾りです、エロいひとには分からないんです、とロゥリィに魅せられた者は思ってしまうだろう。

「ホントにぃ、子どもかなぁ？」

















　断じて否!!

　ニゲロ、ニゲロ、ニゲロ……。伊丹の頭の中で大音声が鳴り響いた。だが、身体は伊丹の意思を裏切っていた。ロゥリィは、衣擦れの音も鮮やかにずぃと迫ると、獲物を狙う猫のように、そろりそろりと伊丹の膝へ登と攀はんを始めた。接触面積が極力大きくなるように左のおでこをコツンと胸板にあて、肩、背中、腰を巧みに用いて重みを預けてくる。そして両の脚は、伊丹の腿を挟み込むかのように絡み付いていた。彼女の手は伊丹の心臓に添えるようにあてられていたが、若干爪を立てて、ぎっと掴むような感触がまた痛気持ちよく、官能的ですらあった。仕上げに、ロゥリィが耳元に唇を寄せて温かい吐息と共に、決め台詞を二言三言囁けば伊丹は墜ちるだろう。その証拠に伊丹の腕が彼女の腰に回っていた。

　こんな時の決めゼリフは、声になるかならないかの小さなささやきで、くすぐるように「抱いてよぉ」でもよいし、「ねぇ、あそぼぉ」と朗らかに誘うのでも可だ。どれを選ぶかは彼女の気分次第。獲物を捕らえて押さえつけ、抵抗もはぎ取って、あとは料理するばかり。彼女が、そんな風に勝利を確信したその時、携帯電話のコール音が高らかに鳴り響いた。

　場を破るというのはこういうことを言うのだろうか。水をかけられたように、一瞬で白けてしまった。

　なにそれ？　と、ロゥリィに眼差しで問われ、伊丹は携帯電話という道具について若干の説明をするはめになる。

「時と場所を選ばないなんてぇ、無粋な道具ぅ」

　ロゥリィは怒ったのか、拗ねた態度でスルリと伊丹の膝から降りて背中を向けた。その背中から、なんだか黒いオーラが立ち上っているかのようにも見えるほどだ。伊丹は「危なかったぁ」と、しばらく深呼吸して息を整えると懐の携帯電話に手を伸ばした。電話の発信者を確認する。すると、そこに記されていたのは閣下の二文字であった。
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　クワイドル・ハイデッガーは、日本に新設されたばかりと聞いている特殊部隊の力量に、舌を巻いていた。

　ハイデッガーとて、海兵隊出身の猛も者さである。だが、現在ではＣＩＡに属してもっぱら陰に影に活動する毎日だ。それだけに、力で激しくぶつかる戦いはしばらくぶりだった。アメリカ軍の本来の戦い方は、圧倒的な火力をもって土砂降りのごとく弾丸を浴びせ、膨大な量の火薬を叩きつけることにある。敵が立て籠もっていれば手榴弾を放り込み、壁の向こうに潜んでいれば壁ごとロケット弾で吹き飛ばすという荒っぽくも豪快な手法だ。士官学校で学ぶ基本的な軍事ドクトリンは単純明快、敵の六倍の戦力を一カ所に集中せよ、となっている。しかしＣＩＡの任務では、そうはいかない。なぜなら、ＣＩＡ活動の舞台は、多くの場合そういった乱暴が許される戦場ではないからだ。平和な日常生活の場である街や住宅地、あるいはオフィス街……そういった場所だ。従って軍隊のようにミサイルだのロケット弾を使うことは出来ない。当然の事ながら支援の砲撃もない。武器となるのは、素早く敵の位置を確認し、音も無く近づいて有利な位置を占め、反撃の暇いとまを与えずに素早くこれを打ち倒すコマンド要員ひとり一人の技量とチームワーク。そしてこれを実現するための綿密な情報収集と作戦立案。繊細な作業の積み重ねが、作戦成功の基礎となる。

　予定では来賓と呼称される目標が宿泊する部屋を急襲して、若干の警備（自衛官が三人いると聞かされている）を排除して二人を連れ去るはずだった。日本の油断できないところは、警察のレスポンスの早さである。瞬く間に道路封鎖、検問で、地域全体を塞いでしまう。従って、いかに早く現場を脱出できるかが鍵であり、そのために二十名という数の要員を動員したのである。ところが、敵は旅館を含む山林全体を天然の要害としてあらかじめ偽装して潜み、こちらを待ち伏せていた。地形を味方とし、闇を味方とし、そして多方向から狙ってくる。それに対して、こちらの装備は野戦向きではないブラックファティーグ黒戦闘服にボディアーマーという出で立ちで、武器も拳銃かＭＰ５・ＳＤ３くらいだ。想定していない事態に遭遇すれば、いくら精鋭のタスクフォースといえども手も足も出なくなってしまうのが現実である。

　まさか、これほどの戦力を配備しているとは。日本側は、どうやってかは知らないが、襲撃があることをあらかじめ知って待ちかまえていたのだ。そして、待ち伏せによって二十名いた味方は、瞬く間に半数近くにまで減らされてしまったのである。

　彼には知る由もなかったが、実際は、他国の工作機関から嫌がらせめいた追跡や、地下鉄の運行妨害、ホテルへの放火などといったことが繰り返されたため、どんな敵が来ても良いように防御を固めただけというのが真相である。もしそれを知っていたら、余計なことを、と大いに苦情を言っただろう。

　いずれにしても日本側が最も防御を堅くした時に、攻撃してしまったのは彼らの不運と言えるかも知れない。そして一度の作戦でこれだけの損害が出るのは、極東方面日本支部の歴史上はじめてのことであった。待ち伏せられていた以上、作戦は失敗。これ以上の損失が出れば、撤退すら難しくなって来る。ハイデッガーは作戦の失敗を悟り、チームリーダーへ撤退を進言した。だがチームリーダーのチャックは、クビを縦に振らなかった。

　ハイデッガーを含む残りの要員達に、現状での待機を命じて、通信機でどこぞと相談しはじめたのだ。

「ロジャー！　キム！　迂闊に動くなよ……ゴールドマン。タナカは生きているか？」

「駄目です。眉間を打ち抜かれてます」

「ちくしょう。相手はガードマンに毛の生えたような連中が相手だったんじゃないのかよっ！　これじゃあ、話が違うだろうっ」

　冷静沈着なはずのロジャーが、罵倒する言葉を吐いている。

　日本人はなかなか銃を使わないし、撃ったとしてもまず手足を狙って、こちらの命を取るのは躊躇う傾向にある。それに装備していたとしても、拳銃の類だから容易に制圧できる。ロジャー達はそう聞いていたし、自らの経験からもそう考えていた。だが、実際はどうだ。やつらは容赦なく狙って来る。

「よし。上の方で話はついたようだ。もうしばらくすると、自衛隊は撤退するはずだから、そうしたら予定通り来賓を迎えに行くぞ」

　チームリーダーのチャックが、何事もなかったかのように言った。これにロジャーが食らい付く。

「なんだって!!　予定通り!?　これだけの損害が予定の範囲だって言うのかよっ！」

「日本が、これだけ強固な防備をすることは、こちらも想定外だった。だが、それも上が直接話し合って政治的な取引で解決された」

「だったら、最初からそうしろってんだ。そうすればこんなに犠牲を出さずに済んだだろう」

「今回、ホワイトハウスは貴重な切り札の一枚を切った。本来なら別の機会に使うべきカードを無能なお前達のためにな」

　激昂したロジャーがチャックにつかみかかろうとしたが、ハイデッガーが割って入り、止めるようにとうながす。

「いい加減にしろロジャー。まだ作戦中だ。チャックも口を慎んでくれ」

　唾を吐くようににらみ合った二人は顔を背けて、互いに離れた。

「よし、その政治的な取引とやらが上手く行ったんなら、もう大丈夫だろう。ロジャー、ビッター、先頭に立て。行くぞ」

　ロジャーは、なんで俺がという態度で、ハイデッガーを睨んだが、ビッターが銃を構えて「行くぞ」と声をかけると、不承不承ながらこれに従った。

　政治的取引でガードが解かれたと言っても、現場に立つ者としては完全に信用できるはずもなく、警戒を解かずに、少しずつ旅館に近づいた。旅館の内部は一般の宿泊客に出くわす可能性もあるので、玄関などの出口を監視するだけにして、突入は庭から行う。部屋の場所は買収した仲なか居いから確認済みである。銃を構え四方を警戒しながら少しずつ『来賓』のいる部屋へと歩み寄った。
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　当事者にとっては悲劇にしかならないが、端から見ていると喜劇としか思えないような出来事も、時として起こるものである。日本国政府が来賓と称される重要人物を特地より招き、今後の外交関係を決定づける重要な会談をもつらしい……という情報は、各国が日本政府の政府部局内に張り巡らせた情報網によって極めて早くから漏れていた。ただ、来賓の東京入りは突然決まったことでもあり、さらには滞在は二泊三日という短期の日程であったが故に、詳細な追加情報を待つ時間的な余裕がないままに、各国政府は対応を決定せざるを得なかったのである。

　アメリカ合衆国は、日本が各国政府に内緒で特地の重要人物と仲良くして、将来の外交関係において有利な立場を得ようとしていることに不快……はっきり言えば嫉しっ妬との念を抱いていた。分かりやすく言えば、すこぶる魅力的な美人と知り合った日本人青年に対して、世界は自分を中心にして回っていると思っているアメリカ人青年は、自分にもその娘を紹介しろと迫ったのである。だが、日本人青年は美人と知り合ったことを内緒にしている。従って正面から脅しつけたところで「誰に？　何のこと？」とシラを切られてしまう。しかし、そこは抜け駆けだろうと何だろうと、やった者勝ちで、夏目漱石の「こころ」の主人公を賞賛しても、罪悪感に悩む姿は一向に理解できないアメリカ人である。勝った者が正義、恋に禁じ手無しというアメリカ式恋愛観に基づいて、麗しき来賓を攫さらって自国に連れて来てしまえと、目論んだのであった。もし後で、日本国政府から苦情が来ても「来賓とは誰のことだ？」で済む。なにしろ日本政府も秘密にしていたのだから強く出られるはずもなく、しらばっくれればどうにでもなるのだ。そして、来賓との間に非常に親しい関係を築くことが出来たら……例えば、日本国と特地に存在する国家との和平交渉のため、我が国が仲介の労をとってあげようか？　という感じで恩を着せつつ特地への通行権を求めればよいのである。その為、詳しい情報が得られるのを待たずに、ＣＩＡ長官は極東支部に行動開始を命じたのだが……喜劇の源はそういうことを考えるのがアメリカだけではなかったことにあった。世界の中心は自分であると思っているが故に、同じようなことを考える者が他にいると考えないのが滑稽である。

　こうして似たような発想の下で、似たような行動を起こした男達が、夜這いがかち合ったかのごとく間抜けな姿を、麗しき来賓の寝所の前に曝さらす羽目に陥ったのだった。

　中華人民共和国の国家安全企画部の日本支局に属する工作員の残余十二名と、ロシア連邦対外情報庁（ＣＢＰ）の工作員の残余八名と、そしてＣＩＡの工作員の残余九名は、不意に出くわした。とは言っても、それぞれに海外で非合法な活動に従事する身である。数カ国語を自在に操り、国籍がわかるような物は何も身につけていない。服装だって街のミリタリーショップで手に入るような戦闘服にバラクラバ帽。武器は、わざわざ外国の物を使うという念の入れようだ。出くわした相手が誰なのか、いったいどこの国の機関に属しているのか、いかに優秀な特殊工作員であろうと咄とっ嗟さに判断することは、非常に難しかったのである。

　ただ、彼らにとって一つだけはっきりしていることがある。

　それは、出くわした他の二グループが武器を所持した「敵」、ということであった。

　先ほどまで手も足も出ないような一方的な攻撃に曝されていたこともある。疑わしければ殺せ。しかる後に敵か味方か確認せよ……三国とも、そういう発想の下で行動する訓練をしている。従って、味方でない者は皆敵なのだ。

「……………………!?」

「…………………!!」

「………………！」

　一瞬、鬆すが入ったとでも言うか虚を突かれたと言うべきか、お見合いしてしまった間抜けな数秒。それを取り戻そうとして、皆あわてて銃を構えた。だが……。

　縁窓のサッシがバンっと開いて、黒ゴスを纏った少女が築つき山やまの上に降り立った。

「みなさまぁ、こんな夜半に、わざわざご足労様ぁ」

　数年間にわたる高度な訓練を受けたはずの工作員達の反射神経は、わずか数メートルの距離に、夜空を背景にして立った一人の黒ゴス少女によって、さらに混乱した。

　皆、目標の中に、幼い少女がいることは事前のブリーフィングによって知らされていた。でも、まさかその娘が自分達の面前に躍り出て来るとは考えてもみなかったのである。勿論、邪魔になれば撃つ。非合法の活動に従事する工作員だからそれくらいの非情さは持ち合わせている。だけど作戦の邪魔にならなければ、あえて傷つけるのは避けたいとも思ってはいたのだ。だから脊せき髄ずい反射的に銃口を少女に向けたものの、引き金を引くことにホンの数瞬躊躇ってしまったのだ。

　それを見たロィリィは、死神の二つ名にふさわしくニタリとほくそ笑んだ。そして、その直後から黒死の暴風が吹き荒れることとなる。

「うふっ」

　信じられないことが起こった。見た目は稚い少女が、鉄塊のようなハルバートを閃光の如き勢いで振り回したのである。そして、その非常識な事態を理解する間もなく、その一振り毎に、米・中・露の工作員達が一人ずつ落命していくのだ。

　一呼吸、二呼吸ほどの時間を経て、まだ生きている者はようやく我に返った。

　今更ながら飛び跳ねるようにして遮しゃ蔽へい物に隠れると、反撃を開始した。だが、これもまた、この場の混乱を深めるだけとなった。

　兎に角サプレッサー装備をした銃を少女に向ける。そして殺傷力において高性能な４・６㎜とか５・７㎜弾を放とうとするのだが、少女は銃口を向けられると、引き金も引かない内にそこからするりと華麗な身のこなしで躱かわしてしまうのだ。

　放たれた銃弾は、勢いそのままに所属不明の工作員達に容赦なく降り注ぐ。

　銃撃を受ければ、相手とてこちらに向けて反撃をしてくる。こうして、黒ゴス少女の暴風にかき回されながら、三つ巴の銃撃戦まで始まってしまうこととなった。

　黒ゴス少女は羽根でもついているのかと思わせるほどの身のこなしで跳躍すると、空中で身を翻ひるがえして銃弾をかわした。もし、その背に翼があるならその色は間違いなく黒だろう。

　地に降りればまるで四つ足の獣のような俊敏さで駆け抜けて、たちまち工作員の懐へと肉迫してハルバートを叩きつけてくる。

　四方から飛来する銃弾。そして黒い暴風。精鋭なはずの工作員達は、連携も戦術も忘れて、ただ我が身を守るので精一杯となった。味方こそは撃たないものの、それ以外は全て敵とばかりに引き金を引くしかなくなっていたのだ。そして、誰も彼もが手当たり次第に銃を乱射したので、逆に周囲から銃撃を受け、倒れていくことになってしまうのである。

　少女の叩きつけて来るハルバートの破壊力は、アラミド繊維のボディアーマーなどまったく役に立たない凄まじさ。一撃毎に、たたきのめされ、吹き飛ばされ、身体を両断される。

　工作員達はこれほどまでに非常識で理不尽なほどの破壊力を前にする訓練など受けていない。誰も彼も「こんなの相手に出来るか」とばかりに逃げ腰になった。

　旅館の庭には小さな池があり、灯籠があり、築山があり、さらにはよく手入れされた植木があちこちに配置されている。これが銀色に輝く満月の下、ワビ・サビを……つまり風ふ情ぜいを感じさせる風景を作り上げているのだが、彼らにとってはこれほど死角が多く、狭い癖に地形に富んでいてやりにくい戦場はなかった。

　黒ゴス少女は、これらの地形を巧みに活かして、銃弾を避け、一瞬にして築山の向こうに逃げたかと思わせると、回り込んで攻めて来る。

　迎え撃とうとしても弾は虚しく灯籠を抉るだけ。池に飛び込んだ流れ弾を受けたのか、鯉が腹を上にして浮かび、職人が丹精を込めて冬支度させた植木は瞬く間にズタズタになってしまった。

　絶対に旅館の建物に銃口を向けないように気をつけても、命のかかった乱戦である。流れ弾程度はどうしたって出てしまう。一般宿泊客が休む中で、雨あま樋どいがふっとび、ガラスを貫いて障子に穴があいていった。

　こうして互いに撃ち合い、隠れ、隙を見ては移動して、また撃ち合うという繰り返しによって、貴重な技能を有した人命が消耗されていった。

　アメリカ側チームリーダーのチャックは、最初の一瞬で流れ弾を受けてしまい、仰向けに倒れていた。だが、彼の祖国に対する忠誠心と使命感は、最後の義務を果たすまで彼に死という名の安楽を許さなかった。次々と倒れていく仲間を見送りながら、無線機に向かって、息も絶え絶えに小さいながら報告の声を発した。

「作戦は失敗……作戦は失敗した。不意の攻撃を受けて、我々は壊滅……状態」

『いったい何があった？　日本の攻撃か？』

「………違う……こ……混乱していてわからない。黒ゴスの少女……が」

『どうした？　応答せよっ！』

　無線機は叫んだが、チャックは永遠に応答することが出来なくなっていた。

　ハイデッガーは、右大腿に銃弾を受けていた。

　石灯籠に身を隠し応急キットから取り出した圧力包帯で傷跡を固く縛り付けたあと、弾の残りを確認しようとした瞬間、築山を掩えん体たいとして身を伏せていたロジャーが、回り込んできた敵に横合いから殴り倒されたように転がるのを見てしまった。

　その情け容赦のない殺戮に、形容のし難い感情がこみ上げてくる。

「この化け物めっ！」

　ハイデッガーは、ロジャーの首をはねた黒ゴスの少女に向けて銃弾をばらまいた。

「化け物めっ！　化け物めっ！」

　だが少女は巨大な血にまみれたハルバートを楯にして銃弾をことごとくはじき返してしまう。そして彼の銃の弾が尽きると見るや、その巨大な鉄の塊を叩きつけてきた。

　なんとか身を捩らせてこれを避けたつもりだが、それでも身体のどこかで受けてしまったらしい。ハイデッガーの身体は小さな池へとたたき込まれた。そこに、さらに追い打ちのような銃撃が襲ってくる。別の敵だ。

　振り向き様にＭＰ５を向けるが、弾倉に敵の弾があたったのか吹き飛んで、薬莢が地面に散乱する。最早、弾倉を替えている暇もない。ハイデッガーはサイドアームのシグザウエル・Ｐ２３９を左腕で引っこ抜こうとした。そしてその時に、左の腕を失っていることに気づく。

「ちっ」

　慌てて右腕を回し腿のホルスターからマカロフを抜く。敵も拳銃を抜こうとしていて、ほぼ同時である。健全な左足に渾身の力を込め、敵の銃口から身を逸らそうと飛び退いた。敵もまた反対側に飛び退いて、ハイデッガーの銃口から逃れようとしている。

「くそっ」

　中空で、互いに銃口を向け合った一瞬、弾倉に装填した殺意が尽き果てるまで、ひたすら放ち続けた。焼け火箸を突き立てられたような熱い感触が胸や頬、肩、腰を襲う。重力に引かれて大地に叩きつけられた衝撃で、息が止まった。弾倉を交換すべく手を伸ばそうとした。だが、手が動かない。銃を握る腕も動かない。急速に力が抜けていく。強烈な睡魔にも似た死の臭い。

「くそっ」

　頭の中で、テレビのスイッチを切った時にも似た視界の消失があった。やがて、彼の呼吸が止まった。




　気がつけば静まりかえる旅館の庭には、彼女に戦いを挑めるような生者は、既に存在していなかった。

　冬の冷たい風がロゥリィのフリルスカートを揺らす。

　生き残った池の鯉が、水面を跳ねた。

　ロゥリィを援護するために、アーチェリーを構えていたテュカは、構えを解くと小さなため息をつく。

　部屋の奥から隠れるように覗き見ていた伊丹やレレイ、栗林、富田達は、返り血を浴びて独り庭先で微笑するロゥリィの姿に背筋が寒くなるのを感じていた。




　事の成り行きを見守る羽目に陥っていた市ヶ谷の『状況管理運用システムルーム』は、不意に始まった山海楼閣の庭先における戦闘に、皆唖然としていた。

「内輪もめか？」

「いったいどうなってる？」

　上空に音もなく浮かぶ偽装飛行船にしつらえられた複数のセンサー……第三世代暗視装置とハイビジョンカメラ、指向性マイク等から送られてくる情報は、旅館を襲ってきた敵集団が、三つに分かれて互いに撃ち合いを始めたというものであった。

「おいおいおい、どうなってんだ？　誰か説明してくれよ」

　嘉納が状況の説明を求めるが誰も答えられない。何が起きているか誰にも理解できなかったからだ。

　さらに、一人の少女が巨大な鉄斧を振り回しているという映像が彼らを一層混乱させた。余りにも現実離れしていたためすんなりと受け容れることが難しかったのである。

「おいおい、この娘、石の仮面を被ったとか、血を吸われたとか、そういう類の存在じゃねぇよな」

　その意味では、マンガなどをよく読む嘉納の方が適応が早かった。彼はこれまで読んだことのある何種類かのマンガから、彼女のような能力を発揮する存在を思い起こしていた。

　そのうちに戦闘は少女以外は全滅という形で終わってしまう。

　時間が過ぎていくにつれて、庭先に散らばる死骸は冬の寒気に曝さらされて冷えていく。次第に体温を失って、発する赤外線も弱くなり暗視鏡にうつる姿が薄くなっていくことに哀れが催された。

「と、とりあえず対処第三項を……」

　茫然自失の中から再起動を果たした幹部の一人がようやく対応を始めた。対処三とは、公安警察とその直属の専門グループを送り込んで現場の後始末をさせることである。これは、当初から予定されていたことなので遅滞なく進んだ。この場合の後始末とは、屍し体たいを屍体袋に詰めて運び出したり、遺い棄きされた武器や弾薬等を回収（どういう理由か、不自然なまでにその数が少なかったという）したり、痕跡の抹消、怪我人や生存者がいればこれの内々での処理、そして目撃者や関係機関に対して協力（沈黙）要請したり、することである。それと外務省を通じて、ひと通りの関係機関に「こういうことがあったけど、おたくら心当たりない？」という問い合わせをしたり、それとなく、ほのめかしたりすることも含まれる。

　もちろん、こういうことに正直な答えをしてくる国はない。ロシアとか中国とか、韓国とか、イランとか、フランスとかの大使館からは大抵「うちは知らない。関係ない。そりゃあ災難だったねえ、お気の毒様」という返事が来るのであるが、今回に関して言えば主たる相手が分かっているのでそれはナシである。

　で、問題のアメリカなのだが、戸惑ったような態度で「うちの親分とおたくの親分との間で話が付いてたよね。なんで？　どうして？」という詰問をして来た。こちらとしても訳が分からないので起きた出来事を正直に説明したところ「担当者を送るので、屍体を検分させてちょうだい」と言ってきた。もちろん断る理由はないから、快く受け容れることとなった。このアメリカから来た担当者が、惨ざん殺さつ屍体を検分したところ、その殺傷の方法はさておいて「屍体の三分の二は、ロシアと中国のものでしょう」と語った。日本の担当者も同様の意見を持っていたので、ここから今回の出来事が不幸な偶然による遭遇戦であったと判明するのだが、それも後の話である。この時点では、日本としてはアメリカ内部における仲間割れと考えていたのである。従って、アメリカの行動を妨害するようなことは一切せずに、ふて腐れた気分で後始末だけを淡々とやるという状態であった。

　舞台となった旅館そのものについては、今回は、最初から協力態勢が敷かれていたので隠蔽工作には大した手間もかからなかった。そもそもが防衛省共済組合経営の保養施設だ。だから宿泊客も、ほとんどが『関係者』によって占められていたのだ。一部の部外者……例えば、自衛官や防衛省役人の家族といった立場で当該施設を利用している一般人宿泊客が、朝食の席で仲居さんに「昨夜遅くに、庭先で騒ぎがあった？」と尋ねたりすることがあったが、「裏山で、戦争ごっこにうつつを抜かしたオタクが、何を考えたのか旅館の庭先にまで入り込んで撃ち合いをやって交番の人に来て貰ったり、叱りつけて荒らした庭先の掃除をさせたりと、ちょっとした騒ぎがありました」という説明で納得したということであった。

「ったく、こんな所まで来て戦争ごっことは非常識きわまりない」

「やっぱり、自衛隊の人だからなんですかねぇ～、ウチのヒロシ、大丈夫かしら。毒されてないかしら」

　と、いった隊員の親と思われる熟年夫婦の会話に、事情を知る者はなんとも言えない気分を味わったということであった。





　　　　＊　　＊






　一方、追われる身の上の伊丹様ご一行である。

　目の前で、追っかけてきた猟犬が若干の同士討ちとロゥリィの手で全滅させられたからといって、それで猟師が諦めると思うほど楽観的な性格でもなかったので、荷物をまとめてまだ暗いうちに旅館を出ることにした。

「なんだか最近こんなのばっかり」とは、富田のぼやきである。

　しばらく歩くと、田舎の旅館街に、『何故か』夜中だというのにアイドリングしたままで駐車するワゴン車を見つけた。

　旅館を襲ってきた連中が足に使っていたものならば、一台だけの筈もなく、周囲に似たような車がいてもおかしくないのだが目の届く範囲にはなかった。実際は、こうした田舎道でアイドリング状態の車が密集していたら悪目立ちして土地の官憲の気を惹く。そのために移動用の車両は、視界に入らない程度の距離を置いて待機することがセオリーなんだとか。それを知らない伊丹としては、深く考えても仕方ないというだけの理由で安直に行動した。

　伊丹の合図をうけた富田は右後方の死角から、サイドミラーに映らないように素早く近づいて運転席の外国人の後頭部に、鹵ろ獲かくしたＨ＆Ｋ ＭＰ７の銃口を突きつける。そして正面から堂々と「ゴメンねぇ。悪りぃけどさ、降りてくれるかな？」と、日本人的薄笑みを浮かべた伊丹が礼儀正しく現れて、これまた鹵獲したマカロフＰＭ拳銃を突きつけながら車を降りるように求めると、いかにもロシア人っという感じの大男が両手を挙げながらゆっくりと車から降りた。

「ここで悪人なら撃っちゃうところだけど？　撃っていい？　撃っていいよね？」と栗林は自分の身長を遙かに超える大男を見上げながら、鹵獲したＦＮ Ｐ90を隙無く構えた。完全にアルコールが抜けてないので、言うことがやたらに過激だ。

「それって、ちょっと後味悪いって」と富田は抑えるように言いつつ、大男には俯うつぶせになるよう促した。身の危険をひしひしと感じるからなのか、男もやたらと素直である。

「だけど無力化するのってどうするの？　ロープとか用意してないし、殴りつけて気絶させるってテレビやマンガには簡単に出てくるけど、実際にやったことないしなぁ。下手なところ殴ったら死んじゃうしさ。それだったら銃の方が面倒が無くていいんじゃない？　試し撃ちとかしてみたい」

　栗林は、そんなことを言いながらも白人大男の脇から拳銃や予備の弾倉を抜き取り、身体のあちこちをまさぐりながら武装解除していった。使えそうな武器弾薬は、当然ながら鹵獲していく。

「員数外の武器弾薬ってありがたいよねぇ。しかも流行のＰＤＷ個人防衛火器。待ってたら何年たっても回ってこない最新鋭の武器弾薬が大漁だぁ。鹵獲～鹵獲～」

　たまに撃つ弾がないのが玉に瑕きず……などという自衛隊川柳を詠う栗林の荷物は、彼女の体重並みに重く大きくなっていた。そんな中で、レレイがすすっと前に出てきた。

「殺傷せずに、無力化が出来ればよい？」

「何か方法があるの？」

「ある」

　レレイは、そう頷くと俯せになった大男の背中に手を当て、ちょっと長めの詩をどういう咽のどの構造なのか和音と不協和音を取り混ぜ『独りコーラス』で詠唱した。強いて言えば、それは喉のど歌うたと呼ばれる技法に似ているかも知れない。ただ、彼女の場合は鳩笛にも似た響きを持っていた。

　しばらくすると白人男は、大いびきをかき始める。

「これで朝までぐっすり」

「す、スゴ」

　栗林が代表して感嘆の声をあげたが、それはほぼ全員が同様に感じたことでもある。

　魔法という技を初めて見た日本人一同の驚嘆は、イリュージョン・マジックを見せつけられた未開人のそれに近いかも知れない。なのにレレイは、大したことでもないかのように取り澄まし顔でワゴン車へと乗り込んだ。続いてロゥリィ、ピニャとボーゼス、梨紗、テュカの順で乗り込んで、富田が運転席、身体の小さな栗林を真ん中に挟んで、伊丹が助手席に座る。後は、ひたすら東京へ向けて走るだけ……なのだが、急に伊丹がやめようと言いだす。

「真っ直ぐ銀座に向かうのはやめよう。待ち伏せられたらきつい」

「じゃあ、どうします？　こう言っちゃなんですけど、変にこっちにいるより『門』の向こうの方が安全っすよ。出来るだけ早く駆け込んだ方がいいと思うんですけどね」

「戦闘地域の特地の方が、安全っていうのもなんだか皮肉………そうだ、今回の休暇は台無しになっちゃったんですから、後できちんと取り直しさせてもらいますよ。隊長」

　栗林の言葉に、伊丹は握り拳で応えた。

「当たり前だろ。俺だって全然休めてないんだぜ。こうなったら何としても柳田にねじ込んで、十二月二十九日、三十日、三十一日の三日間に休暇をとってやる」

「その日が何の日かは尋ねませんけどね。あたしは別の日に休暇を取ります」

「俺も、もう巻き込まれたくないかなぁ」

　栗林と富田は口をそろえた。日本語で為されたこの三人の会話をレレイから通訳されたのか、ピニャも少しばかり詰問口調で声をかけてきた。

「少し尋ねたい。そもそも何故、妾達はこのように逃げ隠れしなくてはならぬのか？」

「そう。わたしもそれを尋ねたいですよ隊長。最初から妙だなとは思ってましたけど、いったい何が起きてるんですか？」

　問われて、伊丹はしばらく考えた後に、おもむろにこう切り出した。

「実はな……」

「実は？」

「俺にも、よく、わからん」

「隊長？」

　栗林はすぅと目を細めると手にしたＦＮ Ｐ90の銃口を伊丹へと向けた。繰り返し言うが、まだアルコールが抜けきっていないようで、やたらと過激である。

「いい加減に言わないと、後ろ弾です」

　伊丹は両手を挙げると「待った、待った」と猛った馬を宥なだめるかのように、優しく声をかけた。「話せばわかる！」

「それって死亡フラグかも」と後ろから茶々を入れたのは、梨紗であった。

「問答無用っ！」

「待たれよ、クリバヤシ殿。そなたイタミ殿の部下であろう？　無理を言ってはいけない。これは非常に政治的な問題なのだから」

　ピニャが、割って入るように言った。

「イタミ殿が立場上、言えないことは分かっている。これから妾の推測を言うので聞いて貰いたい」

「………」

「まず確認したい。妾は、売り渡されたのではないか？」

　伊丹は「それはない」と首を振った。

「だが本来なら、妾もそなた達も休暇を楽しむがごとく安あん穏のんに過ごせるはずだったのではないか？　なのに、最初から齟そ齬ごが起きている。乗り物が急遽変更になったりすることは、手配の事情で当たり前に起こり得ることだし、目的地寸前でチカテツと称する地獄の乗り物を降りたのは、妾達やロゥリィ殿の意を汲んでのことだから仕方ないと思う。投宿した宿舎が火事になってリサ殿の部屋に駆け込んだのも火事場盗賊を避けるためとしては当然の処置と言えよう。しかし、こうしたことが一日、二日の間に立て続けに起こって、挙げ句の果てに泊まっていた旅亭が襲われて、慌てふためいて逃げ出さなくてはならなくなったとなると、いささか出来事が多すぎる。あたかも、コボルトの前に繋いだ子羊を放置するかのごとく、妾達につけられた護衛は外されたのではないか？　それはこの国の意思決定に関わるところで何かが起きているということだ。妾達は、このニホンという国と、帝国との交渉を仲介するために来た。それはすなわち講和の交渉を意味する。察するに、講和を快く思わない勢力と、講和を進めたい勢力があり、それがせめぎ合っている。違うか？」
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　東京近郊のサービスエリア。

　時刻は、人々がまだ眠りから醒めない午前五時頃。だが都心へと向かうトラックは高速道路を絶えることなく走り抜けていく。

　人影もまばらなサービスエリアの駐車場には、朝靄が立ちこめている。

　そんな中で、三人の少女の足音が、行き交う車に気を配りながら売店から走り寄って来るのが見えた。

　一人は、年の頃は見た目で十二～三歳。漆黒の亜神。

　一人は、見た目十四～五歳ぐらい。賢き魔導師。

　一人は、見た目十六～七歳ぐらい。森の妖精。

　ワゴン車の助手席からそれを眺めていた伊丹は思う。かつてこれほどに美しい少女達が居たであろうか？　と。

　後部座席の梨紗は、伊丹に向かってポツリと尋ねた。

「三人の内、誰が好み？」

　伊丹は、聞こえないふりでもしているように答えなかった。だから、梨紗は伊丹が答えやすくなるように質問の仕方を変えてみた。

「容姿の好みからすると、エルフの娘よね」

「まぁな」

「性格的には、黒ゴスの娘」

「ああ」

「保護欲がそそられるのは、プラチナブロンドの娘かなぁ」

　これを聞いた伊丹は、梨紗ほど自分を理解している女はいないと思った。

「大変よく、分かってらっしゃる」

「何年つき合ってると思ってる？」

　カシャカシャと膝に置いたノートパソコンのキーボードを叩きながら、梨紗は伊丹をなじった上に、何が気に入らないのか背もたれ越しにげしげしと蹴った。

　ノートパソコンは携帯を用いてネットと接続されている。

　富田や栗林はアイドリング中のワゴン車内で交わされる元夫婦の会話に互いに肩を竦すくめ合うだけである。富田は、伊豆箱根から東京までの深夜の運転に疲れたのか肩を自ら揉んでいた。

　スライドドアが開かれて、三人が車内へと入ってきた。

「………？」

「痛ぇ」と頭を抱える伊丹を見て、ロゥリィは胡う乱ろんな視線を向けた。どうせ間抜けなことでも言ったかやったかして、梨紗から制裁を受けたのではないかと推察したのである。

　ロゥリィ達は抱えていた缶甘酒やらお汁粉ドリンク、ポタージュスープやココアといった微妙な品揃えの缶飲料を、伊丹を除いた全員へと手渡していった。機械文明の一端に触れた彼女達は、自分で買い物をしたがるお年頃である。ただ自分が何を買ってきたかは、分かってないようであるが。

「俺のは？」

　とはいえ、自分には渡されないと思うと途端に寂しい気分になるものである。伊丹は、ロゥリィに問いかけたが、彼女は無視するかのようにプィとワゴン車の後部座席へと戻ってしまった。まだ、拗ねているのだ。

「あっそ、…………まぁ、いいんだけどね？　どうせ、お汁粉ドリンクなんて飲みたくなかったし……」と、負け惜しみを呟きながら伊丹は肩を落とす。こういうことを口にする心の働きを心理学者達は童話に例えて「採れないブドウは酸っぱい」と呼んでいたりする。

「何をやったの？」

「何もしなかったんだよ」

　男女の関係においては、何もしないことが罪になることがあるという良い例なのかも知れない。女の勘でその手の話であることに気付いた梨紗は、不快な気分が胸中で蠢いたので話題を変えることにした。

「さて、これで仕込みは済んだからね。後は喰い付きを待つだけよ」

「なぁに？」

　ロゥリィは梨紗の背後から液晶画面を覗き込んだが、そこには画像の類は一切無く、ただ日本語のテキストがずらっとならんだページが広がっていたために、早々に飽きてしまった。テュカは寝ている。レレイは、かろうじて読める程度だが、内容よりは自分が購入したノートＰＣを見事に使いこなす梨紗を、尊そん崇すうの目で視ていた。




『本日十四時、銀座事件慰霊碑に、ロゥリィ・マーキュリー氏、テュカ・ルナ・マルソー氏、レレイ・ラ・レレーナ氏の三名が献花予定。その後、特地への帰途につく』




　このような内容が、匿名掲示板に書き込まれ、これに対するレスポンスで、ネット上はちょっとした祭り状態だ。

「どうだ？　いけそうか？」

　伊丹は、助手席のバックレスト越しに、液晶画面を覗き込もうと頭をつきだした。しかも、コンビニでお湯を注いできたカップラーメンを朝食としてズルズルとすすっている。その音と汁のしぶきに梨紗は顔を顰めた。

「大丈夫。これで彼女たちを一目見ようと大勢が集まるわよ。……ちょっと止めてよ。頭の上でラーメンなんか食べないでったら」

　梨紗は、さらに仕込み作業を続けた。

「参考人招致以降のネットの反応を見て、これはいけるっと思ったのよねぇ。人気ロックバンドのゲリラライブの観客動員数が千人を超えることもあるから、それくらいは集まると思うわ」

　銀座で待ち構えているだろう敵から身を守るため、梨紗は『大きなお友達』を動員して、そのみんなに見守られる形で門の向こうへ帰るという方法を提示したのである。いかな米中露とは言え、衆人環視の中で乱暴な方法は使えないだろうから。多少リスクは伴っても街中でカーチェイスしたり銃をぶっぱなしたり、チャンバラを繰り広げるよりはよっぽど安全で確実と言える。

　もちろん、目論見通りに行くのであれば妙案だから伊丹は諸手で賛成した。

「とにかく、昼までは仕込みを続けておくから、それまで先輩は寝てなさい」

　そう言う梨紗に、伊丹は「あいよぉ」と言いつつも素直に従った。ピニャ達がそうしているように、伊丹も助手席に座ると背もたれに体重を預けて目を閉じる。

「……それと先輩？」

　梨紗はキーボードを叩きながら、続けた。

「なんだ」

「いいかげん、お母様のお見舞いに行きなさい」

「…………………………………………………」

　返事すらしない伊丹の硬質な拒絶に、梨紗は身を固くした。そして「まだ、駄目なのかなぁ」と呟くと、もうそれ以上はこの話題に触れないようにするのだった。




　ピニャは、目を閉じて眠ったふりをしながら伊丹と梨紗のやりとりを聞いていた。

　この二人は別れたと聞いたのだが、実際は充分に仲が良いと思う。勿論、会話の意味が理解できるわけではない。ただ、交わされる声の響きや、口調からそう感じるのだ。言葉が理解できないからこそ、そうした響きに敏感になるとも言える。とはいえ、どんな会話がなされているのか理解できないのはなんとももどかしいモノである。元夫婦の睦むつ言ごとを盗み聞きする趣味はないが、ちょっとしたやりとりに自分や祖国の将来を左右するような内容が含まれているかもしれないのだ。そう考えると、なんとしても日本語を習得しなければいけない。

　特に、『門』のこちら側にある講和を好ましく思わない勢力の存在は、ピニャにとって危機意識を抱かせるに充分のものだった。伊丹の語った、アメリカ、ロシア、中国を始めとする列強。これらの勢力のせめぎ合いによって、帝国の運命が勝手に決められてしまうというのは腹立たしいことなのである。せめて、講和を望む勢力と共闘して、帝国の生き残りをかけた外交戦に持ち込みたかった。確かに軍事的には敵わないかもしれない。だが敵わないからと言って、運命を天に委ねていることは、帝室の一員として許容できることではないのだ。

　運を天に委ねるのは愚か者のすることだ。天は良いことも悪いことも持って来るからだ。

　帝国貴族が頼るものは、ただ一つ己の力量である。そのためには、広く『門』のこちら側のことを知らなければならない。日本は当然、アメリカやロシア、中国と言われる外の国についてもだ。それは、自分だけでは不可能である。イタリカに戻ったなら、パナシュ、ハミルトン、ニコラシカ、スイッセス達……騎士団のメンバー達の協力を仰ぐ必要もあるだろう。帝都に戻って皇帝に報告もしなければならない。元老院議員や大臣らの説得もしなければ。

　旅亭で拾った「じゅう」。伊丹等に気付かれないように懐に隠したその感触を確かめながら、なんとしても無事に国に帰り、この世界の芸術を持ち帰るのだと決意するピニャであった。
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　その日、テレビは朝から報道特集を流していた。新聞の朝刊は、一面全部を用いて、時の内閣総理大臣の緊急入院と、辞意の表明を巨大な見出しで伝えている。カメラの砲列は、東京女子医科学病院の建物を撮り続け、集まった報道陣とアナウンサー達は、マイクを片手に道行く人々に事態を知らせその驚きの表情を全国へと発信していた。政権に対して批判的な勢力は、首相を「無責任」となじり、彼の振る舞いを名前とかけて『ホンイする』等の新造語をもって揶揄した。そんな大報道の陰で、人々にあまり知られない人の動きがあった。それに気付いたのは、『お粗末様でした!!』という民放昼番組の取材スタッフである。

　彼らは、いつものようにカメラと音声、そして女子アナという組み合わせで、今回の首相の入院と辞意表明についての街の反応を拾っていた。だが、銀座という街を行く人の反応は、判で押したようにみな同じである。多くの人が、テレビカメラを向けられると、空気を読んだ対応をしてしまう。つまりは一概に「本当ですか？　なんで急に……」と驚いたりするものだと思って、その通りに反応する。あるいは批判的な立場に立つ人は「辞めて当然」「無責任な」という言葉を続けてみせる。猟奇的な事件で「あの人？　やっぱり、そういうことをしそうな人でした」といった、ステレオタイプな反応を示すのと同義である。

　こうやって集めた映像素材は、十……いや、百集めて一、使われれば御の字という世知辛い世の中である。当たり前の反応、意外な反応……これらを、番組の編集担当者が視聴者にどう印象づけたいかという意図に基づいて、切り張り加工して報道番組はつくられるのだから。その為には、どれだけ彩りに溢れた素材を拾い集めることができるかが、取材スタッフの力量の示し所なのだ。

　ところが、そのことがまだ分かっていないアナウンス部の新人栗林菜な々な美みは何人目ともつかない男性にマイクを突きつけて、今回の首相の入院についてのコメントをとっていた。紋切り型の質問には、紋切り型の反応が返ってくる。それがメモリにデータとして収録されていく。番組プロデューサーが欲しいのは「典型例」だけでなく「極端例」である。なのに、彼女は「典型例」と「典型例の亜型」しか拾ってこないのだ。当然、彼女の集めた素材が使われることはない。滅多にない。カメラや音声の士気は低下して、ディレクターから「ちったぁ使える絵を拾ってこい」とお小言を言われ、メインのキャスターからも「もっとがんばらないといけないよ」と言われてしまう始末。同期の女子アナには、既にレギュラー番組を持っている者もいるというのに。

　彼女としては、自分の取材映像が使われるように努力をしているつもりなのだ。だが努力の方向性に問題があった。質問のしゃべり方、抑よく揚よう、マイクの向け方のみならず、思いあまって姉譲りの巨乳を強調するような服装に変えてみたりもした。途端「あなた、色物アナウンサーで終わるつもり？」と先輩に睨まれたりしてしまった。




　ため息をつきながら、今度は誰に声をかけようかと周囲を見渡す。銀座の繁華街だ。取材の対象に困ることはない。そして気付く。人の動きが妙にぎこちないことに。

　銀座は、人の動きのある街だ。中央通りを北から南へ、そして東から、西から流れているのが正常である。なのに、今日見える風景は、人の動きが滞っていた。信号待ちをしているわけでもないのに、待ち合わせ場所としてもふさわしくない路傍で、多くの男性が立ちつくしている。

　それも一人や二人ではない。流れて行く人々が、彼らを邪魔に思う程度に立ち止まっている。何かを待っているかのように。

「今日、何かイベントとかあったっけ？」

　音声担当が「聞いてナシよ」と答えてきた。

　カメラマンが、ピントを合わせる手を忙しなく動かしながら街に立ち止まる人々の変化を告げる。

「だんだん増えてるぞ」

　ゾロゾロと何となしに立ち止まっている人々。その人垣を抜けるようにして、本来の買い物客達が通っていく。実に迷惑そうである。

「どっかのアイドルが路上でゲリラコンサートでもひらくとか？」

「ちょっとカメラ、回し続けてよね」

　菜々美の言葉に、カメラが力を入れ直してレンズを向けた。

「分かってるって。それよりお前も連絡忘れるなよな！」

　初めて掴めそうな特ダネの香りに酔っていた菜々美は、大事は局へ報告するという基本をすっかり忘れていた。カメラマンに指摘されて慌てて携帯電話に手を伸ばすのだった。




　ＣＩＡの日本支局員の統括責任者、グラハム・モーリスは急な動員に不平不満を漏らしつつも、銀座の一等地につくりあげられた銀座駐屯地と呼ばれる自衛隊管理区域、一辺二百メートルのフェンスと鉄条網に囲まれた正方形の地域を一周しながら、コードネーム『来賓』が姿を現すのを待ちかまえていた。

　銀座駐屯地の営門はひとつ。

　その前には、銀座事件の慰霊碑と記帳台が置かれ、今でも献花する人の姿が絶えない。

　そんな中にやって来る来賓を丁寧且つ迅じん速そくにキャッチして、我が合衆国へと移送することが彼の任務であった。

　日本政府との話は既についている。

　まさか首相が辞任というアクロバットを使ってこちらの握っていたカードを帳消しにして来るとは思いもよらなかったが、少なくとも妨害はしないという約束は有効のはずである。従って警戒するとすれば中国、ロシアであった。箱根に派遣したコマンドチームが全滅したのも、中国・ロシアの工作員との不幸な遭遇戦によるものであったと報告が来ている。見れば、なるほど外国人の姿もちらほらと見える。この全てがそうではないのだろうが、この中には確実に敵が居る。彼の勘はそう告げていた。

　ロシア・中国の妨害を排して来賓を迎える。神経を使う困難な作戦だが、自分達には決して不可能ではない。どの国も、この銀座という繁華街の中で出来ることには自ずと限界があるのだから。だが、しかし、見るとなんだか人の数が異様に増えて来ていた。部下の一人に尋ねてみる。

「今日は、何か行事が予定されてたか？」

「そんな情報はありませんが？」

「それにしてはこの人の数は異常だぞ」

　そう、気がつくと銀座の道という道は、人混みで溢れかえっていたのである。




　それは中央線と総武線と山手線が同時に架線事故を起こして電車が遅れた時の新宿駅のホームのごとき有様であった。そこから立ち上る陽炎にも似たそれは、人間を箱に詰めてぎゅうと押し込んだらこんな感じになるという熱気と、ストレスから立ち上るある種の殺気めいた苛立ちによって醸し出されたものであろう。銀座の中央通りに至っては歩道では人が収容しきれず、車道へと溢れ出てしまったため自動車の通行の妨げともなっている。

「こりゃあ、千の単位じゃないぞ。万……いや下手するとそれ以上？」

　銀座中央署交通課長の岩崎は、巡回の警察官からの報告をうけると、パトカーは大渋滞で動かないため徒歩で現場に駆けつけ、異常に増えた人の数にびっくりしていた。見れば、無届けデモの類でもなさそうである。これだけの人が、どこに行くともなく銀座の街を埋め尽くして、ただひたすらに何かを待っているのだ。

　テレビの取材クルーが来ているので、声をかけてみる。

「この人数は、いったい何を目当てに集まってるんだ？」

　彼らは、制服警官から問いかけられると思ってもみなかったのか、戸惑った様子を見せたが、溌はつ剌らつとした明るい表情の女子アナが代表して答えて来た。

「みんな、特地から来た女の子を一目見ようと集まって来たらしいですよ」

　菜々美達は献花台が最もよく見える場所にカメラを据えて、一番の映像をモノにしようと待ち構えていた。

　出遅れた他局の取材スタッフは、渋滞と人垣によって銀座に入ることすら出来ずにいるということである。その代わりではないだろうが、明らかに取材のものと違うカメラが数十台、三脚を列べていて報道カメラマンとは種類の異なる熱気を放っていた。局長から「がっちり取材してこい。もし、出来たら報道局長賞モノだゾ！」という言葉を頂いて意気軒けん昂こうの菜々美である。




「これ、どうしろって言うんだ？」

　運転席の富田は、車道まで溢れた人の群れによってちっとも進まない大渋滞を前に苛立っていた。車は新橋で停止。苛立ったドライバーが、クラクションをやたらと鳴り響かせ、これを受けて怒鳴り声や罵声が飛び交う。警察官が警笛を吹いて懸命に交通整理をしようとしているが、急な出来事に絶対数が不足して対応できないという状態である。

「まいったなぁ。ここまで凄いなんて」と頭を抱えたのは梨紗である。

　彼女は完全に読み誤っていたのである。

　テュカ、ロゥリィ、レレイの三人が銀座に姿を現すという情報は、ネットを通じて瞬く間に駆けめぐり、三人を一目見ようと、日本全国津々浦々から集まった人の数、なんと推定で四万人（警視庁調べ）という規模に達しようとしていた。東京ドーム収容人数が四万五千人だから、どれほどのものか想像できようというものだ。

「い、イタミ殿。これだけの群衆はいったいどこから湧いて出てきたのだろうか？」

「ど、どこかで戦でもあるのでしょうか？」

　ピニャとボーゼスの二人は、完全に怖気づいていた。

　本日の主役、レレイとテュカとロゥリィは、途中で買った弔意用のどでかい花束に埋もれて表情が見えない。

「これ、絶対動きませんよ。どうします？」

　と言う富田の声に、伊丹は「歩くしかないよなぁ」と答えた。

「でも、これ外に出たら危なくないっすか？」

「大丈夫よ」

　花束の間から顔を出して請け負ったのはロゥリィだった。

　彼女は、右手に梱包を解いたハルバートを持ち、左腕に花束を抱えると、スライドドアをあけて車の外に降り立つ。長く座っていて身体が強ばったのか「う～ん」と背伸びを一つ。そして、ハルバートを小脇に抱え、近くにいた群衆の青年Ａに声をかけた。

「ギンザはどっち？」

　すると……。

　現場で、それを目撃していた梨紗は後にこう語っている。

「古い映画に海がバッと割れて道が開いていくシーンがあったでしょ。それを見ているみたいだったわ。人の群れが、彼女を前にして道をあけていくのよ」
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　残念なことに、世の中には理性の手綱を放してしまい、感情に酔うまま暴走する人種がいる。例えば通り魔がそうだ。それに坊主が憎ければ袈け裟さまで憎いとばかりに殺人犯を憎むべきなのに、その家族にまで憎しみの矛先を向けたりする者も同じだ。

　彼、ないし彼女らは感情を向けるべき対象を完全に見誤っている。全く関係のない他人については述べるまでもない。また犯人の親族を相手にして親の罪が子どもに、子どもの罪が親に波及してそれを償うべきだというのも、古代ローマにもなかった野蛮な風習と言える。二千年もの昔の古代人に精神的成熟度で劣るとは、実に情けない話だろう。

　しかし、銀座事件の被害者にとって、ロゥリィ、レレイ、テュカといった特地から訪れた三人は、ある意味、初めて見る敵国人であった。

　銀座の街を埋め尽くす大群衆の中に、逆恨みでしかない感情を彼女らにぶつけようとして紛れている者がいないとも限らない。従って伊丹は、緩んだ表情をシリアスに引き締めると、富田と栗林の二人に告げたのだった。

「今日はやめよか。また梨紗の部屋にでも泊まろ」

　がっくり来る二人。だが嫌なことは避けて通るが信条の伊丹だ。困難が予想される現時点でこの状況から逃げようとするのは、当然の選択でもある。しかし栗林は言う。

「で、明日になって、どこぞの工作機関とかが待ち構えているのを強行突破するんですか？」

　梨紗が人を集めてくれたのも、アメリカとかの工作機関の待ち伏せからピニャとボーゼスを守るためである。この困難を避けるために今の状態を作り出したのに、これからまた逃げたら元の木阿弥ではないか。

「逃げた先、逃げた先へと追いかけて来る借金取りの如く」

　市ヶ谷とか、各地の駐屯地に逃げ込むというアイデアはボツだ。政府機関で二人を保護すれば、今度大統領から電話がかかってきたら躱かわしきれなくなってしまうからだ。それでは何のために本位総理が辞意を表明したか分からなくなってしまう。自分達が、現時点で政府のコントロール下にないからこそ「逃げられちゃいましたねぇ。残念でした」とお悔やみを言いながら、内心で舌を出すことが出来るのである。このあたりの事情は、太郎閣下からの状況説明で充分に理解している伊丹であった。

「参ったなぁ……」

　伊丹は髪を掻きむしりながら瞑目すると、大きくため息をついて二人に命じた。

　もし、彼女達を害そうとする者があれば「撃て」と。これは「許可」ではなく「命令」である。富田も栗林も志願して自衛官となった身である。そして職業自衛官として高度な訓練をうけた陸曹でもある。さらに実戦の洗礼を経ている。従って一度「命令」という形で指示を受けたなら自らのマインドセットを殺さつ戮りく機械モードへと変えることも出来るのである。故に、二人はそれぞれに手にした鹵獲武器の弾倉を確認するとともに、予備弾倉を栗林の荷物から拾い出してポケットやズボンのベルトに挟み込んだ。その双眸からは冷たい兵士としての光を放つ。サングラスがあったらかけていただろう。もちろん、銃をあからさまに曝さらして周囲を威嚇するようなことはしない。ジャンパーにハーフコートにと銃を隠し、それぞれすぐに発砲できる状態にして、周囲を埋め尽くす大群衆を前にしてワゴン車を降り、銀座のアスファルトを踏んだのである。




　栗林志し乃のは黒い革ジャンパーをまとっていた。

　ストーンウォッシュされたデニム生地のミニスカートに黒のストッキングをはいている。靴は、ストレッチブーツ。ヒールが高い履き物を好むのは彼女のコンプレックスの表れだろうか？　チビ巨乳とあだ名される彼女の体躯は小さい。が、背の低い者によく見られる手足が短くて胴が長いというスタイルとは一線を画していて、引き締まった身体に鍛えられた筋肉を持つ者だけが許されるメリハリのある曲線の連続で、スラリとした肢体を形作っていた。要するにバストを除いた全ての構成要素が、均整のとれた比率を維持したままに縮小されているのである。

　革のジャンパーの前を完全に開いて、内に着ている白いセーターを覗かせる。

　ここで立ち絵を入れるなら、そのポーズは左腕でジャンパーの左襟を押さえ、その内懐に右腕を突っ込んでいるように見せる姿だ。もしフルカラーが許されるなら、唇には深紅のルージュ、眉は切れのある線でくっきりとひいて、凛然とした表情で描きたいところである。もちろん右手にはドイツのヘッケラー＆コッホ社が制作したＭＰ７が提げられている。元来の巨乳故に、突き上げられているジャンパーの胸には生地の余裕が全く無いため、ストックを縮めて全長三十四センチでしかない銃すら隠しきれず、革ジャンの裾からわずかに覗けてしまう。

　そんな彼女が冷たい冬のビル風をまとって、精神的臨戦態勢を済ませているところなどを是非格好良く脳内イラストボードに描いて頂きたい。

　さて、そんな彼女の隣に立つのは富田である。富田章あきらはカシミア混のハーフコートをまとっていた。長身でワイルドな富田は、筋肉質だがボディビルダーのようなずんぐりとした印象はない。敏捷性に優れたアスリートを連想させる体格だ。日焼けして浅黒い肌に、精悍な顔つき。顎を覆う無精髭もイチロー風で格好がよく、見ていてなんだか腹が立ってくるほどだ。そして、猛もう禽きんのような眼光は、周囲を睥へい睨げいして射抜かんばかりである。

　その内懐には、ベルギーのＦＮ社が開発したＰＤＷのＦＮ90を隠している。

　最後に、伊丹だが。その容姿はどこにでもいるサラリーマン風の三十男。着の身着のままのスーツはしわくちゃになりつつあり、一足二千円くらいの安売り革靴（合成皮革）は、既に汚れが目立ち始めていた。この上に、冴えないデザインのくすんだロングコートをまとっていて、新宿駅西口から新宿ガード界隈の飲み屋で一杯引っかけててもおかしくなさそうである。もし、ラッシュアワーの駅のホームに立たせたら、あっと言う間に群衆に埋没して彼を見つけだすのは非常に困難な作業となるだろう。それくらいの凡庸さで身を固めているのだが、そのコートの下には、一応のところマカロフ拳銃を隠し持っている。

　こうして、三人の雰囲気が戦闘的に激変すると、梨紗は「ひっ」と小さな悲鳴を漏らした。ついさっきまでのノンビリ、のほほんとした雰囲気を放っていた三人が、剥き身の日本刀のような気配を放ったのだから。それはヤクザやチンピラとか、吼ほえまくる闘犬のそれと異なって、野生の肉食獣が放つ静せい謐ひつな獰猛さを感じさせた。不気味な恐怖感と言ってもよい。とは言っても富田や栗林と違って、伊丹のそれは持続時間が短く、瞬く間に普段のとぼけた印象に戻ってしまうのだが。

「悪りぃな、梨紗。こっから先は連れていけない」

　窓から中に顔を突っ込む伊丹に対して、独り置き去りにされようとしている梨紗は肩を竦めて見せた。

「しょうがないかなぁ。この車どうしたらいい？」

「適当なところに放置しておけばいいよ。それと借金、早く返せよ」

「ど、同人誌が売れたら、ちゃんと振り込むから……それより、次はいつ頃来れるのかなぁ？」

「分かんないな、しばらくは無理だろう？　また連絡するよ」

　伊丹は、手を挙げると背中を向けようとした。しかし梨紗が呼び止める。

「あ、あのさ……先輩って、来ると言っても来ないことがあるでしょ。だから無理だとか言いつつも、来るかも知れないなぁ、なんて思って待ってたりするのは、だめ？」

「そんなこと言い出すくらいなら、何で離婚したんだ？」

「だって、その……養って貰うために結婚してそれに胡座あぐらかいてるのって、なんか、人間として駄目かなぁなんて思っちゃって」

　伊丹は呆れたように「好きにすればいいさ」と告げると、今度こそ背中を向けた。
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「……このように、本位総理の緊急入院と、突然の辞意表明についての各界の反応は、唖然、呆然とも言うべき驚きに満ちたものでした」

　スタジオには、本位総理大臣の巨大ポートレートを背景にして、各界の著名人がコメンテーターとして列んでいた。

　ひげ面の大学教授が不満そうに「余りにも無責任すぎますよ」と吐き捨てる。

　すると女性作家が「しかし総理という職は激務ですから、体調が思わしくないとなれば仕方ないかも知れませんよ」と弁護するようなことを言った。

「閣僚のスキャンダル続きで、マスコミや野党の追及にプッツンきちゃっただけですよ。野党は、総理の辞任で振り上げた拳の下ろしどころに困っているはずです」

　元知事の肩書きで、政治評論家となっている男が国会の状況について解説を加える。

「いや、野党は困ってませんよ。次の総理が誰になるにせよ、民意を問うという形で衆院の解散総選挙を強く求めて来ることになります」

「今話題となりました、次の総理の問題ですが、早速永田町では与党の有力議員の動きが活発になっています」

　アナウンサーが報道し、コメンテーターが感想を述べていくなかで、司会者でもあるメインキャスターが次の話題、総裁選へと話を転換していく。

「与党内で次の総理総裁候補と見られているのが、森田氏、嘉納氏、荒あら巻まき氏の三名です」

　三人の写真がモニターに大写しにされていく。

「各派閥からの支援を受けて次期総裁候補ナンバーワンと見られているのが森田氏です。嘉納氏は国民的な人気こそありますが、党内の力関係で行きますとまだまだ実力不足と見られています。次期総裁が派閥の代表者による協議で決まるか、それとも総裁選挙が行われるのか、注意深く見守っていきたいところです」

　政治の話題がここで終わり、キャスター達は仮面を取り替えるがごとくの早業で表情を変えた。

「銀座が大変なことになっています」




　ここでＣＭ。




　そして六十秒間計四本……洗剤と自動車保険とラップフィルムと紙おむつのＣＭが終わると、次のパートは先日行われた国会での参考人招致の映像から入った。

　見た目にも印象的なさらさら金髪のエルフ、テュカが国会の赤絨じゅう毯たんに立って四方からフラッシュを浴びているシーン。その輝きを受けて、透けるような美しさを放っている。そのままシャンプーとかリンスのＣＭにも使えそうだった。

　レレイの静謐な双眸。そして銀糸のような髪。

　そして、黒ゴスをまとったロゥリィの鋭い毒舌と、悪戯っぽい小悪魔的表情。

「特地から参考人として招致されたこのお三方が今や大ブレイク中です。なんと言ってもファンタジー世界の住民でしかないと思われていたエルフ娘が実在するということで、テュカ・ルナ・マルソーさんが一番人気です」

　コメンテーターが言う。「いや、ホントに綺麗ですよ。オタク心をくすぐるとでも言うんでしょうか？　空想上の存在だとばかり思っていた相手が、ホントにいたんですから、一目でもいいから生エルフを見てみたいって思いますよ」

「私も国会中継見てましたが、びっくりしました。レレイさんでしたっけ？　彼女なんかわずか数ヶ月で身につけたにしては日本語も上手だし。テュカさんの耳は、最初は特殊メイクか何かかと疑ったぐらいです」と若いタレント弁護士が述べた。

















「ところで彼女たちのお歳、ホントなんですか？　いや、年齢を云々するのは失礼とは思うんですが……一年が異常に短いとか」と尋ねるのは女性作家だ。やはり気になるらしい。

「防衛省発表の情報によると、特地での一年間は、三百八十九・三日と推測されるそうです。一日の時間が、こちらに比べると若干少ないのですが、その誤差を差し引いても、こちらに合わせると年齢は増えるだけなようです」

「でも、ロゥリィ・マーキュリーさんに至っては、九百歳を過ぎてるってのは、ちょっとねぇ。どう見ても中学生くらいでしょう？」

　こだわる女性作家である。

「こちらの、テュカさんも百六十歳過ぎと言うには若すぎませんか？」

　さらにこだわる女性作家である。

　某書の記述によると女というものは、知性とか教養とか品の良さとか、そういったものには全く嫉妬しないが、美しさとか財産といったものには、敏感に反応するそうである。五十歳に達しようとしているこの女性作家も、自分より遙かに年上と称する女性が、どう見ても十代の美しさを湛えていることに、複雑な思いを禁じ得ないようであった。

「国会でも、こちらの二人は長命な種族であるという説明があったようですが」

「男性としてはどうなんですか？　見た目はこんなに若いけど、実際は百歳過ぎてるって言われて」

「ホントのところ、全く実感湧かないですね」とひげ面の大学教授。

「化粧とかで若作りしてるとか、整形で若く見せているとか言うなら、ちょっとアレかなって思いますけど、ナチュラルにこれだけ若いんなら、実際の年齢が百歳だろうと五百歳だろうと気にならないと思いますよ」と答えたのは、若いタレント弁護士だ。

「このようにいろいろな話題に事欠かない彼女達なのですが、本日銀座事件の慰霊碑に献花して、その後特地に帰られるということがわかり、彼女たちを一目見ようと集まったファンで銀座がごった返しているそうです」

　メインキャスターの仕切りで、路上にあふれかえる人の群れの映像が大写しとなった。

　交通は麻痺し、自動車は渋滞している。警官が必死に警笛を吹きまくって人々の群れを整理しようとしているが思うに任せない有様が映し出された。その後、メインキャスターの顔がアップされる。

「今映し出されたように、銀座では午後一時頃から、各地から集まったファンで賑わっています。たまたま当局の取材スタッフが現地に居合わせましたので呼んでみましょう。栗林さ～ん」

　画面が現場からの実況中継に変わった。

　既に全国ネットに映っているというのに、栗林菜々美はそれと気付かずに周囲の状態を見渡したり、喋る練習をしていたりする。掌てのひらに「人」の字を書いて飲んだりする姿が妙にほほえましかった。彼女の背後には、献花台と、その周囲に群れる人々の姿が映っている。

「栗林さ～ん」

　その、人の群れだが、整理する者もいないのに何故か献花台へ至るまでの道筋が開かれていた。その開かれた道筋を、花束を抱えた黒ゴス少女や金のサラサラ髪のエルフ娘、銀髪ショートの少女、豪奢な赤毛女性と金髪縦巻きロールの女性と、彼女たちの案内役なのか、ボディガードなのか日本人男女と併せて七名が歩いて来るのが見える。

「音声の調子がおかしいようですね。栗林さ～ん」

　実は、伊丹も画面に映っているのだが、彼の発する色合いが、主役達の華やかさとまったく違うため、ワンセットとして人々の目に入らなかったのである。

　どちらかというとモブシーンの一キャラでしかないのに主人公の傍から離れない図々しい奴という印象になる。

「栗林さ～ん」

　音声に指摘されて気付いたのか、栗林は慌てて外れていたイヤホンを耳に装着した。

「あ、はいっ、こ、こちらは銀座ですっ」

「今、そちらの様子が映っていますが、現場は今どうなっているのですか？」

「はい。こちらでは、今、お三方が周囲の声援に手を振りながら、ゆっくりと献花台に近づいてきています。集まったファンの方々も、道路にはみ出して交通渋滞を起こしたりとはた迷惑なことばかりしているわりに、彼女たちに対しては不思議と行儀が良く、誰が整理しているというわけでもないのに、まるで何かに操られて居るみたいな感じで道をあけて彼女たちが前を通るのを待っています」

　人垣の群れから、飛び出してくる青年が居た。富田がばっと身構えるが、それよりも早くロゥリィが、ハルバートの石突きをアスファルトをうち砕くほどの勢いで突き立てた。すると錫しゃく杖じょうのような凛とした音が広がった。さらに彼女が妖しく微笑んでみせると、青年は毒気を抜かれたような表情で、後ずさりながら人垣の列へと戻っていった。

「……こちらの映像から見ると、お三方だけでなく、他にもおいでのようですね？」

「はい。見たところ七名の方がいます」

「他の四名も特地の方なのですか？」

「いえ。見たところ……見たところ……お姉ちゃん？」

「はい？　栗林さん？」

「い、いえ。なぜか私の姉がいました」

「栗林さんのお姉さんですか？」

「はい。姉は自衛隊に勤めていて、今、特地にいるはずなのですが、こちらに来ているとは聞いて無くて……ちょっと、お姉ちゃん、何やってるのよっ！」

「あれ、菜々美ったら、こんなところで何やってるの？」

　栗林姉は目の前に出てきた妹の姿を見て、道ばたで出会ったがごとくの気安さで返事した。とは言いながらも、警戒の視線を周囲に油断なく向けている。彼女の本業はＳＰではないのだから、これでも充分に頑張っていると言っても良いだろう。

「テレビの中継だけど……」

「もしかして、今映ってる？」

「全国ネットだけど」

「やっほ～お母さん、元気？」と、この瞬間だけはカメラ目線で左手を振った。

　そのせいで全国ネットだというのに、銀座のど真ん中でＭＰ７という名の銃を握る右手が、ちらちらと見えてしまった。つっこみ所満載の行為だが、注意力の七十パーセント以上を警戒のために費やしていたが為に、正常な思考が働いてなかったのだと、好意的に解釈してあげたいところである。栗林と富田と伊丹が周囲を警戒する中、ロゥリィ達特地組五名が献花していく。この時、百台近いカメラのフラッシュが瞬いた。献花を済ませると、ロゥリィは周囲を見渡して「鎮魂の鐘が必要ね」と呟く。そして、ハルバートを立てると、「誰かぁ、鐘を鳴らしてくれるかしらぁ？」と声を上げた。

　その時、まるで彼女の求めに応じたかのように、銀座の時計塔がチャイムを鳴らし始めた。ロゥリィは「うん。ありがとぉ」と微笑むと、静かに瞑目を始め周囲は厳粛な雰囲気に包まれた。

　テレビカメラも栗林姉妹を画面からはずして三名が哀悼の意を表している姿を、しばしの間、流した。やがて、チャイムが鳴り終えるとロゥリィ達は献花台に背中を向けた。その背中をカメラは追い続けたが、音声は栗林姉妹の会話を拾っている。

「ねぇ、特地からの三人にインタビューできない？」

　全国ネットで中継の真っ最中だというのに、喋りが一般人となり果てている栗林妹である。でも、番組プロデューサーはスタジオの奥で、「よっしゃ」と握り拳で栗林妹を誉めていた。彼女の評価はもう、堕ちるところまで堕ちていて下がる余地が無い分、これ以上は上がるだけだからだ。日本中が注目する特地三人娘に繋がるコネクションを持っているというのは、評価の対象だった。

「無理無理。献花が済んだら一刻も早く、特地に帰らないと」

「なんでよ？　少しならいいじゃない？」

「一昨日から、狙われてるのよ」

「……狙われてるって？　何に？」

「アメリカかなぁ、もしかして中国とかロシアかも。乗った電車はなんか知らないけど事故って停まるし、泊まってたホテルは放火されて火事になったりするし、他にもいろいろでさ。こうしてる今だって……」

　さすがに不味いということに気がついて、語尾を濁したが、ここまで口にしてしまえば、全部暴露したも同然である。何しろ、テレビのニュースや、新聞にきちんと目を通している者ならば、彼女の口にした出来事と符合する記事があったことに気付くからだ。




「よお、グラハム」

　群衆を苦々しく見つめるグラハム・モーリスの前に、一人の日本人が立った。

　情報本部所属の駒門だ。以前から陰気な男と思っていたが、コツ、コツと杖をついて歩く姿はさらに陰気さを増しており、不快な気配をまき散らしているように見えた。

「何の用だ、駒門。お前達の出番は無いはずだが」

「確かにそちらさんの仕事については文句を言うなとお達しが来ています。ですがね、ロシアとか中国からの工作員については、放っておくことはできないからね、現在マークをしているところです」

「なるほど」

　グラハムはそう言うとご苦労様と肩を竦めた。それならば、日本側が両国の工作員を抑えてくれるから仕事はしやすくなると思ったのだ。

　ＣＩＡ要員に群衆にパニックを起こさせる。同時にテレビ中継の回線を切断。現場の混乱に乗じ、コマンドチームが急襲して来賓を拾う。非常に難しいがそういう段取りである。

「ところで、グラハムに聞きたいんですが、ＣＩＡの局員と、ロシアとか中国の工作員ってどうやって見分けたらいいんですか？　後学のために教えてくださいよ」

「なんだと？」

「なんかこうＣＩＡの局員だってことが一目で分かるような目印をしてくれないと、ロシアとか中国人と見間違えちゃうんですよ」

　そんなことを言って頭を掻く駒門を見て、グラハムは慌てて携帯電話をとった。

　各所に配置した部下を呼び出すが、返事が全くない。

「お前っ！」

「だから言ったでしょ。ロシア人とか中国人とか区別がつけられねぇんですよ……すまねぇな」

　見渡す限りを埋め尽くす群衆に舌打ちするグラハム。こうして彼は作戦の失敗を悟ったのである。

　駒門は携帯電話を取り出すと、メモリにある電話番号の一つを選んで呼び出した。

　数秒後に出る声に駒門は告げた。

「よお、伊丹。露払いはしておいたぜ」




「ガッデッムッ！」

　アメリカ合衆国大統領、ディレルはホワイトハウスの執務室にてゴミ箱を蹴倒すと、中身もろとも怒りにまかせて踏みつぶした。彼の前にあるテレビモニターは、東京は銀座からの中継画面を映し出していた。この大群衆の中では、いかにＣＩＡ凄腕コマンドチームであっても来賓に近づくことなど不可能だった。挙げ句の果てに「アメリカとか中国とかロシアに狙われてる」という言葉が全国に流されたという。そのうえ、コマンドチームを支援して、テレビ放送を邪魔したり、群衆にパニックを起こさせるＣＩＡ局員の殆どが、ロシア人や中国人と間違えたという名目で日本側に押さえられてしまった。

　コマンドチームは無事だから、強行するという方法もあるが、当然のことながら全国生中継だ。

　下手すると世界生中継である。そうなれば完全に悪役だ。いかにアメリカでも、そして中・露も含めて、この状況で強硬手段に訴えれば、間違いなく窮地に陥ることになる。このような状況を演出してくるとは、これまでの日本政府には考えられないほどの大胆さであり悪辣さと言えた。日本政府は、直接手を下さずにアメリカの手を封じた上に、はっきりと言わずしてアメリカや中国、ロシアによる非合法活動の存在を、大衆に向かって臭わせ、非難することに成功したのだ。

　例えば、この女性自衛官の言葉を受けてホワイトハウスから「根も葉もないことを言うな」と日本国政府に不快感を表明したとする。別にクレムリンとか、中南海からでもいいが、当然のことながら、日本は「日本政府としてはアメリカ（中国・ロシア）の非合法活動については、何も知らないので、何も述べることはない」と公式見解を発表して終わりなのである。

「全国中継で言ったじゃないか」と非難したら、「いち自衛官の戯言ざれごとを真に受ける人なんていないよ」とか言い返されること必ひつ定じょうである。何をどう言おうと日本政府としては、「彼女は、その日休暇中だったから、酒にでも酔っていたのではないか？　彼女が持っていた銃はおもちゃ。その証拠に日本はあの銃を配備していない」とか、シラを切り通せるのだ。

　だが、この中継を見ていた大衆がどちらを信じるかは言わずもがなである。何気ない姉妹の会話であったからこそ、人々の耳に真実として響いたのだから。ディレルは、中継の画面に本位総理の幻影を見た。その幻影は彼に向かってこう告げていた。

「うちのお客様に手を出さないでいただきたい。こちらにも相応の覚悟がありますよ」と。

「くそっつ、くそっ！　このモトイッの馬鹿野郎め。淫売の息子野郎！」

　白い家の、赤い絨毯上でゴミ箱の破片が踏みつけられて細かく砕かれ、さらにめり込んでいく。

　クレムリン宮殿ではジェガノフ大統領が、ウォッカの入ったグラス片手に、「日本人もなかなかやるじゃないか」と呟き、中南海の奥では薹徳愁国家主席が静かに舌打ちしながら現場担当者に撤収を命じた。




　こうして伊丹達は、なんとか無事に……ではなくて心身共に疲労してしまう散々な休暇を味わって、銀座の『門』へとたどり着いた。

　大群衆がテュカの名を呼び、レレイの名を連呼し、ロゥリィの名を叫ぶ。群衆を熱狂させるアイドルという存在を知らない彼女たちは、どことなくドン引きした感じの笑顔で、これに応えて手を振った。そして、逃げるようにして足早に『門』をくぐったのである。

『門』を越える時は、警衛所で空港の手荷物検査にも似た点検を受ける必要がある。車両やトラックの場合は、荷台やボンネットを全部開けて、中まで徹底的に調べるという力の入れようである。さらに、人員についてはすり替わりなどがないように、指紋、掌紋、網膜パターン、皮静脈パターン等の検査が行われる。こうしてようやく、『門』を覆うコンクリート製のドームに入ることが出来るのである。

　ところが……。

「これ全部、東京で買ったんですか？」

「何か問題が？」

　しらじらしい態度の伊丹に、警衛所の係官は大きくため息をついた。

　彼女らの荷物は、ロゥリィが購入した黒ゴス、しかもパンク系（鋲びょうとかチェーンとかの金属でじゃらじゃら）の服とか下着とか、衣類の筈なのに金属反応のするものも少なくない。それに加えて日用雑貨品……例えばレレイのパソコンや、テュカのアーチェリーとか、各種雑貨が山となっていて、係官はとても閉口していた。

「これ全部点検するのかよ」

　女物の点検にはいろいろと問題があるのだ。

　下着類は、女性自衛官にチェックしてもらうとしても、日用品などいちいち箱を開けていたらキリがないほどであった。もうざっと見るだけでいいんじゃないかと思ってしまう。とは言っても、手を抜くわけにも行かず、レレイや、テュカ、ロゥリィ、そしてピニャやボーゼス、栗林らのボディチェック等には女性自衛官が動員された。

　そして、「これ何ですか？」と、ついに、ピニャとボーゼスの隠し持っていた拳銃が見つかってしまった。

「おや」

　思わず呟く富田。

「やるわねぇ」

　と、抜け目ない態度に感心してしまう栗林。彼女は、咄嗟に「あ、それ護身用に彼女らに預けて置いたヤツなんです」とかばい立てした。そして、ドサッと重そうなバッグを係官の前に置いた。

「何です？」

　と、開けて見るや、バッグから出てくる出てくる鹵ろ獲かく武器の山。

「まさか捨ててくるわけにもいかないでしょう？　だから持ってきたんですが、こちらで管理します？」

　実は、自衛隊には鹵獲武器の取り扱いについての規則がない。

　もし、ここにある武器を正規の手続きにのせて扱おうとすると、必ず問題となるのが入手の経路なのである。だが、一般人も宿泊する旅館の敷地内で、しかも某国非合法活動員の遺体から入手したなんて、公式の文書に残せるはずがない。

「どうします？」

　したがって、これらの鹵獲武器は、存在しているだけでも厄介事なのである。そして、厄介事は引き受けたくないと思うのが組織人である。伊丹から入手経路等について説明を受けた警衛長は、顔を逸らすと『見なかった』『聞かなかった』と宣った。

「こいつは、あんた等が鹵獲したんだな。ならば諸々の手続はそっちの責任だ。とりあえず、これだけの武器がここを通ったということは別に記録しておく。だがそっちで掌握しておけ。いいな」

　別に記録しておくというのは、後日問題になりそうになったら、ちゃんと通過した記録が引き出しの底から出て来るが、そうでない限りは通常の書類等には載ってない、ということを意味している。場合によっては、上からの指示で別の記録はシュレッダーにかけられることもある。

　こうして鹵獲武器の数々は、員数外の武器弾薬として、第三偵察隊の武器庫に収まることになったのである。





　　　　＊　　＊






　レレイ、ロゥリィ、テュカの三人は、富田の運転する高機動車で、アルヌス丘麓の難民キャンプへと送り届けられた。

　それぞれに手みやげが多い。伊丹はそれを下ろすのを手伝ってやった。

「日本って面白いところだったわぁ」

　ロゥリィが言う。

「興味深い。また行きたい」

　レレイが言う。

「買い物。楽しかった」

　テュカが微笑んだ。

　そんな三人に伊丹は、「お疲れさま」「また、明日」と挨拶をかわす。そして互いに別れていった。

　既に陽は落ちて暗くなろうとしている。

　テュカは、プレハブ長屋の間を抜けて自分に割り当てられた部屋の戸を開けると「ただいまぁ!!」と明るい声で帰宅を告げた。

「門の向こうって凄かったわ、お土産も沢山」と言いつつ薄暗い部屋の中でテーブルに荷物を置いていった。だが、何の反応もないことに首を傾げた。

「あれ？　居ないのかな？」

　部屋のあちこちを探して、「父さんたら、また、あちこちうろついてぇ」と嘆息する。

「目を離すとすぐにこれなんだからぁ」

　と呟きつつ、買ってきた物の整理を始めるのだった。




　一方、ピニャとボーゼスの二人は、宿舎として借り受けた居室で、ベッドに座り込み重苦しい雰囲気を放って黙り込んでいた。

　日本と帝国との交渉の仲介役。その任の重さが今更ながら感じられてきたのだ。

　このまま戦争を続けたら、帝国は間違いなく負ける。文明、技術、そして戦争というものに対する考え方。これらの全てが段違いであることをその目で確かめ、その身体で実感してきたのだから。

「殿下」

　ボーゼスが澱んだ空気をはらおうとするかのように言葉を掛けてくる。

「うむ。明朝には此処を出立して、帝都へと向かう」

　ピニャは答えた。

　ただちに仲介役として、講和交渉の準備を始めなければならない。

　講和が、どのような形になるかは分からない。おそらく、帝国の敗北という形になるだろう。だがそうだとしてもこのまま戦争を継続して、滅亡へと向かうより、はるかにマシだと思えたのである。

　その決意を、ピニャは言葉にした。

「妾は、この戦争を終わらせる」と。












　　あとがき






『ゲート　自衛隊　彼の地にて、斯く戦えり　１．接触編（下）』を手に取るばかりか、あまつさえ読んで下さった方々に感謝いたします。どうもありがとう。

　──と、上巻と同じフレーズを最初に使うのは、この下巻を先に手にする人がいるだろうと思うからです。私だったらむくつけき男が表紙を飾る小説より、かわいい女の子が三人も出てくる小説を選びますから。ええ、きっとそうします。みんなも、そうしますよね？

　とは言え、この下巻から読んでは何が何だかわからないと思いますので、ご確認が済んだら、是非とも上巻の方もお手に取り読んでみてください。きっと面白いと思います。どうぞよろしくお願いします。

　さて、突然ですが第三偵察隊に所属するキャラクターの多くには、実在のモデルがいます。

　もちろんほとんど名前を変えていますが、中には本人の許可を得て実名で出てきている者もいます。以下は名前を変えて出てきているキャラです。

　桑原陸曹長は私が新隊員だった頃の区隊付き一等陸曹がモデルです。当時五十代半ばだったにもかかわらず、十代だった我々新隊員よりも健脚を誇り、短距離ならまだしも長距離走になりますと追いつくことを微塵も許しませんでした。今はもうお爺さんのはずですが、きっとあの脚で街を疾走してるんだろうなあ。

　栗林二等陸曹については、実は二人の女性が合わさっています。

　一人は女性空手家で、ペッチューリンとかいう型の演武は素晴らしいものがありました。猫のような表情が大変に魅力的。ただし物騒かつ凶暴な肢体を持っているくせにとても温厚な性格だったので、性格的な部分は別の人をモデルにしています。

　性格担当はモータースポーツに嵌まっていて、四輪の大事故で全身傷だらけになったのに懲りることなくまだ、モータースポーツを続けているという猛者。顔を合わす度に「もうオタク趣味から卒業した？」とか問いかけてきます。お前の方こそ車オタじゃないかと言い返したくなるのですが、一言言うと十倍になって返ってくるので私はもう何も言えません。あの性格の持ち主と結婚した旦那さんは勇者だと思います。

　黒川のモデルは容姿のみ。看護師として出てきますが、実は栄養士さんでした。長い黒髪と美貌で突然食堂に姿を現し、隊員達で賑わって喧かまびすしかったあの空間を、たちまち静まり返らせたという逸話の持ち主です。彼女がいるとみんな緊張してて笑えたなあ。でも不思議なのは、あの髪の長さ。女性自衛官も入隊当初は髪を短くするものなので、どうやって髪をあんなに伸ばせたのだろうかと未だに首を傾げているのです。

『ゲート』では彼・彼女らが、「特地」というファンタジー世界を舞台に、それぞれの個性を発揮し、それぞれに活躍します。そんな物語を少しでも楽しんでいただけたら幸いです。
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